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    　ウォーリミア大陸西部では、四百年以上に亘わたって戦争が繰り広げられていた。


    　後に八国統一戦争と語られるこの戦争は、レギオス王国が二つの国を支配下に置いたことで情勢を大きく変え、その事実は戦いをより苛か烈れつなものへと駆り立てた。やがて八つの小国から成り立っていたウォーリミア大陸西部は、レギオス王国とマキュラス王国の二国となっていた。


    　戦争終結間際のある日、レギオス王国の将軍ランベールは一人で野営地を出て、夜空を見上げていた。


    「ランベールよ。こんな夜中に出歩いて、どうしたのだ？」


    　ランベールが振り返れば、同じくレギオス国の将軍であるグリフの姿があった。


    　今でこそレギオス王国中から愛されている大英雄ランベールであるが、昔はただの農民であった。グリフはランベールが農民から異例の出世を遂げて名家の者たちから疎うとまれていたときから彼を庇かばい、共に励まし合ってきた大の親友である。


    　グリフは挨あい拶さつ代わりに軽く手を上げた。彼の後に数人の部下が続く。


    「少し、昔を思い返していた。オーレリア陛下に拾われる前の、ただの暴れん坊のガキだった頃をな」


    　ウォーリミア大陸西部に争いが絶えないことを憂いたレギオス王国の前王は、戦乱の世に終止符を打つべく西部統一を志し、長らく競り合いを続けていた隣国を落とすことに成功した。前王の子息である現王オーレリアが意志を継いで更なる領地の拡大を重ね、ついには西部八国の統一の目前にまで来たのだ。


    　正確にはオーレリアは子息ではなく子女なのだが、そのことは一部の側近たちにしか知らされていない秘密であった。


    　オーレリアと親しいランベールやグリフは彼女の事情を知っていたが、会話の中でも不用意に秘密を漏らさぬほどに徹底している。前王の死後、その弟である大公が王位簒さん奪だつを企くわだてて、まだ幼かったオーレリアの兄を暗殺した。大公の野望を止めるため、生まれたばかりのオーレリアは、性別を男と偽らざるを得なくなってしまった。大公を処刑した今でもそのことはまだ尾を引いており、オーレリアは自身が男であると偽っている。


    「なぜここへ？　持ち場は少し遠くだろう」


    「改めて、地形を自分の目で確認したくてな」


    　そう言ってグリフは少し歩き、崖の手前で足を止める。


    「……ランベール、この戦、お前はどう見る？」


    「気を緩める気はないが……はっきり言って、余裕だろう。半分の戦力でも十分だろうな。ここまで苦労させられたものだが、最後は呆あつ気けないといったところか。ここを押し切って本格的に攻め入る姿勢を見せれば、向こうの馬鹿王も降伏せざるを得んだろう」


    「そうか、実は俺も同意見でな。お前の口から聞けて、安心したよ」


    「グリフ……？」


    　グリフは崖の方を眺めていたが、突とつ如じよ、振り返りながら大剣を抜き、ランベールへと斬きりかかってきた。ランベールは慌あわてて己おのれの大剣を構えて防ぐ。キィンと、金属のぶつかり合う甲高い音が響いた。


    「おい、これは何の真ま似ね……」


    　ランベールの背後に並ぶ、グリフの部下たちも剣を抜いていた。各おの々おのに剣を構え、一斉にランベールへと襲いかかる。


    「このっ！」


    　ランベールはグリフの大剣を弾き返し、その勢いのまま身を屈めて横に転がり、グリフの部下の剣を回避した。そのまま素早く起き上がり、野獣の如ごとく咆ほう哮こうを上げて大剣を横薙なぎに振るう。


    「うおおおおおおおおおおっ！」


    　一人の足がへし折れて宙に舞い、もう一人は腰に刃を受けて血を噴き出しながら撥はね飛ばされた。されどランベールの大剣は勢いを止めない。三人目の鎧よろいの胴部分を砕いて叩き斬り、上体を宙へと舞わせた。たったの一振りで、鎧を着込んだ三人を斬り飛ばしたのだ。


    　だがランベールが部下を注視している間に、グリフがランベールの完全な死角へと入り込んだ。


    　元より九対一。敵全体を捉とらえながら戦えるほど、甘い状況ではなかった。ましてや鎧兜かぶとは視界が狭い。ガタリ、金属鎧の関節部が噛かみ合う音が聞こえ、ようやくランベールはグリフの正確な位置を把握した。


    「悪く思うなランベール！」


    　死角から跳び上がっていたグリフが、ランベール目がけて大剣を振り下ろす。重い魔金オルガン製の鎧を纏まとっているはずなのに、まるで重力を感じさせない軽々とした跳躍であった。グリフの得意とする剣技、『月げつ羽う』である。


    　この技はランベールも知っていたが、自分の命を奪うために放たれることがあるとは、思いもよらなかった。稽けい古こや第三者として見ているときとは、まるでプレッシャーが違う。ランベールは咄とつ嗟さに地へと屈んで角度をつけて受け流したが、鎧越しに肩の骨へと強い打撃を受けてしまった。


    　上位兵の鎧は、身体からだの全体を覆うフルプレートが主流であるため、それに合わせて大剣も鈍く重く、打撃に特化したものとなっている。おまけに大剣には、魔金製鎧のとんでもない重力が乗っていた。


    　ランベールの肩に打撃を加えたグリフの大剣の刃が、そのまま地面へと叩きつけられた。轟ごう音おんと共に地面に罅ひびが入り、土つち埃ぼこりが舞う。


    「よくぞ往いなした！　だが、これでもう利き腕は上がらぬだろう！」


    　再びグリフが跳び上がり、大剣を振るう。


    　二度目の『月げつ羽う』である。


    「舐なめてくれるな！」


    　ランベールは負傷した肩を強引に上げ、力任せに両腕で大剣を振り下ろした。グリフは慌あわてて武器を構え直して防いだが、上から叩きつけられた重圧に地へと弾き落とされた。


    　地面にしゃがみ込む形でうまく着地したが、ランベールの力任せの一撃は並大抵ではない。


    　グリフとて幾度と激戦を潜くぐり抜けた英雄、衝しよう撃げきに負けて大剣を手放すようなことはなかったが、衝撃で手と足が痺しびれていた。


    　ただの痺れではない、手足の関節部が焼き尽くされるような激痛を伴った痺れである。グリフは自分が命を狙ねらっていたランベールの前で、無様に身を屈めて動きを止めることになってしまった。


    「ば、馬鹿な……こんなはずでは……」


    　グリフの顔に、ようやく焦りが見え始めてきた。左右から、グリフの部下が二人助すけ太だ刀ちに飛び出してきた。


    「グリフ将軍ッ！」


    　ランベールは手にした大剣を棍こん棒ぼうの如ごとく振り回し、二人の頭を鎧よろい兜かぶとごと粉砕した。グリフの部下はまだ三人残っていたが、手にした剣を落とし、ガタガタと震えるばかりである。


    「そ、そんな……ランベール将軍が、こ……これ程までとは……」


    　グリフの部下は既に戦意を失っていた。自分たちでもランベールの気を引いて、グリフの掩えん護ごを行うくらいはできると信じていたのだ。そのためならば、命を失う覚悟もあった。だが、こうもあっさりと、無意味に惨死を迎えるような覚悟は持ち合わせていなかった。


    　決してグリフの部下が臆おく病びようだったわけではない。ランベールは、彼らが想定していたよりも遥はるかに強大な相手であったのだ。


    「ラ、ランベール……」


    　グリフが顔を青くしてランベールを睨にらむ。グリフが立ち上がろうと腰を上げるよりも一瞬早く、ランベールの大剣がグリフの首の横に添えられた。


    「……俺はオーレリア陛下が西部統一を成すまでは、死ぬわけにはいかんのでな」


    「フ、フフ……その陛下の御命令だというのに」


    「な、なんだと!?」


    　その言葉には、さすがのランベールも動揺した。その狼狽うろたえようを見て、グリフは頬ほおを引き攣つらせたまま、やや口元を歪ゆがめた。


    「お前には、圧倒的な力とカリスマ性がある。この戦争……お前がいなければ、俺たちの孫の代まで続いていただろうよ。農民の出であるくせに、今となっては、貴族の中にも表立ってお前を疎うとめる奴やつはいない。レギオス王国一の英雄だ。無論、平民からの人気も根強い」


    「な、何が言いたい！」


    「お前が戦争終結と同時期にオーレリア陛下の秘密を告発すれば……王位は、間違いなくお前に流れるだろう。城内には頭の固い者が多いし、馬鹿大公が殺しまくってくれたおかげで、近しい親族もいないからな。余計な火種を作らないためには、こうするしかない」


    　一瞬、何を言われているのかわからなかった。だがすぐに理解した。要するに、オーレリアはランベールの人望を見て、国外との戦いが落ち着いたところで自みずからの地位が奪われるのではないかと恐れたのだ。しかし理解はできても、納得はできなかった。


    「そ、そんな馬鹿な！　オーレリア陛下が、俺の謀む反ほんを疑ったというのか!?」


    　そういう噂うわさが流れたことがあった、ということは知っていた。ランベールの出世に嫉妬した貴族が流したものである。オーレリアも気に留めている様子はなかった。


    　それに二人は大の親友である。励まし合い、夢を語り合った仲であった。ランベールに至っては、オーレリアに恋慕さえ抱いていたほどである。ランベールにとって彼女は、恩人であり、主君であり、親友であり、そして想い人でもあった。


    「そんな……そんなはずが……」


    　だが、グリフが自分の命を狙ねらいに来るような事態となれば、主君の命令以外は考えがたい。


    　確かに王族として、不穏な芽があれば早急に摘むのは義務である。九割九分は嘘うそに違いないと思っていたとしても、残りの一分にでも疑いの余地があれば、見過ごすわけにはいかない。何せ、天てん秤びんに乗っているのは王座であり、国の将来である。火種に目を瞑つぶり、争いへと繋つながれば、また何万人もが死ぬことになる。


    　しかし、ランベールが納得しきれるはずもなかった。


    「陛下……なぜ……俺は、俺は今まであんなにも……」


    　ランベールが膝ひざをつく。手から握力が抜け、大剣が地面に落ちる。大剣ががらんと音を立てたその瞬間、グリフが勢いよく立ち上がってランベールの胴鎧よろいを大剣で勢いよく突いた。ランベールは抵抗する力も出ず、そのままふらりと後ろへとよろめく。


    　続けてグリフはランベールへと体当たりをかまし、離れ際に至近距離からの剣技を放ち、彼の巨体を弾き飛ばす。ランベールの身体からだが宙に浮いた。


    「……あ」


    　ランベールは、崖へと後ろ脚を踏み外した。慌あわてて何かを掴つかもうと手を動かし、グリフの大剣にその手が触れた。


    「それはくれてやる。英雄ランベールよ」


    　グリフはそのまま大剣を手離した。ランベールの身体が、崖底深くへと落ちていった。


    



    　この二か月後、レギオス王国はウォーリミア大陸西部諸国の統一を成し遂げ、四百年以上にも及んだ戦乱の時代についに終止符を打った。英雄グリフの名は、ウォーリミア大陸西部の統一王オーレリアの忠臣として、長く知られることになる。
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    　暗いじめじめとした谷底を、二人の男が歩いていた。


    　一人は紺色のローブを深く被かぶり、目元まで覆い隠していた。身長は子供ほどではあるが、時折覗のぞく真しん紅くの眼に子供らしさはない。背には、自分の背丈ほどの大きさの棺ひつぎを担かついでいる。


    　もう一人は頭の禿はげあがった、陰気な目つきをした老人であった。


    　二人は禁きん忌き魔術（国より制限や禁止が課されている魔術の総称）の研究を行う組織、『笛吹き悪魔』の人間であった。その組織は、優秀だが道を踏み外した魔術師により構成されている。彼らは殺人や人体実験、反宗教的な魔術の行使に、一切躊躇ためらいを持たないことで知られている。レギオス王国からも危険視されているが、神出鬼没で実態はほとんど把握されておらず、野放しにされているのが現状であった。


    　ローブの子供は名をマニガという。


    　彼は人の身体からだに癒いやしを施ほどこす白魔術の名門一家の生まれではあったが、今は一族を裏切って『笛吹き悪魔』に入り、死人を操あやつる魔術、死し操そう術じゆつの研究を進めていた。


    　老人の方は名をブルイグという。同じく『笛吹き悪魔』の人間であり、マニガの付き添いで谷底へとやってきたのだ。彼は若い頃はマナの溜まり場から生まれる魔物を討とう伐ばつして回っており、優秀で善良な魔術師として知られていた。しかし、それは仮の姿でしかなかった。


    　ブルイグは年老いたとき、死ぬ前に魔術の真理を探求したいという欲求に負け、『笛吹き悪魔』の門を叩いた。


    「確かに、マナの流れを感じるの。ここならば目もつきにくいじゃろうし、人が消えても疑問にも思われん。通りかかった奴やつを攫さらえば、材料も揃そろう。誰もワシらの仕業とは思わぬだろうて」


    　ブルイグが崖壁を眺めながらにんまりと笑い、舌舐なめずりをした。


    　マニガはブルイグを置いて、速足で先へと進む。ブルイグは慌あわててその後を追いかけた。


    　やがてマニガは足を止め、骸がい骨こつの前でしゃがみ込む。骸骨は大きな鎧よろいに身を包んでおり、手には大剣が握られていた。傍かたわらには、兜かぶとが落ちている。


    「マニガよ、何をそう急いでおるのじゃ」


    「……この骸骨、まだマナが宿っている」


    「なんじゃと？」


    　ブルイグもマニガの横に立ち、骸骨へと目を向ける。骨に汚れは見当たらない。強いマナが骨に宿り、劣化や土汚れを妨さまたげている証拠である。


    　マナとは、万物に宿る神聖な力のことであり、魂の一部とも定義されることがある。生物の死後、通常マナは肉体から外側に向かい、空気中へと分散する。しかし、生に未練が残っている場合、マナの一部が肉体の内側に向かい、骨へと移動することがある。


    「しかしこんな鎧……見たことがないぞ。おまけに、大昔に主流であったとされておる、フルプレートタイプではないか。二百年近くもマナが持つものか？」


    「……ここはマナの溜まり場になっているから、多少は劣化も抑えられやすいのかもしれません。それに、大きな未練を持っているようだ。これはいいアンデッドになりそうです」


    　マニガは背負っていた棺かん桶おけを下ろし、蓋ふたを開ける。中には魔術の媒体、魔導書や薬品が敷き詰められていた。


    「では、マニガ殿の死操術を見せてもらうとしようかの」


    　ブルイグは近くの石に腰を据すえ、手にしていたカンテラを地面へと置く。マニガは棺ひつぎから金属製の棒と赤黒い液体の入った缶を取り出し、鎧骸骨を囲むように地面に大きな円を描いた。次に瓶びんを取り出し、中の粉を鎧骸骨へと散らす。この粉は、複数の魔物を砕いて混ぜて作ったものである。


    　マニガは鎧骸骨をもう少し円の中央に動かそうと手を触れ、その重さに顔を顰しかめた。


    「この鎧……魔金オルガンですね」


    　魔金は重く、マニガにはまともに引きずることもできなかった。


    「魔金オルガンで鎧よろいを作るなど、馬鹿げておるな。そんなものを装備してまともに動けるはずがあるまい」


    「しかし、魔金の全身鎧は、レギオス王国が八国統一戦争で用いていた記録があると……」


    「それは祭儀か何かの飾りに使っておったのじゃろう。実際に戦争に用いていたわけがない。無知な歴史家気取りが面白がってそうほざいているに過ぎぬ。こやつがなぜそれを身に着けておるのかは知らぬが、大方、馬鹿貴族の道楽か、何かの儀式であろう」


    「……なるほど、言われてみればそうなのかもしれませんね」


    　マニガは杖つえを鎧骸がい骨こつへと向けた。頭の中で魔術式を構築し、マナの力でそれを宙へと転写する。鎧骸骨の上に、光る魔術式が浮かび上がった。


    「亡者よ、我に従え！」


    　マニガの叫び声と共に鎧骸骨の眼がん孔こうの奥に、真しん紅くの光が灯ともる。全身がガタガタと震え出した。


    「これで従順な屍騎士アンデツドナイトの完成です」


    「ふむ……さすが、名門白魔術の一族の末まつ裔えいであるだけのことはあるわい。その年で、恐ろしいまでの腕じゃの。マニガ殿とは、楽しい事件を起こせそうじゃ」


    「家を引き合いに出されるのは嫌いですが、ブルイグさんに褒ほめていただけたのは光栄ですよ……ん？」


    　鎧骸骨が、ゆっくりと起き上がった。それを見て、マニガは驚きよう愕がくした。


    　今回のアンデッドは宿っていたマナを活いかす方面で作成したため、能力は生前の力を基盤としていた。マニガは人間が魔金鎧を着て動けるはずなどない、まずは魔金の鎧を脱がせなければと考えていたのだが、まさかそのままあっさりと立ち上がるとは思ってもみなかった。


    「……その剣で、宙を斬きってみせろ」


    　マニガが命じると、鎧骸骨はゆっくりと頷うなずき、大剣を振るった。巨大な刃が、凄すさまじい速さで空間を蹂じゆう躙りんする。その威圧感にマニガは耐えられず、尻しり餅もちを突いた。フードが外れ、邪悪さに似合わぬ童顔が露あらわになる。


    「な、なんという力だ。お、おいマニガ殿、大丈夫か？」


    　ブルイグが声を掛けたとき、マニガは口角を吊つり上げて笑っていた。


    「いい……凄い！　このアンデッドは、只ただ者ものじゃありません！　こいつさえいれば、もうレギオス王国の監視の目を怖がる必要だってないかもしれない！」


    　マニガは興奮のあまり、唾つばを飛ばしながら叫んだ。


    「ほほう、それは頼もしいのお。この地脈のマナが、骸骨のマナを強化しておったのかもしれんの」


    「他にもいい死体があるかもしれません！　ブルイグさん……他の地方にいる『笛吹き悪魔』にも呼びかけて、本格的に戦力を集めましょう！　そして、まずはリーヴェルの街を落としてやるんです！」


    「確かに……こんなに力強いアンデッドがあっさりとできあがるとはな。死し操そう術じゆつの研究に力を入れるよう、上に進言してみるかの」


    　ブルイグは鎧よろい骸がい骨こつをまじまじと眺めながら、にやりと笑った。


    「そうです！　そうしましょう！　そしてゆくゆくは、この国の国民をみいぃんな、アンデッドへと変えてやるのです！　『笛吹き悪魔』の素晴らしさを理解できない愚かなレギオス王国を滅ぼし、死後も永遠に我らの奴隷にしてやりましょう！」


    「ふぉっふぉっ、それは素晴らしいのう」


    　二人が笑いながら話していると、鎧骸骨の身体からだがピクリと震えた。


    「オ、オォオオ……レギオス、オウコク……？」


    　ブルイグが笑いを止め、骸骨鎧を見た。


    「……おい、こいつ、自我が残っていないか？」


    「まさか、言葉をたまたま拾っただけでしょう。生前の未練が強ければ、記憶に沿った言葉に簡単な反応を示すケースは充分に考えられます。しかし、それだけですよ。そもそも、かなり昔に死んだ骸むくろのようですし、マナが残っているだけでも奇跡なんです。自我など残っているはずが……」


    「レギオスオウコク……レギオス王国ヲ、滅ぼサせは、セン。レギオス王国は、西部統一を成し遂げるノだ……」


    　鎧骸骨が、大剣を横薙なぎに振るった。


    「……え？」


    　マニガはブルイグに向けていた目線を鎧骸骨へと向け直し、驚きよう愕がくの声を洩もらす。凄すさまじい轟ごう音おん。剣先が地面を叩き、辺りに土煙を上げた。


    　ブルイグは目に入った土つち埃ぼこりを袖そでで拭ぬぐう。


    「ば、馬鹿な……やはり、古い死体ではなかったのか！　死操術師に反逆するほど意思が残っているとは！　おい、マニガ殿！　どうにかせんか！」


    　そう叫んだブルイグの傍かたわらに、マニガの上半身が落ちてきた。


    「……おん？」


    　すでに死んでいることは、一目見て明らかである。


    「オ、お、オレは、ナゼ生きテいる……。あ、アあ、あ……」


    　鎧骸骨が、ゆっくりとブルイグへと顔を向ける。


    「ちっ、地よ、沼となれ！」


    　ブルイグは素早く杖つえを振り下ろし、地面を叩いた。魔法陣が浮かび上がり、鎧骸骨の足下が沈んだ。


    「おお……？」


    　鎧よろい骸がい骨こつの身体からだが、地面の中へと沈んでいく。


    「地よ、固まれ！」


    　続けて魔術を行使する。鎧骸骨の半身を地中に埋めたまま、地面が固まっていく。


    「地よ、岩石となれ！」


    　鎧骸骨の半身へと土が集まっていき、身体を覆い尽くしていった。すぐに土は質感を変え、あっという間にごつごつとした岩がん塊かいができあがった。ブルイグは安あん堵どの息を洩もらしながら、膝ひざを地面についた。


    「はぁ……はぁ……どうやら、自我を取り戻しつつある内に、錯乱状態に陥ったようじゃな。まったく恐ろしい奴やつだった。マニガ殿め、しくじりおったな……」


    　その後ブルイグは吐き気を感じ、喉のど元を押さえた。


    「うう……少し、過剰に反応し過ぎたかもしれんの……」


    　物質の形状を瞬時に変える魔術は、相応のマナを対価として要する。息をつく間もなく連続して使えば、ブルイグほどの魔術師でも負担が大きかった。通常、このレベルの魔術は一度の行使にもう少し時間がかかるものなのだ。この程度の反動で済んでいるのは、ブルイグだからこそだといえよう。


    　だが次の瞬間、岩が砕け散って中から鎧骸骨が姿を見せた。


    　鎧骸骨は強引に岩の拘こう束そくから逃れて宙を舞い、大きな音を立てて着地する。


    「なっ……！　ば、馬鹿な！」


    　ブルイグは声を荒らげながら後あと退ずさった。


    「ほ、炎よ、奴を焼き払え！」


    　ブルイグは鎧骸骨へと杖つえを向ける。炎が杖先に現れ、球状へと形を変えてから鎧骸骨へと飛んでいった。


    　鎧骸骨が大剣を振るうと、それだけで炎は掻かき消された。散らされた火の粉に、思わずブルイグは手で顔を覆う。


    「なんと、出で鱈たら目めな……アンデッドの分際で！」


    　薄目を開けたとき、ブルイグの目の前に鎧骸骨が立っていた。既に大剣を振り上げている。


    「なっ!?」


    　次の瞬間、ブルイグは脳天から股にかけて叩き斬きられ、真っ二つになっていた。夥おびただしい量の血の噴出と共に、断面から裂かれた内臓が零こぼれ落ちる。ブルイグの身体が左右に倒れていった。
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    　鎧骸骨こと、レギオス王国の元将軍ランベールは、己おのれの構えている大剣の刃を見て唖あ然ぜんとした。刃には、鎧を着込んだ骸骨が映っている。眼がん窩かの奥には赤い炎が灯ともり、怪しげな光を放っていた。


    　ランベールはアンデッドにされたものの、自我ははっきりとしていた。これは彼の意志と未練の強さが、マニガの想定を遥はるかに超えていたためである。マニガもまさか、自分が目を付けた骸がい骨こつが八国統一戦争時に非ひ業ごうの死を遂げた大英雄だとは、思いもしなかったのだ。


    「な……なんという……なんという……」


    　声は不思議と生前のままであった。眼がん窩かの奥、頭ず蓋がいの中央にあるマナの塊かたまりより、直接発されているのだ。


    「やはり、俺は死んで……レ、レギオス王国は……」


    　そう考えたとき、ランベールの頭にグリフとの一戦のことが過よぎった。そしてそのまま、主君であるオーレリアの美しい顔が脳裏に浮かび、彼女に裏切られたことを連鎖的に思い出す。


    「……いや、裏切られたのではない。王として……必要なことだったのだ」


    　そうは口にしてみたものの、割り切れたものではなかった。オーレリアも自分のことを親友であると、そう考えてくれているはずだと、ずっと信じていたのだ。


    　ランベールは国のためというよりも、オーレリアのために剣を振るっているという意識が強かった。彼女のために命を差し出すことを惜しいと考えたことはなかった。ただ彼女の意志で不穏分子であると判断され、殺されたということは、ランベールにとって何よりも悲しかった。


    （未練により、魔物となって蘇よみがえってしまったというのか。我ながら、何と女め々めしきことか……）


    　ランベールは自みずからを恥じた。


    　頭蓋の奥に、マナの集まりを感じる。そこが現在の、アンデッドとしてのランベールの力の源となっている。ランベールはそのことを本能的に察し、これを突いて自じ刎ふんしようかと考えたが、思い留とどまった。


    （戦争が……レギオス王国がどうなったのかを、知りたい……）


    　ランベールは兜かぶとが転がっているのを拾い上げ、頭に被かぶった。人前に出ても、兜を被っている限りはランベールがアンデッドだとはわからないはずだ。


    　裏切られ、殺された身ではあるものの、祖国が戦争に勝利してほしい、主君をウォーリミア大陸西部の統一王にしたいという思いには変化はなかった。


    （それにしても……奴やつらはなんだったのか）


    　ふと、後ろに転がっている死体へと目を向ける。血の沼の中に崩れ落ちた、少年の下半身。先ほどランベールが横に切断した、死し操そう術じゆつ師のマニガである。


    　マニガは八歳にして名門家の白魔術を極め、禁きん忌きとされている死操術へと手を染めた、天才魔術師である。現在は十四歳だったが、『笛吹き悪魔』の一員として既に名を広く知らしめていた。遊び半分でアンデッドの大群を村にけしかけて潰つぶし、新たなアンデッドの山を作ることなど、彼にとっては日常茶さ飯はん事じである。


    『笛吹き悪魔』の中でも上位クラスの魔術師として危険視されており、賞金首として扱われていた。討とう伐ばつ危険度は魔物基準の五段階評価で下から三つ目、大鬼オーガ級の上位に当たる。討とう伐ばつするには、八人以上の一流の戦士が必要とされていた。


    　もっとも大鬼級とされているのは、マニガの死し操そう術じゆつ師としての能力を重く見てのことであった。今回は準備がなかったうえに不意打ちで片が付いてしまったため、あまり関係のない話ではある。


    （レギオス王国を滅ぼすと言っていたような気がするな。ならば、マキュラス王国の者か？　どのくらいの間眠っていたのかわからなかったが、どうやら、まだ戦争は終わっていないらしい。グリフめ、俺が助すけ太だ刀ちに入ったらどんな顔をするか……）


    　遠くに転がっている憐あわれなマニガの上半身を見て、ランベールは溜め息を洩もらした。


    （それにしてもマキュラス王国の奴やつめ、惨むごいことをする。こんな、明らかにまともに訓練も積んでいない子供を、戦地の中心であるオーグラン渓けい谷こくへ送り込むとはな。よほど人材が足りないと見える。ならば早急に降伏してしまえばいいものを……）


    　ランベールは、マニガが斬きられる直前に浮かべていた恐怖の顔を思い返し、戦闘の素人しろうとだと思い込んでいた。実際には、いつも遠巻きに手を下していたため、殺される覚悟がまるでなかっただけである。そんなことを知らないランベールは、この少年が村を幾つも潰つぶした死操術師だとは思いもしない。


    　老魔術師、ブルイグについても同様である。純粋な魔術の腕だけを見れば、マニガよりもブルイグの方が実力は高く、戦闘経験も豊富であった。彼の卓越した魔術の腕は、並の魔術師では比べものにならない。ブルイグの魔術発動時間とスパンを大幅に抑えた独自の連続魔術は、彼が自身への反動を顧かえりみずに魔術を連打すれば、接近することさえ困難である。一流の戦士であっても、ブルイグの操あやつる土に搦からめ取られて身動きを封じられ、その後に確実に命を奪われることとなる。『土つち蜘ぐ蛛ものブルイグ』と恐れられるが所以ゆえんであった。


    　人間との一対一ならば負けようがないと、ブルイグはそう自負していた。だからこそ、まさか土の拘こう束そくを強引に振りほどかれ、正面から頭ず蓋がいごと真っ二つにされるなど、思いもしないことであった。


    　これもランベールにとっては知らないことであり、同時にどうでもよいことであった。


    （発動は多少速いが、威力はまるでなかったな。それに速いとはいえ、意識がはっきりしていれば十分に避けられたであろう速度だった。年で衰えていたところを、無理に連れてこられたのか……）


    　ランベールの生きた戦乱の時代は、実力こそがすべてであった。誰もが死に物狂いで剣と魔術を極め、己おのれのすべてを懸けて日々戦っていた。その極限状態の中で、成長できない者はすぐに死んでいく。ランベールは、そんな時代の戦士たちの頂点に立っていた男である。平和な国の少し横道に逸それた連中など、まさしく赤子と老ろう爺や同然であった。


    （子供と老人を使うとは、なんという非道な。自国だけではなく敵国の民のためにも、この戦争を早く終わらせなければならない……）


    　ランベールは見当違いの正義感を抱き、崖底を駆けた。


    　走りながら、オーレリアの顔を思い浮かべていた。整った美しい金髪に、強い意志の籠こもった碧あおい瞳ひとみ。きめ細かい肌はだに、形のいい気の強そうな眉まゆ。ランベールの前だけで時折見せる、いつもと少し違う、女性的な笑み。


    　ランベールは胸の奥に痛みを覚えた気がして、胸を押さえる。しかし金属製の鎧よろいの奥、ただ骨の入った空洞である。目元を押さえ、涙さえ流れてこないことに気がついて、一人で寂しく笑った。
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    　ランベールは崖が低くなっているところを探した後、崖壁に向き直って精神統一を行った。自分の思考を暗い闇に沈めて無我の境地へと達し、それから咆ほう哮こうを上げながら一気に崖壁を駆け登った。崖に縦の砂煙が巻きおこり、凄すさまじい轟ごう音おんが周囲に響いた。


    「ハァッ！」


    　鞘さやごと大剣を振るって崖壁の上に叩き付け、その反動で地上へと自身の身体からだを押し上げた。魔金オルガン製の鎧を纏まといながらこんなことができるのは、ウォーリミア大陸広しといえども、ランベールくらいであろう。


    （生前と違たがわぬように動くことができるな……アンデッドの身体とは、不思議なものだ。まるで俺に肉体があるかのような重みを感じる）


    　ランベールがそう考えたのは正しい。死し操そう術じゆつ師であるマニガの力によって、今のランベールは特殊形質に変化したマナによって象かたどられた『見えざる肉体』を有していた。要するに骨の周囲を魔力が覆い、生前のように動き回れるよう、力と重みを与えているのである。


    『見えざる肉体』の正体は、ただのマナが肉体を模したエネルギー体である。所しよ詮せんはアンデッドを動き回らせるためのものでしかない。ランベールがもしも首に剣を突き立てられたとしたら、その剣は『見えざる肉体』を通り抜けて直接骨を断つことになる。通常の肉体とは違い、骨を守ることはできない。


    　しかし、ランベールには最強の鎧がある。この魔金製の鎧、正式には『レギオニクス・オルガジェラ・アーマー』という長ったらしい名称を持つ。オーレリアの前代の王が優秀な職人を集め、金をつぎ込んで作らせたものであり、世界にたったの四つしか存在しない。四魔将と呼ばれたレギオス王国の四大将軍にのみ装備することが許されていた。ランベールは、二代目四魔将の一角であったのだ。


    　如い何かなる攻撃を以もつてしても、この鎧を貫通することは困難である。


    　もっとも四魔将が戦場において恐れられた最大の理由は、鎧そのものではなく、このとんでもない重量の鎧よろいを身に着けて易やす々やすと戦地を駆け抜けたことの方にあった。


    　崖を上がったランベールはしばらく森を駆け抜けていた。大地を金属塊が蹂じゆう躙りんする。


    　ランベールが走っていると、邪悪な気配を感じた。それは初めての感覚ではあったが、なんとなくその正体を察することができた。


    （この気配は……魔物のもの、なのか？）


    　魔物とは、マナの溜まり場より生まれた化け物のことを示す。


    　通常の動物もマナを有しているが、生まれてからマナを宿すのである。もっといえば、生命に神が祝福としてマナを与えるとされていた。マナの溜まり場から生まれる魔物は通常の動物とはプロセスが逆であり、それゆえに神に反逆する邪悪な命として扱われることが多い。


    　つまり、マナの力によって蘇よみがえり、新たな生を受けたアンデッドも魔物に含まれる。今のランベールもアンデッドであり、マナによって造られた歪いびつな命なのである。


    　魔物はマナから生まれたため、通常の動物よりもマナに対して敏感であった。特にアンデッドは死者として生者を羨うらやむ性質があり、生命力そのものともいえるマナに非常に敏感なのである。そのためランベールは、人間のときには不可能であった、マナを辿たどって気配を感知するという術すべを身に付けていたのである。


    　しかし、彼にとってそれは初めての感覚であり、確証の持てるものではなかった。自身の妙な感覚の正体を実験的に知るためにも、まずは邪悪な気配へと近づいてみることに決めた。そして彼は、その気配の正体を知った。


    　森の大樹の前で、一体の大鬼オーガが棒立ちで彼が来る方を睨にらんでいた。大鬼の体格は、鎧を纏まとっている彼よりも、更にもう一回り大きかった。


    　血管の浮き出た筋肉の塊かたまりのような肉体。禍まが々まがしい目と、血で汚れた図太い大角。口から覗のぞく牙きばに、生物の命を奪うことを目的とした鋭利な爪つめ。


    　魔物の強さの基準の一つにもされており、人間が真っ向勝負では勝てない相手であるとされていた。


    　人間はオーガに対し、種族として筋力が大きく劣っているのである。腕も人間より遥はるかに長く、この筋力差とリーチ差は簡単に覆くつがえせるものではない。優れた魔術師ならば単独でも搦からめ手を用いて倒すことができるかもしれないが、通常は一流の戦士が四人がかりでようやく仕留めることのできる魔物である。


    　オーガは非常に好戦的であり、まっすぐに跳んでくる体当たりは単調ながらも、その凄すさまじい速度ゆえに避けることは非常に困難だとされている。実際にその攻撃を受けて命を落とす戦士は数知れない。


    　オーガはこの森の王であった。森にいるあらゆる魔物はオーガを畏おそれ、服従し、避けて生活をしていた。オーガの前を無防備に横切るような魔物はいなかったし、オーガが寝ていれば起こさないように身を潜めて静かにしていた。


    　魔物たちはオーガの暴力の対象にならないよう、脅おびえながら暮らすのがこの森の掟おきてなのである。


    　そこへ不ふ遜そんにも強大なマナの気配を漂わせながら接近してきた者がいたため、オーガは飛び起きたのである。


    　オーガは礼儀知らずな森の侵入者に怒ったが、同時に興味を覚えた。自分以外に、これほど強力なマナを持つ生物を今まで知らなかったからである。自身と侵入者、どちらが上なのか、確かめてみたくなったのだ。オーガは腕を前に出して腰を落とし、迎え討つべく構えに入った。


    　ランベールはオーガが自分と戦うつもりであることを知って大剣を抜いたが、足は駆けたままであり、止めることはなかった。


    「グゥゥ……」


    　オーガが低く唸うなる。その魔物はランベールの様子を見て、不可解なものを感じていた。


    　ランベールがあまりに隙すきだらけに見えたのである。


    　オーガは生まれながらにして、本能的に高い戦闘技能を有している。生物の無警戒さを見抜き、そこへ飛び込んで屠ほふる術すべを知っていた。


    　自分がどう飛び込んでも、ランベールの防御や回避は間に合わず、そのまま自みずからの大おお爪づめの餌え食じきとなるに違いないと、オーガはそう考えていた。


    「グゥガァァッ！」


    　ついにオーガが地面を蹴けって膝ひざを曲げ、ランベールへと襲いかかる。オーガの眼から見て、ランベールの反応はあまりにも遅かった。


    　普通の生物は、襲いかかられれば何らかの防衛予備動作を取る。ふと腕を上げてしまったり、そうでなくても腕を揺らしたり、肩を震わせたり、瞳どう孔こうが開いたり……脅威に対して『どう対処すればいいのか』に、身体からだが意図せずに応じてしまうのである。


    　オーガは生まれつきにして、この防衛予備動作までの時間で敵対生物の反射神経を測る術すべを持っていた。しかし、どれほど近づいても、ランベールにその動きの兆候が表れない。


    　オーガは、ランベールを自分より格下であると見なした。そして大爪を、ランベールの着込んでいる鎧よろいの首の関節部の隙すき間まへと突き立てるように放った。放った、つもりだった。オーガの脳裏には、既にランベールの鎧兜かぶとを首ごと撥はね飛ばす自身の姿が浮かんでいる。


    　しかし、オーガの振りかざした爪がランベールの鎧に到達することはなかった。腕は宙へと舞い、緑の血を撒まき散らす。


    　オーガは、自分の身体がゆっくりと後ろに倒れていく感覚を味わっていた。窮地を悟り、戦闘に特化した魔物としての本能が脳をマナで強化し、高速で情報を処理し、辺りをスローに見せているのだ。


    　だが、そのときは既に遅すぎた。腕が飛んだのとほとんど同時に、胴体も上下に分かたれていた。更にそれだけに留とどまらず、第三の剣撃がオーガの顔へと向かっていた。ランベールは一瞬にしてオーガの腕と胴を切断し、続けてオーガの身体からだが崩れ落ちるより早くにその頭を大剣で叩き潰つぶそうとしているのだ。


    　オーガは、自分があまりにも小さな主であったことを知った。ランベールに一切の防衛予備動作が見られなかったのは、ランベールがあまりにも戦場に慣れすぎていたがゆえのことであった。余計な反応を見せることがなかった、それだけの話だったのである。オーガの爪つめが首のすぐ近くまで来ようと、自分ならばその次の瞬間にはオーガを殺すことができると、一切疑いの余地なく確信していたのだ。


    　オーガは自みずからの傲おごりを恥じた。自分より遥はるかに格下しか知らなかったがあまりに、ランベールの実力を見誤ってしまったのである。そして戦闘狂として、最さい期ごにランベールと一戦を交えられたことを誇りに思った。


    　強烈なプレッシャーを放つ刺し突とつが、オーガの顔面へと突き立てられる。それはまるで押し潰すかのような一撃であり、オーガの頭部が轟ごう音おんと共に四散した。そこで、オーガの命は完全に途絶えた。


    　この一連の戦いはほんの一瞬のことであった。常人であれば、何が起こったのかもわからぬ間に肉にく塊かいができあがっているかのような、そんな一瞬である。


    　ランベールは相変わらず駆け足のままで大剣を振るって血を飛ばし、鞘さやへと戻した。無感動なものである。


    （……なるほど、どうやら今の身体はマナを感知できるようだ。人間がどこにいるのかも、知ることができるかもしれないな）


    　既に思考は、オーガそのものから、オーガとの戦闘によって得た情報へと切り替わっていた。ランベールにとってこの程度の魔物を討とう伐ばつすることなど、あまりに容易たやすいことであった。


    （しかし、おかしい……俺の知っている地形や風景と、やや異なるようだ。まったく別の場所へと上がってしまったのだろうか）


    　そしてまた、見当違いな方向へと思考を運んでいた。このときのランベールは、自分の死後から二百年以上経たっているということに、まだ気が付いてはいなかった……。


    



    ４


    



    　ランベールは一人、魔金オルガン製鎧よろいの関節部が打ち合う音を響かせながら森の中を歩き続けていた。彼の近くには、魔物はおろか、虫や動物さえ姿を見せなかった。動物のものらしきマナを感知しても、すぐに離れていくように消えてしまうのである。


    （妙だな……静かすぎる。いったい、俺の死体が放置されている間に何があったのか……）


    　ランベールは不安に思い、警戒心を強めた。


    　魔物や動物、虫は、基本的に人間よりも勘がいい。それらが近寄らないところには、とんでもない危険が潜んでいるはずだとランベールは考えていた。


    　ランベールの予想は半分当たっていた。当たっているのはとんでもない危険が潜んでいるということであり、外れているのはそれがランベール本人であるということである。魔物たちは、ランベールがだだ洩もれにしているマナから、その強大さを知り恐怖して身を隠していたのだ。


    　生物であれば、微量なマナを体外へと放出し続けるのは自然なことではあるが……魔物、特にアンデッドはその量が通常の生物よりも多い。意識的に抑えない限り、周囲を威圧し続けてしまうのである。魔物が周囲へ放出する微量なマナは瘴しよう気きとも呼ばれ、不快感や恐怖を与える他、魔物の種類によっては病気を引き起こさせるものもある。


    　アンデッドになったばかりであり、人間としての自我が通常の個体と比べて遥はるかに強いランベールは、自分が瘴気を洩らしているという自覚はまったくなかった。


    （まったく、人間の気配は全然拾えていないのに……先ほどから、妙な魔物の兆候ばかり掴つかんでしまうな。さっきのオーガ程度の魔物ならばいいのだが……）


    　それどころか、己おのれの瘴気の濃厚な気配を、別の魔物が近くに潜んでいるためだとさえ捉とらえていた。


    　ランベールはその後も走り続けた。やがて日が落ち、朝日が昇った。どこか懐かしい朝日を尻しり目めに、ランベールは自分が少しも疲れを感じていないことに気が付いた。もう不眠不休で半日近く走っているというのに、体力が限界を迎える様子がまったくない。


    　アンデッドは疲れを知らず、眠ることもない。そのことを知ったランベールは、少し寂しくなった。自分はもう生者でないのだ、終わった人間であり歪いびつな命であるのだと、改めてそう告げられたような気がしたのだ。


    　ランベールは気持ちの整理がついてから、自身の新しい身体からだについて別の側面から考え、その高性能に一人驚いていた。


    （不眠不休……疲れ知らずの身体……か。戦場であれば、何とありがたいことか。常に全力で動くことができるとは。まだ戦争が終わっていないのであれば、肉体を捨てて今の身体を手に入れられたのは幸運であったのかもしれない。レギオス王国四魔将を全員アンデッド化すれば、たったの四人で城一つ落とせる自信があるな）


    　自己を捨てて国に尽くしてきたランベールは、少々常人からズレたところがあった。心を切り替えたランベールは、どうせ体力が尽きないのならばと全速力で森を駆け抜けた。


    （……しかし、まだまったく他の動物の姿を見ないな。これだけ走っても、まだ例の魔物の領域だとは！　相当の影響力を持つ魔物のようだな）


    　結局、ランベールは、瘴気のもとが自身であるということには気が付かなかった。


    　更にしばらく走ったところで、ランベールは動物のマナを感知した。これまでに自分が感知した動物とは違い、動かずに止まっているようである。


    　ランベールはひとまず、このマナの持ち主と接触することにした。マナの気配へと近づいて進んでいくと、痩やせ細った少女が岩に座っているのを見つけた。顔色は悪く頬ほおは削そげ落ちており、腕も木の枝のように細かった。もう何日もまともに食事を摂とっていないようだ。


    　少女の足下には、弓と矢筒、それから矢の刺さった一羽の鳥が落ちている。狩りの途中であったらしい。腹が減っているのならば自分の仕留めた鳥を食べればいいのに、手を付ける様子はない。ただ絶望しきった暗い表情で、ぼうっと地面を眺めている。


    　人間は他の動物に比べて、マナや瘴しよう気きを感知する能力がやや劣っている。そのため少女は、ランベールの瘴気に気が付かなかった。


    　ランベールは少女の前に立ち、姿を現した。少女はゆっくりと顔を持ち上げ、ランベールへと目を向ける。


    「おい、そこの女よ。今はレギオス暦何年だ？　マキュラス王国との戦争がどうなっているのかを教えてもらいたい」


    　少女はランベールを見て、目を見開いた。見慣れない全身鎧よろい姿と、うっすらながらに感じるアンデッドとしての瘴気により、恐怖を覚えたのだ。


    　しかし、少女の中にはわずかに期待が芽生えていた。少女は立ち上がり、ランベールに歩み寄った。


    「あ、あの……もしかして、オーボック伯爵様の私兵の方でしょうか？　他の方は……」


    「……オーボック？　いや、知らない名前だな。それに、俺は今、一人だが」


    　少女の顔に浮かんでいた喜びと期待の色は薄れて消えていった。また最初と同じ暗い面おも持もちへと戻り、ゆっくりと首を振る。


    「そう……ですよね。すぐに、ここを離れた方がいいです」


    「なに？」


    「実は私の村は、盗賊に占拠されておりまして……身体からだの悪い母とまだ小さい妹を人質に取られ、私はこうして毎日狩りに……。つい先日も、村からの連絡が途絶えたことを怪しんだ冒険者の方が来てくださったのですが……すぐに三人とも捕まってしまいました。あなたも、巻き込まれないうちに……」


    　それを聞き、ランベールは納得した。それならば、明らかに飢えているというのに、狩りで得た獲物に手をつけていないことにも納得がいく。伯爵の私兵と間違えたのも、村の危機を察知した伯爵が何か手を打ってくれたのではないかと考えたためだろうと推測すれば筋が通る。


    「……しかしだ、こんな国境沿いの森に村があるなど、聞いたことがなかったが。それに……少し聞きなれないなまりだな。ああ、なるほど……どうやら走っている間に、マキュラス王国側へと深入りしてしまっていたのか」


    「国境……？　マキュラス王国……？　あの、さっきから何を仰おつしやっているのですか？」


    「なに？」


    「ここはレギオス王国の、それも、かなり中央寄りだと思うのですが……」


    「な、なな……なに!?」


    　ランベールは取り繕つくろうこともできぬままに動揺した。少女はランベールの驚きようを見て、びくりと肩を震わせる。


    （こっ、ここが、レギオス王国の中央だと？　つまり……マキュラス王国との戦いを終え、オーレリア陛下が西部の統一をすでに成し遂げているということか！　そのうえ、村までできているとなると……もう、二十年以上経たっているのではないのか？　となると……オーレリア陛下ももしや、孫がいらっしゃるかもしれない年齢なのか……。なんと……なんと……そんなにも経っているなど、思いもしなかった。少し、心の準備が……）


    　実際には、ランベールがグリフに崖底へと突き落とされてからすでに二百年以上が経っていた。マキュラス王国など遠い昔の話でしかなく、ランベールが複雑な感情を向けるオーレリアも、とっくの昔に亡くなっている。


    「あの……」


    　ランベールはしばらく兜かぶとを押さえて狼狽うろたえていたが、少女から声を掛けられ、我に返った。


    「……そういえば女よ、この鎧よろいに見覚えはあるか？」


    「い、いえ、申し訳ございませんが……」


    「そうか……」


    　少女が『レギオニクス・オルガジェラ・アーマー』を知らなくとも無理はないと、ランベールはそう考えていた。二十年以上の年月が経っているのだとすれば、少女が生まれたのは、すでに戦争が終わった頃である。世代の差と寂しさを感じることであったが、仕方がない。


    　四魔将はおそらくなくなっているか、そうでなくても大きく形を変えてしまったのだろうとランベールは判断した。


    （……それに、自分の素性は知られない方がいい。元四魔将のランベールが化けて出たと騒がれては、今後の情報収集に支障を来す。グリフ辺りが派遣されかねない。次は勝つだろうが……別に、あいつを殺したいとは俺は思っていない）


    　余談ではあるが、ランベールの元親友、四魔将の一人グリフは、とっくの昔に死んでいる。


    （今回は相手が子供だからか気付かれなかったようだが……もっと目立たない、地味で普通なフルプレートアーマーを早く手に入れた方がいいかもしれないな）


    　今の世に出回っている防具は軽量化が重ねられた、人体の最低限の急所を守る胸当てやレザーアーマーが主であって、フルプレートアーマー自体が悪目立ちする代しろ物ものなのだが、ランベールがそんなことを知っているはずもなかった。


    「む、村が近いので……ここは危険です。あちらの方へ行けば、逃げられるはずです……。あの、このことを、オーボック伯爵様に伝えてください！　私が村を離れれば、人質に取られている母と妹が殺されてしまいます……。お願いしますっ！」


    　少女は、ランベールへ向かって縋すがるように言う。


    「いや、それは不要だ」


    「えっ……」


    「俺はこう見えて、元は国に仕えていた騎士の一人でな。レギオス王国の民が盗賊に脅おびやかされているとなれば、見逃す道理はない。俺が片を付けてやろう」


    　オーレリアの自分への処置については割り切れない部分はあったが、ランベールは決して愛国心を忘れているわけではない。元よりランベールは、昔から正義感が異様に強い性質であった。


    「むっ、無茶です！　盗賊は、三十人以上いるんです！」


    「まともな鍛たん錬れんも積んでいない野盗如ごとき、何人いようとも恐れるには足らん。村まで案内するがいい」


    「で、でも……」


    　少女としても、このまま村まで連れていったランベールがあっさりと盗賊に敗北すれば、自分と家族がどのような目に遭わされるかわかったものではない。易やす々やすと引き受けられるものではなかった。


    　ランベールは、やや苛いら立だちを覚え始めていた。彼からしてみれば、なぜ少女がこうも意固地で自分に盗賊の成敗を任せてくれないのか、まったくもって理解不能なのだ。


    　レギオス王国に人間兵器ありと謳うたわれた四魔将の一人であるランベールからしてみれば、ただの盗賊などまったく恐れるに足らない存在である。


    　少女が『レギオニクス・オルガジェラ・アーマー』を知らずとも、目に映るその輝きに変わりはないはずだと考えていた。


    　真っ当な師を持っておらず、ろくに鍛錬も積まず、何の信念もない職にあぶれたごろつきの集まり。それが盗賊へ抱くランベールの認識である。


    　極限まで身体からだを鍛きたえ抜いた軍人のトップには常人が束になろうと敵かなわないのは、八国統一戦争時代ではごくごく当たり前の常識として捉えられていた。


    　しかし、それから二百年も経たっている。


    　時代も変わり、安定した国家の中で暮らす人々には、当時のような超人めいた存在は滅多に現れるものではない。その点でランベールと少女の認識は食い違っており、お互いに相手を理解できないでいた。


    「何度も言わせるな。村まで、案内しろと、言っているのだ」


    　苛立ちから、ランベールの身体より瘴しよう気きが濃く洩もれた。その濃度は、マナの感知に鈍い少女にさえ強烈な威圧感を与えるほどであった。少女はぶるりと身を震わせ、顔を青あお褪ざめさせた。腰を抜かし、その場にへたり込んでしまう。


    　ただの風変わりな鎧よろいを身に纏まとった男と向かい合っているだけなのに、まるで自分よりも遥はるかに強大な魔物に睨にらまれているかのような思いであった。捕食者と、被捕食者。ランベールのアンデッドとしての瘴しよう気きは、そういった本能的な力関係の差を少女の脳内に刷り込んだ。


    　──殺される。


    　そう考えてしまうほどの、圧倒的な威圧感であった。


    「あ……ああ……」


    　言葉を紡つむごうと口を開くも、それは形にならなかった。少女の怖がりようを見て動揺したのはランベールである。


    「お、脅すような物言いになってしまっていたな。す、すまない……悪いが、子供の扱いには慣れていないものでな」


    　慌あわてふためき、腕を動かしてガシャガシャと金属音を打ち鳴らす。ランベールは少女の様子を見て鎧よろい兜かぶとがずれているのではないかと考えて、手で押さえながらペタペタと触る。


    （よ、よし……大丈夫……な、はずだ……）


    　なぜここまで少女が怖がったのか。候補であった顔の露呈が消えたところで、ふと自分の身体からだの奥から何かが溢あふれ出ているような感覚があることにランベールは意識を向けた。


    （ま、まさか……俺の身体から瘴気が洩もれているのか？　そこまで魔物に成り下がっていたのか、俺は……）


    　ここでようやく、自分が瘴気を出している、ということにランベールは思い至った。己おのれが魔物になってしまったことを否応なしに再認識させられ、がっくりと兜を項うな垂だれた。


    　それから意識的に、瘴気の流出を最小限に抑えるよう心がける。汗を無理やり抑え込もうとするような感覚であり、どうにもむず痒がゆい。しかし効果はあったようで、自分の身体からマナが溢れ出ていく感覚が止まった。


    　少女は俯うつむいた姿勢のままで固まっていた。恐怖で身体が強こわ張ばり、動けないでいたのである。


    「……ど、どうだ？　少し落ち着いたか？」


    　瘴気を抑えたことで少女の恐怖も和やわらいだはずだと考えて、ランベールは改めて声を掛ける。少女は見開いた目をゆっくりとランベールまで持ち上げた。恐怖に染まっていた目が、再びランベールを視認すると困惑へと変わった。


    「あ……す、すいません……と、取り乱してしまって……」


    　さっきまで感じていた強烈な殺気が不意に消えたことと、ランベールの困惑している様がギャップを生み出し、どうにか少女を冷静に引き戻した。


    「あ、あの……でも、本当に、凄い数の盗賊がいて……嘘うそじゃないんです！」


    「それはわかっているが……む？」


    　ランベールは、背後にふと人間のマナを感じた。一人ではない。


    「三人、か。少し立ち話が過ぎたようだな。隠れていないで、出てきたらどうだ？」


    　ランベールはゆっくりと振り返り、マナのもとへと目を向ける。


    「おいおい……なんでわかったんだぁ？」


    「ったく、不意打ち仕掛けてやろうと思ってたのによ」


    「どの道、あんな馬鹿みたいな鎧よろい着けてちゃ、矢なんてそうそう刺さらんよ。特に、お前の腕じゃあな」


    　木々に隠れていた三人の男が姿を現す。三人は鎌かま、剣、吹き矢を、それぞれ手に持っていた。盗賊たちはへらへらと笑いながらも、その顔つきには、飢えた獣けもののような獰どう猛もうさがある。


    　少女は慌あわてふためき、盗賊とランベールを見比べる。この人数差では敵かなうはずもない。かといって、ランベールの重装備では、まともに走って逃げることもできないはずだ。


    「きっ……騎士様、こ、降伏しましょう」


    　しかし少女から見れば飢えた獣の群れであっても、ランベールからしてみればせいぜい子犬の群れがいいところであった。


    「心配は無用だ」


    　言うなり大剣を引き抜き、ランベールは盗賊へ向かって駆け出した。重装備とは思えぬ俊足であった。金属塊の生み出す足音は、まるでオーガのようでさえあり、その場に居合わせた四人には森全体が揺れているかのような錯覚さえ感じさせるほどであった。その圧迫感により、鎧が見かけ倒しではないことを盗賊たちも悟る。


    「俺は右側から後ろへ回り込む！　囲んで袋叩きにすんぞ！　お前は吹き矢を捨ててナイフを出せ！　関節部に突き立ててやれば、ひとたまりもねぇはずだ！」


    　鎌を持って一番先頭に立っていた盗賊の男は、仲間へとそう指示を出す。最初はあの時代錯誤な鎧ではまともに動き回ることさえもできまいと思い、三人がかりで力任せに引き倒してやるつもりだったが、ランベールの俊足を見てそれが不可能であると判断したのだ。


    　だが、男が回り込むよりも先に、ランベールは大剣の間合いにまで足を踏み入れていた。


    「えっ」


    　次に感じたのは、強烈な殺気である。力を込めたことで洩もれ出したランベールの瘴しよう気きが、盗賊の男たちへと纏まとわりついて恐怖の感情を生み出した。そしてそれを十分に味わう間もなく、ランベールの大剣が横薙なぎに振るわれる。


    「はぁぁぁっ！」


    　掛け声と共に放たれた一撃は、先頭に立つ男の首を真上に高く撥はね上げた。踏み込みと同時に二撃目を、下から掬すくい上げるように繰り出す。残る二人目、三人目もランベールの大剣の圧倒的な質量の前に身体からだを両断された。大剣の衝しよう撃げきを受けた三人の身体が、各おの々おのの方向へと弾き飛ばされる。


    　離れたところから見ていた少女には、ランベールの早はや業わざのあまり、ただ一ひと太た刀ちで三人を仕留めたようにしか見えなかった。


    「……す、すごい」


    　ランベールの強さを目にした少女は、今の光景が夢なのではないかとさえ疑った。それほどまでに圧倒的で、非現実的な強さに思えたのである。ランベールが大剣を鞘さやへと戻すと同時に、撥はね上げた最初の男の頭が彼のすぐ後ろへと落下した。その衝しよう撃げきで割れて、真っ赤な果実のように血を辺りにぶちまけた。


    「随分と、骨のない奴やつらだったな。少し妙なほどだ。食に困っていたような身体からだつきにも見えぬ。何か、よくないことの予兆でなければよいのだが……」


    　八国統一戦争時代のレギオス王国は敵国の攻撃に備えて国中のそこかしこに王国軍が設置されていた。それに王国からの徴ちよう兵へいに応えるため、村人たちもある程度の鍛たん錬れんを積んでいるのが常であった。一つの武装集団である村人から略奪し、恐ろしく強い王国軍をうまく撒まきながら活動を続けるためには、盗賊たちにもある程度の実力が要されていたのである。


    　当時は、平均的な人間の戦力の水準が、今よりも遥はるかに高かったのだ。そうとは知らないランベールは、盗賊たちが素人しろうと同然の身のこなしであることに異様ささえ感じていた。


    　ランベールの実力を見た少女は、今までのようにランベールを村へ連れていくことに難色を示すことはなくなった。もしかしたら、例え三十人を相手取ろうとも、どうにかなってしまうのではないかと思えたのである。


    　ようやく少女が道案内を引き受けてくれたため、ランベールは少女に連れられて村へと向かうことになった。


    



    ５


    



    　少し歩いたところで森を抜け、やがて建物の並んでいる様子が見え始めてきた。


    「ふむ、あそこか」


    「き、騎士様……あの、本当に……大丈夫……ですか？」


    「任せておけ……と答えてやりたいところだが、少しわからなくなってきたな」


    　ランベールは弱気なわけではない。ただこの盗賊団は、少しばかり奇妙なところが目立つ。その点について、何か裏があるのではないかと考えたのである。


    「盗賊が、一か所の村に長く留とどまるなど……リターンとリスクが、あまりに見合っていない。先ほどの盗賊が弱すぎるのも違和感がある」


    「そ、それはどういう……」


    　ランベールが足を止める。少女も釣られて足を止め、彼を振り返る。ランベールは、少女の顔をじっと見ていた。


    「騎士様？」


    「……まぁ、今は考えなくともよいだろう。終わってから、ゆっくりと調べればよいことだ。枝が腐っていれば、そこにつく葉も腐るというもの。それが木へと広がる前に、断たねばならん」


    「そ、それは……村のことですか？」


    「気にせずともよい、俺にすべて任せておけ」


    　少女の疑問には答えず、ランベールは村への足を速めた。


    



    　村は目も当てられない惨状であった。痩やせ衰えた村人たちが、盗賊らしき男たちにあちらこちらでこき使われている。盗賊たちは鞭むちや鎌かまを手に、遊び半分に村人たちを脅しながら働かせているようだった。動きに難癖をつけては、鞭で打ったり指を鎌で潰つぶしたり、酷ひどければそのまま殺してしまったりと、好き放題である。


    　村の隅では、村人の死体が五人ほど、乱雑に束ねられていた。死体の層に特に偏りはなく、老ろう若にやく男なん女によ様々である。これはここ数日で餓死した者や反抗的だった者、うっかり盗賊がやりすぎて殺してしまった者たちであった。盗賊が占拠してから殺した数は、この五倍以上にもなる。


    　死体の数が溜まれば、村人に大穴を掘らせて、まとめて穴の中に捨てさせるのである。盗賊団の首領は、村人が仲間の死体を雑に穴の中へ投げ捨てるのを見るのが大好きであり、わざと生前に近しかった者を集めてその作業をやらせていた。


    　ランベールは村に足を踏み入れて首を回し、これらの光景を目に留めた。


    「なるほど、酷い有様だな……」


    　言いながら、大剣を抜くこともせずに村の中へと入っていく。盗賊の一人が、頭を抱えて震えている半裸の村人の背へ、嬉々として鞭を打ち続けている。


    「へっへ、おら、おめぇがトロトロやってっからだよ、おおう？　わざと俺を苛いら立だたせてるんじゃないだろうなぁ？　なぁ！　次はお前の娘をぶっ殺してやろうかぁ？　ああ？」


    　ランベールはこれ以上打たせるわけには行かないと考え、盗賊へと殺気を向けた。盗賊は悪お寒かんを感じたかのようにぴくりと顔を上げ、ランベールと、そこから少し離れて後ろに立つ少女を目に留めた。


    「なんだぁ、お前は！　おい、変な奴やつが村に来てんぞ！　誰か加勢に来い！」


    　盗賊は村の方へ向けて叫んだ。


    「仲間を呼んでくれるならば、結構だ。捜す手間が省けていい」


    「はっ、何を……」


    　ランベールは一瞬で間合いを詰め、盗賊の目前へと移動した。


    「……は？　わ、うわぁぁっ！」


    　盗賊はでたらめに鞭を振るった。ランベールは盗賊の前を陣取ったまま、独特の足捌さばきでそれをすべて躱かわしきった。鞭を振った本人でさえ把握していない鞭の軌道を完全に読み切ったのである。


    　盗賊からしてみれば、ランベールの姿がぶれ、鞭の隙すき間まを通り抜けたようにしか思えなかった。ランベールは別に避けなくともよかったのだが、脅しをかけるために力の差を見せつけておきたかったのだ。


    「な、なにが……」


    　そのままランベールは、盗賊の身体からだへと軽く体当たりを仕掛け、弾き飛ばした。盗賊は圧倒的重量差と衝突した時点で意識が薄らいでおり、受け身を取る余裕さえなかった。肩から地面へ叩き付けられ、無防備に地面についた手には体重と衝しよう撃げきが圧のしかかり、奇怪な方向へと捻ねじれ曲がった。ランベールは屈んで盗賊の肩を掴つかみ、無理やり上体を起こさせる。


    「全部で、何人だ？　お前を除いてだ」


    「あ、あが……あ……」


    　地面に叩き付けられた衝撃で顎あごが外れたらしく、まともに喋しやべれないようだった。


    「受け身くらいは取ってくれると思っていたのだが……ここまで脆もろいとはな」


    　ランベールは立ち上がって大剣を抜き、容よう赦しやなく盗賊の首を刎はねた。人間のマナが五人分、近づいてくるのを感じ、ランベールは鞘さやへと収めかけた大剣をそのまま構え直し、マナを感じる先へと目を向ける。


    「ラ、ラチス！」


    「やってくれたな！　ぶっ殺してやる！」


    　ランベールは先頭に立っている盗賊へと接近し、大剣を下段に構える。


    「は、速っ……！」


    「うおらぁっ！」


    　盗賊の股から頭の先まで斬きり上げる。綺き麗れいに二つに分かれた身体からは、内臓と血ち飛沫しぶきが盛大に飛び出る。即死である。驚きよう愕がくが恐怖に代わるよりも先に、盗賊は息絶えていた。


    「なっ……！」


    　後ろに控える四人の盗賊たちの顔が、恐怖に染まる。


    　ランベールは一人目の死体が完全に左右に倒れるよりも先に、それを迂う回かいして他の盗賊たちへと迫る。三度大剣を振って踏み込むだけで、三人が真っ二つになった。後回しにされた最後の一人が、悲鳴を上げながら石が結びつけられた木の棍こん棒ぼうを振るう。


    「うわああああっ！」


    「遅すぎるわっ！」


    　ランベールは、盗賊が前に突き出した二の腕を大剣で切断し、そのまま腹部に突き立て、真上へと持ち上げた。


    「おろじで……おろじでぇ……」


    　大剣が突き刺さっているところからぽたぽたと、血と内臓の一部がランベールへと零こぼれ落ちていく。


    「お前たち五人を引いて、残りは何人いる？」


    「いじゅう……にじゅうはち、にじゅうはちにんです……」


    　言いながら、盗賊は片方だけになった手で弱々しくぺちぺちと、巨大な剣の側面を叩く。


    「そうか、助かった」


    　ランベールは大剣を振り下ろした。地面と巨大な刃の重量に挟まれた盗賊の男が、肉にく塊かいへと変わる。ランベールは腹部付近に足を掛け、大剣を引き抜いた。


    （逃げられては、厄やつ介かいだからな……。人数は把握しておきたい）


    　ランベールは村中を駆け回り、盗賊を殺して回った。頭の中で人数を数えながら、淡々と処分していく。


    「お前は……なんなんだよぉっ！」


    　盗賊の一人が、喚わめきながら剣で斬きりかかってくる。ランベールは盗賊の剣を腕の鎧よろいで弾き飛ばし、そのまま首を掴つかんで地面へと力いっぱい叩き付けた。盗賊の頭部が割れ、顔の穴という穴から血が洩もれる。


    （これで、残りは十人……剣を抜くまでもないな。こいつらもこいつらだが……この程度の輩やからも撃退できないとは、この村は大丈夫なのだろうか）


    　腕を振って血を払いながら、相変わらず自分の時代基準で物事を考えては首を捻ひねっていた。


    　すぐにまた複数のマナが近づいてくるのを感じ、気を入れ替える。ただし、そのマナの気配から察するに、十人よりも多い。盗賊の数の情報に誤りがあったのかと考えたが、その内の半数近くのマナが弱々しいのに気が付いた。


    （ふむ……人質と来たか）


    　ランベールの予想どおり、盗賊たちは明らかに仲間ではない様子の若者を三人ほど連れて現れた。人質たちは手を縄で縛られて、首に結ばれた縄で引っ張られている。口には、布の詰め物がされていた。人質は三人おり、一人につき一人の盗賊がついている。


    （盗賊の数は十人……これで全員と考えてもよさそうだな）


    　一番後ろには、細身の狡こう猾かつそうな男と、禿はげ頭で唇くちびるの分厚い大男が並んで立っていた。大男は無感情な、硝子ガラス玉のような目をしていた。手には、頭頂部が切り取られてぽっかりと穴の開いた髑どく髏ろを鷲わし掴づかみにしていた。
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    「は～い、そこまで～……。少し、交渉の時間にしましょうかぁ」


    　禿げ頭の大男が、女言葉の調子でランベールへそう呼びかけてきた。この大男が盗賊団の首領なのだろうと、ランベールは判断した。


    「そいつらのために、なぜ俺が降伏すると？」


    　ランベールが冷たく言えば、人質たちは目に涙を浮かべながら必死に首を動かし、ランベールへ向かって助けを懇願してくる。


    「惚とぼけたって無駄よぉ。アンタ、こいつらを助けるために来たんでしょう？　安心しなさぁい、私じきじきに調教してあげるつもりだったから、まだ手は出してないわぁ」


    「……ふむ」


    　ランベールは、盗賊の言葉を聞いて、村人の少女から聞いた言葉を思い返す。


    『つい先日も、村からの連絡が途絶えたことを怪しんだ冒険者の方が来てくださったのですが……すぐに三人とも捕まってしまいました。あなたも、巻き込まれないうちに……』


    　それから人質の顔ぶれを見返す。人質は三人とも十八歳前後であり、他の村人に比べれば身体からだも多少は鍛きたえているように見えた。他の村人ほどは痩やせ衰えているわけでもなく、捕まったばかりの冒険者だと考えた方がよさそうだ。


    「それに……命を奪う、とまでは言わないわぁ。片方の、手首を落としなさぁい。それでこの三人を解放して……アンタも見逃してあげるわぁ」


    　そこまで言うと、手にした頭ず蓋がい骨こつを持って、頭の切り口へと口を付ける。まるで脳味み噌そを啜すすっているようだった。頭蓋骨は、内側から粘土を詰めて水を注いでも零こぼれないようにされており、どうやら杯さかずきのようである。頭蓋骨自体にも塗料が塗られており、表面に独特のてかりがあった。


    　ランベールがその杯へと目を向けると、盗賊の首領は無感情な目をそのままに口元を歪ゆがめて笑い、己おのれの唇くちびるを短く太い舌で舐なめ回した。


    「あら、これが気になるの？　これはねぇ、村の若ぁい女の子の頭で作った、酒杯なのよぉ。んー……作ったんじゃないわね、作らせたのよぉ、その父親に。どう、面白いでしょう？」


    　首領が言うと、部下たちが声を上げて笑い出す。


    「なぁ、自分でやるのが怖いなら、俺がずっぱりとやってやろうかぁ？」


    「そんなデケェ図体してビビってんのかよ。おら、早く斬きり落とせや。それに……これだけで済んでよかったとお頭かしらに感謝しろよ？　お頭が本気出しゃあ、お前なんざすぐさま捕まえて拷ごう問もんして、この世の地獄を見せてやれるんだが……あいにく、お前が殺し回ってくれちまったせいで、万が一にもこれ以上は一人なりとも被害を出すわけにはいかんからな」


    「ま……本当にお前が今後無事でいられるかはわからんがな。お前、俺たちのバックが誰かもわかってねぇだろ？　馬鹿なことしたよ……お前はよぉっ！」


    　部下たちは各おの々おのにランベールを挑発してくる。


    （もう少し、このまま話を聞き出すか……？　いや、必要はないか。口を割らすために、一人残しておけばいいことだ）


    　ランベールは盗賊たちの顔を一人一人確認した後に、大剣を抜いた。盗賊たちはランベールが自分の手首を斬り落とすものだと考えていた。


    　この村には本来、とある事情により、腕っぷしのいい剣士の助けなど来るはずがなかったのである。盗賊たちからしてみれば、冒険者たちを捕まえた後のこのタイミングで急に恐ろしく腕の立つ剣士が訪れるわけは、村ではなく彼らが目的だとしか考えられなかった。だから、彼らさえ人質にとれば自分たちの言いなりにできると踏んでいたのである。


    「俺としても、未来あるレギオス王国の若者を見殺しにすることはできない。別に今の身体からだでは腕を落とすことにもさして抵抗はないし、魅力的な提案といえばそうなのかもしれないが……」


    　そこまで言ったところで、瘴しよう気きをだだ洩もれにして殺気を放った。


    「悪いが、断らせてもらおう。落としたところで、貴様らに納得してもらえるとも思えんのでな」


    　急に強烈な瘴気に晒さらされた盗賊たちは、恐怖で身体を強こわ張ばらせた。その一瞬の内に、ランベールは人質を確保していた三人の盗賊の真ん中に立ち、彼らの頭をたった一ひと太た刀ちで叩き落とした。


    「なっ！」「なんだ、何が起きたぁっ!?」


    　盗賊たちはもはや状況もわからず、目を見張ったままオドオドとしていた。首領が表情を一変させた。


    「アンタたち、地獄を見せてあげなさぁい！」


    　吠ほえながら、興奮のあまり、手にしていた髑どく髏ろの酒杯を握りつぶした。


    「テメェ、この人数相手でどうにかなると……！」


    　盗賊の一人が、大声で自みずからの恐怖を掻かき消しながらランベールの前に立った。だが、その台詞せりふを言い切る前に身体が縦に真っ二つになった。


    「殺せええっ！　相手は、たった一人よ！　殺しなさぁああい！」


    　また四つ、真っ赤な果実が弾け飛ぶ。その剣筋を見ることのできるほどの実力者は、盗賊たちの中にはいなかった。まったく反応することができない。避けることどころか、逃げることさえも叶わない。結局その場に居合わせた盗賊たちは、まともに剣を振るうこともなく次々に無残な死体へと姿を変えた。


    「こ、こんな……こんな……馬鹿なことが……！」


    　後に残されたのは、棒立ちの首領のみである。ランベールは、地面に落ちた頭ず蓋がいの酒杯の残ざん骸がいを一いち瞥べつしてから、首領を睨にらむ。


    「さて、貴様には聞きたいことが山ほどある。村人たちにあまり汚いものを見せるわけにもいかんのでな……空き家を一つ借りて、場所をそっちへと移すことにしようか」


    「ごっ、拷ごう問もんするつもり？　アタシが、そんなヤワに見えたのかしら！」


    　首領はその場にしゃがみ、部下に持たせていた大おお斧おのを手に取った。血走った目でランベールを睨み返す。


    「貴様……世の中で、自分が一番残虐な人間だと思っているだろう？」


    「な、何を急に……」


    「俺はもっとロクでもない奴やつを大勢知っている。ベルフィス王国の吸血鬼と呼ばれた拷ごう問もん狂オーダイン……マーデラク王国の略奪王ヘルニコス……アルグロウス王国の人類最悪と称された錬金術師ガイロフ。そして、我がレギオス王国の魔術師にして大たい罪ざい人にん、賢者ドーミリオネ……。奴らの悪事を一つでも目にしていれば、貴様のような小者は二度と眠れなくなるだろう」


    「だ、誰よ！　何の話をしているのよ！」


    「なに、全員俺が昔殺した奴らの名前だ」


    　ランベールは言いながら、大剣を地へと落とした。


    「アンタ……意味わかんなくて、気持ち悪いのよぉおおっ！」


    　首領が野太い雄お叫たけびを上げながら、ランベールへと襲いかかる。ランベールは首領が振り下ろす斧おのを悠々と避ける。魔金オルガン鎧よろいを纏まとう腕で、首領の下がった肩を叩きのめした。肩の関節が呆あつ気けなく砕け散る。
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    「あ、あああ……あああぁああっ!?」


    　口をいっぱいに開き、激痛のあまりに顔面から涎よだれや涙を垂れ流しにする。即座にランベールは、逆の肩の関節と両膝ひざを鎧越しに殴りつけて破壊した。


    「どうだ？　両手足があっという間にすべて使いものにならなくなる気分は？　貴様はこれから、苦痛を与えられるためだけに生かされるのだ。だが、俺は鬼ではない。オーダインやガイロフのような趣味は持ち合わせていない。そのことは、お前にとって幸運だったな。いつでもすぐに殺してやる」


    　ランベールは、首領の両膝ひざが砕けてぐらぐらになった足を掴つかみ、乱雑に引き摺ずっていく。首領は恐怖と激痛のあまり、体内のあらゆる水分を垂れ流しにしていた。口元は嘔おう吐と物ぶつで汚れている。


    「だずげ……だずげて、だずげ……」


    　首領は近くにいた人質たちへ、それから離れたところから様子を見守っていた村人たちへと、懇願するように目を向ける。暴力の限りを尽くされていた村人たちも、思わず自分たちが遭わされた目を忘れて憐あわれんだほどである。虐殺を楽しむ盗賊団の首領と、泥と吐と瀉しや物ぶつ塗まみれで涙を流しながら引き摺られている男が同一人物だとはとても思えなかった。なぜか背丈も一回り小さくなったように錯覚したほどである。


    　首領はどんどんと引き摺られていく。やがてランベールは一軒の家の入り口を軽く叩き、その扉を開けた。


    「ふむ、ここは空いているようだな」


    「あ、あ……ああ……」


    　首領はがくがくと身体からだを震わせながら、最後の最後まで助けを求めるように、おどおどと黒目をあちらこちらへと向けている。やがて、ランベールが扉に後ろ手で触れる。閉ざされる隙すき間まから、絶望しきって魂の抜けたような表情を浮かべる首領が見えた。それが、村人たちと人質の冒険者たちが首領を目にした、最後の顔となった。
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    「ありがとうございます。なんと御礼を言ったらよいやら……」


    　ランベールは、広場で村人たちに囲まれていた。直接ランベールの前に立って礼を口にしている白髪の老人は、この村の長である。他の村人たちも、地に頭をつける勢いで、ぺこぺこと卑屈なまでに頭を下げる。


    「災難だった……で、片付けられる話ではないらしいな」


    「騎士様……？　それは、どういう……」


    　ランベールは首領を拷ごう問もんし、盗賊騒動の背景をあらかた把握していた。どうやら盗賊団の首領は『この村を襲っても、領主であるオーボック伯爵が私兵を送ることはない』という情報を得ていたようであった。


    　情報の入手経路は結局、首領が先に息絶えてしまったため詳しくはわからなかったが、どうやらオーボック伯爵が故意に盗賊団たちに伝えたものと考えて間違いなさそうであった。


    　その理由については、すでに村人たちに訊きき回って調査を終えており、既にだいたいの見当を付けている。


    　どうやらランベールの死後、レギオス王国の法に大きな変化があり、領主が各領地から徴税していい額に制限が課されているようなのである。これはランベールも、オーレリアから何度か聞かされたことがあった。


    『私が大陸西部を統一した暁あかつきには、なるべく生活に苦しむ者が出ないよう、国法を徹底して改善するつもりだ。してランベールよ、前々から考えていた改善案を、昨夜徹夜で纏まとめてみたのだ。お前の意見を求めたいのだが……』


    『……気が早いですよ、殿下。それに、大公様の目についても事ですので』


    『心配はいらないさ。ここに入らせるのは、我が母と世話係のジニー、御意見番の賢者カル爺じい……後は、お前とグリフくらいのものだ。信用のおける者しか入れないようにしているからな』


    　ランベールが昔、オーレリアに見せられた国法の改善案の一覧の中に、各地の領主が自在に決めていた税の幅に制限を課すという項目があった。村人たちから聞いて実行されていると気が付いたとき、ランベールは嬉うれしいような、もどかしいような、どこか憎いような、そんな気持ちに駆られていた。


    　しかし、その制度を掻かい潜くぐっている者も多くいるようだった。その一人がオーボック伯爵である。


    　オーボック伯爵は、村人たちに大した知識がないのをいいことに、制度を複雑化して煙けむに巻き、税を不当に多く徴収していたという。


    　あるとき旅人が異変に気が付き、村人たちへ伯爵に徴税の額に関して異議を申し立てるよう提案したのだ。それで一時は解決し、余裕のなかった村の暮らしも随分と楽になる目め途どが立っていたのだという。


    　しかし、それからすぐに盗賊騒動である。要するにこの村は、オーボック伯爵の見せしめとして使われたのだと、ランベールは考えていた。オーボック伯爵が徴税額をごまかしていたのが、この村一つだけであるはずがない。他の領地に対しても似たようなことを行っていたはずである。


    　一か所でも不正に気が付かれれば、他の領地にもあっという間に広がってしまう。そのため盗賊を引き寄せた後に放置することで、まともに税を払わない領民には、領主としての義務も果たさないと、周辺領地に脅しをかけるつもりだったのであろうと、ランベールは結論付けていた。


    「いつの世にも、小悪党というものはいるものだな。だが、安心しろ。俺がどうにかしてみせよう。この国に巣食う害虫は、排除せねばならん。お前たちは気にしなくてもいい」


    「は、はあ……？」


    　村人たちにはランベールの言葉の意味はわからなかったが、盗賊の一団を仕留めた腕とランベールの気迫に、頼もしいものを感じていた。気にしなくてもいいと言われた以上、重ねて尋ねる気にはならなかった。


    　村長との話に一段落がついたところで、三人の男女が歩み寄ってきた。先ほどまで人質にされていた三人の冒険者である。盗賊団に拘こう束そくされ、口元が塞ふさがれているときには顔がよく見えなかったが、今はしっかりと視認できた。ランベールは、先頭に立っている女の顔を見て、酷ひどく驚いた。


    「助かりました。なんと、御礼を申し上げればよろしいものか……。恩人に頼まれて村の様子を見に来たのですが、とても私たちの手には負えなくて。さぞ名のある武人とお見受けしましたが、いったいどちらの方でしょうか？」


    　ぱっちりと開いた強い意志を感じさせる碧あおの瞳ひとみ、やや長めの睫まつ毛げと高い鼻、肩に掛からない程度に短めに切りそろえられた気品ある金髪。服や頬ほおは盗賊たちに乱雑に扱われていたためかやや土で汚れていたが、それを補うほどの溢あふれる美しさがあった。


    「へ、陛下!?」


    　そう、ランベールの昔の主君、オーレリアに瓜うり二つであったのだ。


    　ランベールはオーレリアに抱いていた複雑な感情も忘れ、いつの間にか跪ひざまずいていた。突然の再会にあまりにも驚いてしまったのだ。そのままがっくりと頭を下げたままでいた。


    「ご無礼をお許しください。まさか、陛下であられたとは……なぜこのような村へ……」


    　そこまで口走って、ようやくランベールも冷静になった。


    　まず、年齢が違うのだ。目前の女性は、ランベールの記憶にあるオーレリア陛下よりも一回りほども年下であった。ランベールの生前でも、オーレリアは既に二十六歳であった。だが、目の前の女は、まだ十八歳前後の容姿である。


    　ランベールがちらりと上目で確認すれば、彼女は呆あつ気けに取られたようにぽかんと口を開けており、さっきの堅苦しい振る舞いと比べて更に一段と幼く見えたほどであった。気まずい沈黙が、やや両者の間に流れた。


    「お、おい、お前の実家の知り合いじゃないのか？」


    「……私、フィオナの家の厄やつ介かいごとに巻き込まれるのはイヤって……今回は助かったから御おんの字だけど……」


    　後ろの二人が、オーレリア似の女へと口々に声を掛ける。


    　どうやら彼女の名前はフィオナというらしい。名前が違うことを聞いて安あん堵どしたものの、しかしどうにも顔が似すぎている。だが落ち着いて見てみれば、フィオナにはオーレリアにはない泣きぼくろがあった。


    「ち、違う！　……とは、思う。こんなに腕の立つ人は親戚にもいなかった。私が、小さい頃に会ったのならば覚えていないのかもしれないけど……何にせよ、ここまで強い人ならばもう少し有名になっているはずだと思う。あ、あの、兜かぶとを外していただいても、よろしいでしょうか？」


    　ランベールは、つい自みずからの兜かぶとを守るように押さえてしまった。


    「いや……人違いであったようだ。気にしないでくれ」


    「そ、そうですか……」


    　フィオナは何か言いたいことがありそうではあったが、それ以上は追及しなかった。


    「ところで、お前たちは都市から来たのか。戻るところだというのならば、ついでに案内してもらえないか」


    「はい、私たちは都市アインザスを拠点に活動しています。そちらでよろしければ、喜んで案内させていただきますが……」


    「そこはオーボック伯爵のいる街か？」


    「え？　そ、そうですが、伯爵に何か、用があったのですか？」


    「……いや、そういうわけではないが。とにかく、アインザスまで案内してもらえると助かる」


    　ランベールはフィオナたちを巻き込むつもりはなかった。そのため、自分の考えている、オーボック伯爵が意図して盗賊団を村にけしかけたのだという仮説についても、語るつもりはなかった。


    　アインザスという聞きなれない街の名に首を傾かしげながらも、ランベールは彼女たちと同行することを決めた。
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    　ランベールは村を出て、冒険者三人の案内のもとに、都市アインザスへと向かうこととなった。


    　彼らの話によれば、この辺り一帯の地域はオーボック伯爵が治めており、そのオーボック伯爵が実際に住んでいるのが伯爵領の中央部に当たる都市アインザスであるそうだった。


    　戦争時代の名な残ごりを引き継いでおり、ぐるりと円状に並んだ建物が内部への侵略を妨さまたげる作りになっているという。栄えた都市ではあるが、今のオーボック伯爵の代に替わってからは治安が悪化し、胡う散さんくさい連中が街の中をうろついていることも珍しくないとのことだった。


    「……ふむ、なるほど。俺が想定していたよりも、年月に差異があるらしい」


    　ランベールは兜の顎あごに手を当て、ぶつぶつと呟つぶやいてあれやこれやと思案していた。その様子を、冒険者三人組はやや不審げに観察していた。


    　彼らはランベールの正体を訝いぶかしみ始めていた。悪目立ちする旧式の鎧よろいを身に着けており、言動にも不可解な点が目立ち、何よりもレギオス王国の主要都市であるアインザスについても疎うとい。加えて恐ろしく剣の腕が立つことも、彼のちぐはぐな印象を強めていた。しかし鎧よろい兜かぶとの奥から発する異様な雰囲気が、安直に正体を尋ねることを躊躇ためらわせていた。


    「あ、あの……騎士様の、お名前を伺うかがってもよろしいでしょうか？」


    　三人の中からリーダー格であるフィオナが、ランベールへと尋ねた。それは他の冒険者である二人、ロイドとリリーに急せかされてのことであった。フィオナは実力も精神面も三人の中で最も優れていたが、頼まれると断れない善人気質であった。そのため、いつも敬遠されがちなことを任されていた。リーダーになったのもそういった節が強い。


    「……名前、か」


    　ランベールはここでしばし悩んだ。正直に明かしてしまえば、王家が自分のことを嗅かぎつけて抹まつ殺さつしに来るのは目に見えている。ランベールはかつての主君であり自分を裏切ったオーレリアに複雑な感情を抱いてはいたが、オーレリアを暗殺してこの国をひっくり返してやろうというようなことは考えていなかった。ランベールは静かにこの国を見て回りたい、その一心であったのだ。


    　余計な波風を立てて追われる身にはなりたくなかったし、不必要に国を騒がせたくもなかった。ランベール自身、自分がオーレリアをどうしたいのか、その答えも出ていないのだ。


    　彼女の決断は非情であった。妥協してもいいところだったかもしれない。だが、それでも王として決定的に間違っているとは決して言えない。ランベールは、そのことをわかっていた。


    「…………」


    　ランベールが感傷に浸っているのを見て、フィオナはランベールの機嫌を損ねてしまったのだと考えた。


    （や、やはり、自分から言い出さないのにはわけがあるに違いない。訊きくべきではなかったかもしれない）


    　そう思い、フィオナは首を横に振った。


    「俺の名は……」


    「い、いえ！　騎士様が答えたくないのであれば、結構です！」


    　ランベールが適当に名乗ってごまかそうとしたのと、フィオナが名前の言及を放棄したのは、ほぼ同時であった。しばし、気まずい沈黙に両者の間が支配される。


    「え、えっと……」


    「……実は、名乗る前に、一つだけ聞かせてもらいたいことがあるのだ。かつて……大きな戦争があったはずだ。大陸の西部を統一する、長きに亘わたる戦乱が……それが終結したのは、何年前のことだ？」


    　フィオナはきょとんとした表情を浮かべ、ロイドとリリーの方を振り返った。ロイドとリリーも困惑していた。


    　当然である。八国統一戦争のことは、誰もが子供の頃から聞かされて育っている一般常識である。統一王オーレリアの名を知らなければ、レギオス王国人に非あらずと罵ののしられても仕方がないほどである。大の大人が、その年号さえも知らないというのは、奇妙なことであった。


    「聞こえなかったか？　それとも、まさか知らないとは言わんだろうな」


    　ランベールが質問を重ねる。その質問の仕方さえ、彼らにとっては意図の見えない不自然なものであった。


    「に、二百三十年前……」


    　フィオナはぽつりと口にした。


    「む？　何の話だ？」


    「い、いえ、八国統一戦争終結の話です……」


    「に、にひゃく、さんじゅうねん……ま、間違いではないのか？」


    「え、ええ……そのはずですが」


    　ランベールは、あまりのショックによろめき、膝ひざをついた。


    　二百三十年……アンデッドとしてこの世に戻るには、あまりに年月が経たち過ぎていた。だが、今までその時間の経過を示すものはあった。いくらでもあった。そのたび、ランベールは違和感に苛さいなまれていたのだから。地形の変化、地名の変化……おまけに夢でしかなかった制度が、当たり前のように施行されている。


    　ランベールの魔金オルガン鎧よろい、『レギオニクス・オルガジェラ・アーマー』を村人が誰一人知らないことにも、ようやく納得がいった。正体がバレなかったのは幸運ではあったが、四魔将の鎧をなぜ誰もわからないのだと少々不満に思っていたのだ。


    　知らないはずである。とうの昔に過去の遺物と成り果てていたのだから。都市に着く前に鎧をどうごまかすか策を練らねばと考えていたのだが、それもすっかり杞き憂ゆうであることが判明してしまった。


    　ランベールにとって、オーレリアがとっくに死んでいるであろうということも大きなショックであった。遠目からでも一目見て、今の大陸の王となった姿を確認したかったのだ。彼女を祝福できるのか、呪じゆ恨こんの念を抱きながら去るのか、それは自分でもわからなかった。しかし、確認せねば未練を消し去り、今の肉体からは解放されないだろうという、確固たる確信がランベールの中にはあった。


    　元より、オーレリアを統一王とするためにランベールは四魔将となり、人生を捧げて剣を振るい続けていたのだ。今のオーレリアの姿を見たいと思うことは、当然の願いであった。その願いが果たされるかと思いきや、まさかの時代違いである。復活するのが二百年ほど遅かった。


    「そ、そんな馬鹿な……。こんな、こんなことがあり得るのか？　へ、陛下は、もうこの世にはいない……？」


    「どど、どうなされましたか!?」


    　落胆するランベールを前に、フィオナはただただ狼狽うろたえていた。


    「……あの人、ショック受けてる？」


    「なぁ、ちょっと危ない人なんじゃないか……どうにもおかしいぜ。助けてもらっといて、なんなんだけどよ」


    「高名な剣士であることは、間違いない。はず……だけど……」


    　リリーとロイドはランベールとフィオナの噛かみ合わないやり取りを眺めながら、ランベールの情緒不安定とも取れる言動に若干の恐怖を抱いていた。
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    「騎士様、金銭をお持ちではないのですか？」


    「ああ。事情があり、今は持ち歩いていない」


    　道中において、ランベールとフィオナは不思議と馴な染じんでいた。ロイドとリリーはやや敬遠がちであり必要以上のことを話すことはなかったが、彼ら二人は何度も言葉を交わしていた。


    　ランベールがかつての君主と似た顔つきのフィオナに関心を抱いたことと、フィオナのランベールの鎧よろい姿に必要以上に物もの怖おじしない姿勢、大らかさがうまく噛み合った結果であった。


    「でしたら、先ほどの村の人から感謝の証あかしをいただいても、問題はなかったでしょうに……。私も生あい憎にく、手持ちが少ないもので……大した謝礼はできませんが」


    　言いながら、フィオナが道具袋へと手を伸ばす。その動きをランベールが制した。


    「構わん。元より、金銭のために手を貸したわけではない」


    　実は盗賊を討とう伐ばつした際、村長より謝礼金を渡したいという申し出があったのだ。


    　しかし、ランベールはそれを断っていた。ランベールは自身が民の平穏を守るのは義務であり、対価は税として国が受け取っているという考えが頭の根本にあったからである。今更民を助けて路銀を稼ぐなど、とてもそんな発想は持てなかった。また、村が盗賊被害のせいで余裕がないのもわかりきっていた。


    　それに、黒幕であるオーボック伯爵が存命である限り、再びあの村を魔の手が襲うことが予想された。村を救うという意味では、まだ十全な働きを終えてなどいない。


    　加えて、理由がもう一つある。ランベールは今、金銭を必要としない身体からだであった。疲れを知らず、飢えも知らないアンデッドにとって、金銭とは大した価値を持つものではない。


    「……お金もなしに都市アインザスへ向かい、騎士様はどうなさるおつもりなのですか？」


    「どうとでもなる。建物の隅で仮眠を取り、動物の肉を食らえばよい」


    「そんな……いくら都市アインザスとはいえ、夜になれば柄の悪い者も現れますし、荷物の保管も満足にできないでしょう。食事だって、狩った獲物を焼くだけというのはどうにも……」


    「遠征時ならば、もっと過酷であろうに。死の渓けい谷こくに比べれば、街の寒さや、野盗如ごときの障害など……」


    「は、はぁ……な、なるほど……？」


    　フィオナはランベールの言わんとすることが時折わからなかったが、わからないなりに相あい槌づちを打って誤ご魔ま化かしていた。


    「しかし、お金がないというのは何かと困ります。命の恩人ですし、私としても気持ちが……。そうです！　どうしても直接受け取っていただけないというのであれば、仕事を紹介させていただく、というのはどうでしょうか？」


    「仕事？」


    「ええ。私たちはギルド所属の冒険者でして。最近ギルドが商会と提携したので、効率のいい仕事がよく回ってくるようになったのです。騎士様ほどの力があるのならば、しばらく暮らしを安定させるだけの金銭を得ることは容易たやすいのではないかと。私の紹介というかたちを取れば、簡易名簿登録にもさして時間はかからないはずです」


    　ギルドとは、冒険者としての労働力を商品とした商売である。依頼に対して冒険者を紹介し、依頼報酬の一部を仲介料としてギルドが回収するのである。


    　大手では百人近くの冒険者を囲っており、本部と支部に分かれているところも存在する。ただ、フィオナたちの所属するギルド『精霊の黄昏たそがれ』は弱小ギルドであり、所属している冒険者もフィオナたちを含めてもたったの十人である。


    「お、おいフィオナ……勝手に……」


    　話を聞いていたロイドが口を挟んでくる。


    　ランベールはアンデッドの瘴しよう気きを意識的に抑えてはいるが、それでもただならぬ者であるという雰囲気も醸かもし出していた。ロイドにしてみれば、ありていに言って不気味な存在であった。


    「しかし、騎士様はこの辺りの領地について疎うとそうですし……このまま別れるというのも、少し気がかりで……」


    　ロイドとフィオナが言い争うのを耳にして、乗り気ではなかったランベールも少し心を動かした。確かに現在のレギオス王国の実情について、ランベールは無知であった。一国民として労働を行うことで、この国の一端を把握できるのではないかと考えた。


    「第一……この人がそんな、冒険者業なんてやるようなタマには見えねぇが」


    「わかった、引き受けよう。確かに今の懐ふところ事情では、何かと不便であるからな」


    「ほらよ、こう言って……ええっ!?」


    　ランベールはその場で即決した。元より、ランベールの目的は多くない。かつての主君が統一した王国の行く末を見守ること……そしてその一環として、オーボック伯爵の身辺を調査することである。


    　今のランベールが持つ情報はあまりに少ない。オーボック伯爵の調査よりも先に、基本的な知識を得ておきたかった。


    「では街に着いたら私たちのギルドである『精霊の黄昏たそがれ』へと向かいましょう」


    「ただ一つ聞いておきたいのだが……」


    「なんでしょうか？」


    「その……冒険者ギルド、とはどのような組織なのだ？」


    「そ、そこからですか……」


    　フィオナはランベールの素性を内心でやや怪しんだが、それを口に出すことはなかった。ただ、ロイドは露骨に顔を歪ゆがませていた。


    　ランベールの生前の時代、冒険者同士の組合など存在しなかった。戦闘技能を持ったほとんどの者はどこかしらの王族に仕えて戦争に備えており、一か所に留とどまることをよしとしない流れ者たちでも、傭よう兵へい団を結成して戦地を渡り歩くことが常であったためである。


    　冒険者はいたがごく少数であり、それぞれが個々に依頼を受けていた。腕はほどほどに立つが集団に馴な染じめない変わり者が多く、危険な未開の地へとひっきりなしに訪れるため、最初の一年間を生き延びる者は一割以下であった。一つの町に多くの冒険者がおり、更にはその組合が複数存在するなど、ランベールには想像もできなかった。


    「冒険者ギルドは、冒険者たちに仕事や情報を仲介してくれるところです。ギルドごとに細かい規定や方針、入ってくる仕事の種類に違いがあるのです。『精霊の黄昏』は村を襲う害獣や魔物の討とう伐ばつが主でしたが……最近では商会と契約して、ダンジョン内での魔物の肉や毛皮などの素材集めにも乗り出しています」


    「ふむ、なるほど」


    （危険地区の情報が出回るようになって、冒険者の生存率が上がったのかもしれんな。戦争を終えて戦力に余裕ができ、貴族たちが率先して探索に力を注ぐようになったのか……）


    　ランベールはフィオナの話を聞き、勝手に終戦後のレギオス王国についてあれこれと考察しては、楽しげに笑った。鎧よろいの奥で、籠こもった笑い声が不気味に反響する。


    「都市アインザスには六つのギルドがあるのですが、私たちの『精霊の黄昏』は規模が小さく……いえ、小回りが利くといいますか……ええと、ギルドマスターもいい加減……いえ、大らかで融通の利く人物なので、手続きにもそう時間は掛からないでしょう。周囲の方からも、親しみやすくて仕事が頼みやすいと好評で……」


    　フィオナは利点を話そうとして、ぽろぽろとボロを出していた。しかし、元より金銭よりも情報収集に重きを置いていたランベールにとって、小規模で審査が緩いというのは、むしろ利点であった。


    　やがて、ランベール一行は都市アインザスに辿たどり着いた。二、三階建ての高い建物がずらりと並んでおり、人通りも多く、なかなかに賑やかである。街全体に統一感があり、美しい白壁と橙だいだい色の屋根がどちらを向いても目に入ってくる。まるで都市全体が一つの巨大な城のようであった。


    　ランベールは足で、真っ白の石で舗ほ装そうされた床を叩いた。


    「……こ、ここが都市アインザスか。なかなかの街並みではないか」


    　ランベールの声には興奮の色があった。歩幅が自然と広がり、速歩きになる。


    （なんと我が国は立派になったものか……！　陛下が見れば、涙を流して喜んだものであろうに！）


    　ランベールは内心で感動を洩もらす。


    「レギオス王国の都市の中でも、一、二を争う街並みと評されていますからね」


    　フィオナたちは、興奮気味に歩き回るランベールの後を必死について歩いた。ランベールはことあるごとに立ち止まっては「おおっ！」「これは！」といちいち大げさに驚いていた。そして止まったかと思えば、次の瞬間にはまた感嘆を洩らしながら別の建物へと走る。ランベールから距離を離されたフィオナは苦笑しながら、声を潜めてリリーへ言った。


    「騎士様、少し怖い人かと思っていましたが、案外可愛いところもあるのですね」


    「かわ、いい……？」


    　リリーはがしゃんがしゃんと大きな音を立てながら歩く全身鎧よろいを遠巻きに眺めながら、疑問符のついた言葉を発した。リリーからしてみれば、なぜあんな重そうな鎧を着てはしゃぎながら歩き回る体力があるのか、そのことが不思議を超え、ただ不気味であった。


    「ぜぇ……ぜぇ……なぁ、その、えっと……なんて呼べばいい？」


    　ロイドが息を切らしながら、五階建ての建物の天辺にある風かざ見み鶏どりを眺めていたランベールへと尋ねる。


    「陛……あのフィオナという小娘同様、騎士で構わんぞ」


    「……アインザスも知らない騎士がいるかよ。とにかくアンタ、その格好はただでさえ目立つんだから、変なオーバーリアクションするのはやめてくれ！　ついて歩くこっちが恥ずかしい」


    「…………」


    　ランベールはロイドの方へとゆっくりと振り返った。確かに、知らない時代だからといって、少し浮かれすぎていた。ただでさえ悪目立ちする格好である。ランベールは正体が暴かれれば、魔物として討とう伐ばつされかねない身である。目的が現代のレギオス王国を見て回ることであるため、情報を集めるために街に入り、そこで多少奇異の目を向けられることは仕方ない。しかし、無意味に余計な注目を集める行動は避けるべきだった。


    　迂う闊かつすぎた。レギオス王国の四魔将たるランベールが、完全にただ浮かれていたのだ。おまけに、アンデッドの分際で。ランベールはしばし黙り、自分を戒いましめていた。


    　しかし、その様は、ロイドから見れば自分が口にした内容に憤慨しているようにも見えた。というよりも、そうとしか見えなかった。


    「あ……い、いや、別に、無理にって言うんじゃなくて、心がけてほしいっていうか……」


    「わかった。気を付けよう」


    　ランベールは落ち着いた足取りで歩き、ロイドに近づいた。


    「ひっ！」


    　ロイドは思わず自分の前に手を出して、目を固く瞑つぶった。それからそうっと目を開けたとき、ランベールは普通にロイドの横を抜けて通り過ぎていったところであった。


    「……あ、あの人、怒ってないよな？　なぁ？」


    　ロイドはリリーへ必死に尋ねた。


    　リリーは無言で溜め息をつき、ランベールの後に続いた。ランベールの徘はい徊かいが落ち着いた後にどうにかフィオナが説得し、ギルドへの道へと進んだ。途中まで口数がそれなりに多かったランベールではあるが、いつの間にかすっかり黙りこくっていた。ロイドには、どことなく大鎧よろいの周りの空気が重いように感じた。


    「なんかあの人、不機嫌になってないか？」


    「やっぱりロイドが怒らせたんじゃ？」


    　ロイドとリリーは声を潜めてあれやこれやと言い合っていた。


    「こ、怖えこと言うなよ」


    「ご愁傷様。あのときの盗賊みたいに、あの大きな剣で真っ二つ……。墓にはエールを置いてあげる」


    　リリーが小さく手を合わせて頭を下げた。


    「やめろって！　洒しや落れになってないぞ！　なぁ、フィオナ……やっぱりあの人、何考えてんのか全然わかんねぇよ。連れてくのはやめに……」


    「すいません騎士様。街の探索でしたら、ギルドマスターへの顔合わせが終わった後に、私が案内しますから……」


    「……べ、別にそこまで見て回りたかったわけではないのだが……まぁ、今後何かと不便かもしれん、任せるとしよう」


    　フィオナが後で案内する約束を取り付けると、ランベールの重々しい雰囲気はすっと和やわらいだ。ロイドはその様子を見ながら、「なんでわかるんだよ……」とぽつりと呟つぶやいた。


    「そろそろですね……この先に、『精霊の黄昏たそがれ』と書かれた看板のある、二階建ての大きめの建物があります。あっ、あれです！　あの……屋根に、精霊の風向計のある……」


    　フィオナに言われて顔を上げれば、尖とがった屋根の上に、羽の生えた子供の影絵のような飾りがくっついていた。


    「なるほど、あの建物か。随分と謙けん遜そんしていたわりには、立派な建物ではないか」


    　都市アインザスにある冒険者ギルドの中で一番規模が小さく、適当な運営がされていると聞かされていたが、それにしては立派な建物である。


    「あ、いえ……違うのです。実は、あの二階が私たちの冒険者ギルド、『精霊の黄昏』です。一階は建物の所有者の方が経営されている酒場『精霊の竈かまど』でして……。私たちは、二階を貸していただいているかたちだと言いますか……。その、独立した建物を持てる余裕は、まだないと言いますか……この都市、土地の値段が他よ所そよりもずっと高いですし……」


    「……そ、そうか」


    　両者の間に、やや気まずい空気が流れた。


    



    ３


    



    『精霊の黄昏たそがれ』のギルドのある建物へ近づいたところで、フィオナが不意に足を止めた。ランベールも足を止め、フィオナの視線の先へと目を向ける。


    　建物の前に、銀髪の男が立っていた。白を基調とした服に、金の竜の刺し繍しゆうがなされている。その上からは、よく目立つ真っ赤なマントを羽織っており、随分と派手な格好をしていた。


    「僕はね、難しいことは言っていませんよ。ただね、ここの二階を空けた方がいいのではないですかと、僕は提言してあげているんですよ。脅しだなんて、とんでもない！」


    　男が話している相手は、整った身なりをしている、エプロン姿の中年の女である。おそらく『精霊の竈かまど』の経営者だろうと、ランベールは予想を立てる。


    「おっと、ようやく戻ってきたのかい、僕のフィオナ」


    　男はふとランベール一行を見ると、猫撫なで声でそう言い、口元を歪ゆがめた。ランベールはフィオナ、ロイド、リリーの顔色をちらりと確認する。三人とも嫌悪の籠こもった顔をしていた。


    「どうやら、あまり気持ちのいい知り合いというわけではなさそうだな」


    「クレイドル……都市アインザスの最大手ギルド『魔金オルガンの竜』の奴やつだ。何が気に食わねぇのか、最近ギルドぐるみで嫌がらせしてくるようになってよ。そん中でも一番鬱うつ陶とうしいのがクレイドルだ。タチの悪いストーカーだよ」


    　ロイドが吐き捨てるように口にする。


    「嫌だなぁ……ストーカーだなんて。僕はさ、彼女の才能を見込んでちょっと勧誘してみただけじゃないか。それを外野がどうこう言うのは、あんまり気分のいい話じゃないなぁ」


    　クレイドルという銀髪の男は、つかつかとランベールたちへと歩み寄ってきた。


    「それに僕だって、毎回出で張ばるほど暇でもないしね。そこあんまり勘違いされると、イラっと来るんだけどなぁ」


    「あ？　だったら何が目的でテメェら……」


    　クレイドルとロイドが言い争うのを、ランベールは横から淡々と観察していた。


    「なるほど。断られた腹いせに、嫌がらせをしていたわけか。小さな男だな」


    　クレイドルが不機嫌そうにランベールを睨にらんだ後、急に口角を引き上げて不気味な笑みを作った。


    「はっはっはっ、だからさ、僕はさ、忠告してあげてただけだよ。僕のところさ、裏ギルドの『死霊の通り道』とも関わりがあるって噂うわさは、君たちみたいな弱小ギルドでも聞いたことがあるでしょ？　だからー、こぉーんなゴミみたいな店一つ潰つぶすのは、簡単なんだって」


    　クレイドルはそこまで言うと、突然建物の壁を蹴けり飛ばした。大きな音が響き、壁がへこむ。入り口付近に立っていた、クレイドルと先ほど口論をしていた中年の女が、短い悲鳴を上げた。


    「や、やめてください！　何を急に……！」


    「足がさ、滑っただけじゃん。そんなに責めなくたっていいでしょ？　こんな薄い壁の方が悪いんだよ」


    　肩を竦すくめ、へらへらと笑う。


    「このっ！」


    　ロイドが剣の鞘さやに手を掛けて前に出る。それをフィオナが制した。


    「ロイド！　手を出せば、相手の思う壺つぼです！」


    「おやおや、僕は親切心から忠告に来てあげていただけなのに、すーぐに手を出そうとするんだ。最低だね、君」


    「て、てめぇ……どっちが先に……！」


    「衛兵だ！　そこの者たち！　何をしている！」


    　槍やりを持った男が、大声を出しながら駆け寄ってきた。どうやらクレイドルが女主人相手に詰め寄っているところを見た通行人が、衛兵へとこの一件を報告していたようであった。しかし衛兵は、クレイドルの姿を見るなり、居心地の悪そうな表情を浮かべた。


    「ちょうどよかったよ。衛兵さーん、こいつさぁ、僕に向かって剣を抜こうとしているよね？」


    「え、あ……仰せのとおりです……」


    　衛兵は先ほどと違い、敬語で返答した。確かに、ロイドの手はまだ剣の鞘に掛かっていた。ただ、剣を抜こうとはもはやしていない。すでにフィオナの制止があって、冷静になって中断したところである。クレイドルの言い方には厳密には語ご弊へいがあったが、衛兵はそれを正さなかった。


    　クレイドルはニッと笑うと、地面を蹴って鞘ごと剣を抜き、前に立ち塞ふさがるフィオナをすり抜けてロイドへの間合いを詰め、顔面へと打ち付けた。


    「がふっ!?」


    　ロイドの口から、血と数本の歯が飛んだ。身体からだは弾き飛ばされ、地面の上を転がった。


    「な、何を！」


    　リリーが慌あわててロイドへと駆け寄り、抱え起こす。


    「そいつがさ、剣を抜こうとしたから、自己防衛のために殴りつけただけじゃないか。そっちは剣を抜こうとしたのに、僕は鞘で殴るだけで許してやったんだ。優しいだろう？」


    　クレイドルが武器を構えたのは、フィオナが完全にロイドを制止させてからである。通常ならば、そんな言い分が通るわけがない。だが、衛兵は悔くやしそうに表情を歪ゆがめながらも、その場に立っているだけだった。


    「お前は、今のを見ても動かないのか？」


    　ランベールが尋ねると、衛兵は小さく首を横に振って槍やりを下ろした。


    「わかってない、何にもわかってないねぇ、君。僕たち『魔金オルガンの竜』が、この街でどういう立ち位置にいるのか」


    　クレイドルはそう言って、ケタケタと笑った。


    「外げ道どう……」


    　フィオナがクレイドルを睨にらみつける。


    「酷ひどい言いがかりだなぁ。僕だってさ、暴力に訴えたくはなかったんだよ。もっと平和的に話がしたかったのに。元はと言えばさぁ、全部そっちから仕掛けてきたことじゃん。僕は平和的に進めたいのにさぁ、そっちの馬鹿が剣なんて向けてくるから、これで僕が引いたらさ、僕がその馬鹿より弱いみたいで嫌じゃないか。弱小ギルドの分際で、僕に武器なんか向けてくるのが悪いんだよ。僕だってプライドがあるんだから、そりゃあ退ひけなくなっちゃうじゃん」


    「てめぇ……！」


    　ロイドが口元から血を流しながら、クレイドルへ叫ぶ。クレイドルはロイドを見て、ハンと鼻で笑う。


    「負け犬はさ、おとなしく転がってなよ。みっともない。弱小ギルドの奴やつにはさ、ないんだろうね。プライドってやつが。格好つけて剣を向けてきたのに、あんな正面から顔面に向けて振られた武器を躱かわせないなんてさ、恥ずかしくって僕なら死んじゃうね」


    「だいたい、何が『そっちから仕掛けてきた』だ！　フィオナに振られて、嫌がらせ仕掛けてきたのはてめぇだろうがよ！」


    「あの、さぁ。『魔金の竜』の一員である僕が温情をかけてさ、こんなボロギルドじゃなくてウチに来ないかって声をかけてきたのにさ、断ったんだよ？　そっちがまずさ、僕に恥をかかせたんだよ。わからないかなぁ？　ねぇ？」


    　クレイドルは、どこまでも身勝手に、上から目線でそう言った。ランベールはクレイドルが真っ当な人間でないことはわかっていたが、真っ当に話ができる人間でもないことを、ここに来てようやく悟った。性根の腐り具合だけでいえば、ランベールの戦ってきた八国統一戦争でもなかなか見なかったレベルである。


    「だからさ、僕は、前に言ったことを撤回して、フィオナが僕のギルドに移るならさぁ、どっかの裏ギルドが酒場を潰つぶそうとしているのも、僕から手を引くように言ってあげてもいいって言ってるんだよ。身内の出身ギルドに知り合いがちょっかいかけているなんて、あんまり気分がいいことじゃないからね。どうだい？　僕って、優しいだろ？」


    「それをけしかけてんのがテメェだろうが!!」


    「何を根拠に。やだなぁ、もう。弱いうえに馬鹿で、性格まで悪いんだから、救いようがないね君。君のギルドって、みんなそんな人なの？」


    「……わかりました。私が、移ります。それでもう、『精霊の黄昏たそがれ』には、手を出さないでください」


    　ロイドとクレイドルが言い合うのを、フィオナの一言が止めた。


    「フィ、フィオナッ！　ダメ！」


    「あいつ、ロクな奴やつじゃねぇんだぞ！　何されるか、わかったもんじゃねぇ！」


    「……さすがにこれ以上、迷惑はかけられません。今後も、このようなことが続くと思うと……」


    「それでいいんだよ。君は、決断が遅いねぇ。最初からそう言っておけば、あそこの彼も歯を失わずに済んだろうに。僕だって、余計な恥をかかされずに済んだのにさぁ。まぁ、いいよ。僕は優しいから、ぜーんぶチャラにして、許してあげちゃう」


    　ランベールはどうするべきなのか考えていた。明らかに相手に正義がないことは確かだが、下へ手たに手を出せば余計にこじれかねない事態である。都市の治安を守るべき立場であるはずの衛兵が、クレイドルの蛮ばん行こうを容認しているのだ。


    　自分一人ならまだしも、クレイドルを叩き斬きれば、むしろ彼女たちの迷惑となりかねない。


    「情けない奴だな。女一人思うようにできずに当たり散らして、結果として自分の恥を自分で触れ回っているのか」


    「……あ？」


    　ランベールの出した答えは、直接的な挑発であった。クレイドルの自尊心の高さは、先ほどのやり取りより重々承知である。そこを突いて言げん質ちを取れれば、今後のクレイドルからの干渉も抑制できると考えたのである。


    「あのさ、さっきの話、聞いてたかな？　僕はさ、雑ざ魚こが吠ほえ付いてくるのが一番嫌いなの。そういう奴を見るとさ、ぶっ殺してやりたくなっちゃうの」


    　クレイドルが剣けん呑のんな目でランベールを睨にらむ。クレイドルは脅しをかけたつもりだった。


    　ロイドに武器を向けられて『格下に喧けん嘩かを売られた以上逃げるわけにはいかない』と明言したばかりであるにも拘かかわらず、鎧よろいの男は、あからさまな挑発を仕掛けてきた。これを放置するわけにはいかなかった。


    　対するランベールは、ただじっと突っ立っている。クレイドルは苛いら立だちを顔に表す。


    「あのさぁ、僕は、『魔金オルガンの竜』……一流冒険者総勢七十人の中でも、トップファイブに入る実力者なんだよ。『精霊の黄昏』なんかさ、ゴミクズ同然なんだよ。あんまり厄やつ介かいごと作るなってギルドマスターから言われてるし……そうだな、君がその鎧を脱いで裸で土下座したら、許してあげないこともないんだけど？」


    　ランベールはかつて、レギオス王国の十万にも及ぶ兵の頂点である四魔将の一翼を担った男である。七十人の内の五人など、恐れるはずもなかった。ランベールの一切物もの怖おじしない姿に、クレイドルは激しく苛いら立だち、同時にこれ以上脅しをかけることが無意味であることを理解した。


    「おい、そこの衛兵、僕に背を向けろ」


    　クレイドルが、低い声で衛兵へと命じる。


    「え……？」


    「何が起こっても、見なかったことにしろと言っている。久しぶりだよ……ここまで僕を馬鹿にしてくれた奴やつはさぁ。結構僕、ムカついちゃったわ」


    「しし、しかし、さすがに……」


    「うっさいなぁ。文句があるなら、伯爵様に言えよ」


    「う、う……」


    　衛兵は口を噤つぐんだ。


    （なるほど『魔金オルガンの竜』と例のオーボック伯爵は、随分と親しい関係にあるらしいな）


    　衛兵の雇い主は、都市アインザスの領主であるオーボック伯爵に違いない。オーボック伯爵が『魔金の竜』と仲がいいのであれば、衛兵が『魔金の竜』のメンバーであるクレイドルに手出しできないことにも納得がいく。衛兵がクレイドルの制服を見た瞬間に厄やつ介かいそうな顔をしたことにも説明がついた。


    「剣を抜けよ。その馬鹿みたいなダサイ鎧よろいが、対人戦では何の役にも立たないことを教えてあげよう」


    　クレイドルが鞘さやから剣を抜いた。
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    「いや、断るな」


    「なに？」


    「お前を八つ裂きにするのは容易たやすいことだが、後でその伯爵様とやらに泣きつかれると思うと、たまったものではない」


    「ぷはっ！　ぷははははぁっ！」


    　クレイドルは目を押さえて高笑いした後、ランベールへと向き直った。


    「あんまし調子乗ってんじゃねぇぞ雑ざ魚こが」


    　これで自尊心の高いクレイドルが、勝負を終えた後に、通路で唐突に襲われたのだと、権力頼みで虚偽を通し、冤えん罪ざいを着せてくる可能性を牽けん制せいすることができた。挑発に乗って先に動いたのはクレイドルであり、衛兵に目を瞑つぶらせたのも彼なのだ。


    　とはいえクレイドルの性格からして、他のかたちで報復に出てくる可能性は考えられる。しかし元より、彼らの上に立つオーボック伯爵に関しては、ランベールも近いうちに挨あい拶さつに向かおうと考えている相手である。仮に最終的に敵に回すことになったとしても、後悔はない。


    『精霊の黄昏たそがれ』の面メン子ツには迷惑をかけるかもしれないが、どう足あ掻がこうと彼女たちが無傷でトラブルを回避できる選択肢はないように思われた。そもそもクレイドルの目的がフィオナだけだとも、ランベールには思えなかった。


    （フィオナはギルドへは数日振りの帰還のはずだ。クレイドルが自分で言っていたように、そこまで奴やつが暇であるとも考えにくい。何か他に狙ねらいがあって、フィオナはそのついでなのか？）


    　それにランベールとしては、かつての主君と瓜うり二つの少女を、下げ種すな連中に引き渡すという気には決してなれなかった。たとえ自分を裏切った主君とはいえ、主君は主君である。


    「き、騎士様……ここは、駄目です！」


    「下がっていてくだされ」


    　つい、かつての主君オーレリアに対する口調と同じものになる。自制しなければ、陛下と続けてしまいそうな勢いであった。生前と同じ行動を自己に求めてしまうのは、アンデッドの習性であった。


    「やっちまえ！　そのクソ野郎をぶっ飛ばしてくれ！」


    　ロイドが血の溢あふれた口元を押さえながら叫ぶ。ロイドはランベールが盗賊を斬きり伏せたところを見ていたため、彼の強さの一端を確認済みである。だがクレイドルが性格に似合わず確かな剣の腕前を持つことも知っている。それでもランベールならばクレイドルと対等以上に戦えるかもしれないという期待があった。


    「宣言しよう。僕は、君の足からまず動けなくしてあげよう」


    　クレイドルが剣先を、ランベールの鎧よろいの関節部の隙すき間まへと向けた。


    「ならば、俺は正面からお前の顎あごをかち割ってやろう」


    　ランベールは剣を抜かず、ただ、拳こぶしを大きく引いた。


    「っ！　おい、クレイドルは、そんなに甘い相手じゃねぇぞ！」


    　ロイドがランベールを止めるが、ランベールは動かない。クレイドルは姿勢を極端に前屈みにしながら地面を蹴けって前へと跳び、剣を持つ手を引いた。


    「この僕に跪ひざまずかせてやる。はい、まずは左の足……」


    　クレイドルが、ランベールの鎧よろいの隙すき間まへと刺し突とつを繰り出した。


    （な、なんて素早い、綺き麗れいな突きだ。やっぱりあの馬鹿、ただの口だけ野郎じゃねぇ）


    　ロイドはクレイドルの突きを見て、唾つばを呑のんだ。正確な、洗練された突きである。


    （なんの捻ひねりもない、単調な遅い突きか。これを初手にせねばならんとは、大した奴やつではないな）


    　……が、ランベールにとっては、あまりに速さが欠けていた。せいぜい児じ戯ぎ程度にしか見えていない。ランベールが僅わずかに後ろに下がり、籠こ手ての指先を揃そろえて手刀の一いつ閃せんを放つと、クレイドルの剣先がへし折れた。クレイドルの手元で剣の柄が大きく上下し、彼の手を弾く。


    「ぐぅっ！」


    　クレイドルの手から離れた剣が、地面へと叩きつけられる。彼はその場で側転し、両足と左手を使って着地した。空いた右の手で、マントに隠したナイフを手に握る。


    「大口を叩くだけは確かにあったらしいな。だが、僕を本気にさせたのは、間違いだったぞ！」


    　そしてナイフを前に突き出す──その間もなく、速すぎる鎧の拳が、彼の顔面を捉とらえた。


    「えっ……あぐぅ!?」


    　顔面にめり込んだ拳が、クレイドルの顔の骨を軋きしませる。身体からだが軽々と吹っ飛び、地面に腰を派手に打ち付けた。


    「あ、あー、あ……こ……殺す……殺してやる……」


    　クレイドルは顔に手を当てながら呻うめくと、ランベールを睨にらむ。


    「かなりセーブして殴ってやったんだが。本気でやれば、貴様の首から上はなくなっていたぞ」


    　クレイドルは壁にもたれかかかり、息を荒くしながらも立ち上がった。その間もぼたぼたと、とめどなく鼻の穴から血が溢あふれ出ていた。


    「お……ゴフッゴフッ！」


    「適当に追い払うつもりでかなり抑えたのだが……少々やりすぎたか。思ったよりもヤワだったな」


    　恨みを買っても面倒だと思い、ここでは軽傷を負わせるだけで済ませるつもりだったのだ。衛兵がクレイドルへと駆け寄っていく。


    「し、白魔法の使える者を呼んできますので……！」


    「……必要ない。お前は、何も見なかった。僕は最初にそう言ったはずだが？」


    「は、はい！」


    　衛兵を睨にらんで退かせる。クレイドルの自尊心の高さは、ランベールの狙ねらいどおりに、先に揶や揄ゆされたばかりの伯爵頼みで決着をつけることを忌き避ひした。


    「馬鹿な奴やつめ……とっとと去ってりゃ、『精霊の黄昏たそがれ』からも無関係だと見逃してやったものの。ちょっとばかし腕っぷしが強いからと図に乗りやがって。この僕を敵に回したことの意味が、わかっていないようだな」


    　それだけ言うとクレイドルは自身の顔を押さえ、よろめきながら壁伝いに離れていく。


    （やはり、プライドだけは高いようだな。……ふむ、もう少し脅しをかけておくか）


    　ランベールが少し瘴しよう気きを漂わせてやると、クレイドルはびくりと肩を震わせてその場にがくりと倒れた。


    「ひ、ひぃぃっ！」


    　クレイドルはそのまま地を這はうようにして逃げ去っていった。


    （しかし……『精霊の黄昏』が『魔金オルガンの竜』から狙われている可能性があるのか。だとすれば、『精霊の黄昏』がオーボック伯爵から目を付けられているのかもしれんな。意外なところから伯爵に繋つながるヒントが出てきそうだ）


    　ランベールは逃げていくクレイドルの背を睨にらみながら、オーボック伯爵を探る手立てへと思案を巡らせていた。


    「す、すげぇよ！　『魔金の竜』のクレイドルを相手に、あんなあっさり……！」


    　ロイドはランベールへと接近しながら、賞賛の言葉を口にする。


    「しかし、つまらぬごろつきだったな」


    　だが、ロイドが言い切るよりも先に、ランベールがぽつりと、事もなげにそう漏らした。


    「え……？　お、おう？」


    　ロイドは脳裏に、クレイドルの速く、正確な剣筋を浮かべていた。クレイドルの剣技は、都市アインザスの冒険者において間違いなくトップクラスである。


    「クレイドルで、つまらぬごろつきか……そうか……つまらぬごろつき……」


    　ロイドはランベールの言葉を口に出して反はん芻すうする。自分を一いつ蹴しゆうしたクレイドルの評価が『つまらぬごろつき』だったことがショックだったのだ。ランベールが規格外過ぎるというだけのことなのだが、ランベールのクレイドルへの評価により、ロイドもやや自信をなくしかけていた。


    



    ５


    



    　クレイドルを退けたランベールはフィオナたちに連れられ、建物の二階にある冒険者ギルド『精霊の黄昏』を訪れた。ギルドの奥の部屋、ギルドマスターの執務室へと入る。


    『精霊の黄昏』のギルドマスターは、長い髪の男だった。年は、三十半ばといったところである。


    「この人が『精霊の黄たそ昏がれ』のギルドマスター、ジェルマンさんです」


    　フィオナはランベールにそう説明した後、ジェルマンへの報告を行う。村の調査についてはとりあえず簡単に済まし、まずは表で出会ったクレイドルとの一件を詳しく話した。ジェルマンは一通り聞き終えると、深く溜め息を吐ついた。


    「……申し訳ございません。まさか、クレイドルがここまでだとは……。放っておけば、じきに嫌がらせも止まると考えていたもので」


    「あまり下の酒場にも迷惑はかけられんし、本気で移転を考えねばならんやもしれんな。それに、この都市で『魔金オルガンの竜』に目を付けられては、やっていけない」


    「…………」


    　フィオナはクレイドルを通じて『魔金の竜』に目を付けられてしまったことに責任を感じてか、下唇くちびるを噛かんで俯うつむいた。ジェルマンはその様子を見て目を瞑つぶり、小さく首を横に振る。


    「フィオナだけが狙ねらいというわけではないだろう。……巻き込んだのは、むしろ私の方かもしれん」


    　ジェルマンは呟つぶやくような小さめの声で言った。それから目を開き、口調を戻して続ける。


    「この都市は少しおかしい。今回の件がなかろうと、移転は行っていたかもしれん。元々、借りた建物だ。さほど痛くもない。まぁ……これまで築いてきた信頼は少々惜しいがな。……さて、そっちの鎧よろいの男が、クレイドルを退けてくれたのだな。礼を言おう」


    「手は、出さない方がよかったのではないか？」


    　ランベールがそう問えば、ジェルマンはとんでもないと首を横に振った。


    「そんなわけがあるまい。『魔金の竜』は、実力は確かに高い。連中と渡り合えるのは、『精霊の黄昏』の中では私くらいのものだろう。都市内での影響力も大きく、目を付けられたのは確かに痛い。だが、奴やつらの実態は……そこらの裏ギルドよりも、よっぽど胡う散さんくさい。連れていかれていれば、フィオナがどんな目に遭っておったか、想像もできぬ。なにせ、お得意様があのオーボック伯爵であるからな」


    「ほう」


    　やはり、オーボック伯爵はかなり後ろ暗いことを幾度となく繰り返しているようであった。情報収集のために冒険者ギルドを訪れたことは、間違いではなかった。


    「『魔金の竜』とやらについて詳しく聞かせてもらいたいところだが……。そのまえに、裏ギルド……とは、いったいなんなのだ？」


    　ランベールの口にした疑問には、フィオナが答えてくれた。


    「裏ギルドは、非合法の仕事を請け負う連中のことです。あまり存在が明るみになっていない場合が多いですね。こそこそと隠れて活動している連中が主です。しかし、中には権力者の汚い仕事を引き受ける代わりに、彼らを後ろ盾だてとしている奴らもいます」


    「フィオナの述べたとおりだ。あまり気軽に話せることではないのだが……そうだな。君も無関係とは言えまい。話しておくのが筋だろう」


    　ジェルマンはそう前置きしてから、やや声量を落として続ける。


    「『魔金オルガンの竜』は、通常の仕事を主体として引き受けている。それにこの街では知らない人間がいないほど有名だ。とても裏ギルドには当てはまらない。ただ……この地にギルドを構えて情報収集をしている間にわかったことだが、『魔金の竜』は、オーボック伯爵が裏ギルドへ仕事を依頼する窓口となっている可能性が高い。『魔金の竜』自体も、裏ギルドの状況を把握したうえで行動しているような、妙な動きがある。往々にして表のギルドと裏のギルドは対立する依頼を受けてぶつかり合うものだが、奴やつら『魔金の竜』には、それがまったくない。まるで、事前に示し合わせているかのようにな」


    「なるほど……」


    「奴ら自身、人目につきづらいところならば、何をやるかわからない。どうにも尻尾を隠すのがうまいらしく、直接的な証拠は何一つないがな」


    　おそらく、オーボック伯爵が盗賊団に村を襲うよう誘導したときにも、このルートを使ったのであろうと、ランベールは推測した。


    「と、それよりも、お前さんの素性について詳しく聞かせてもらおうか。あまり知らない奴においそれと話せることでもないのでな。どうやら、ウチのフィオナが助けてもらったようだが……」


    「このお方は、私たちが依頼で村の様子を見に行った際に盗賊に捕まってしまい……そのときに助けてくださったのです。ただ、どうにもあまりこの辺りに詳しくない様子でしたので、生活も困るのではないかと考え、『精霊の黄昏たそがれ』にしばらく滞在してはどうでしょうかと私から提案したところでして……」


    　ジェルマンの問いには、フィオナが答えた。ジェルマンはランベールの顔（の兜かぶと）をまじまじと確認した後、ううむと唸うなった。


    「大事な仕事仲間の恩人ともあらば、断るわけにもいくまい。ただ、一度素顔を見せてもらってもいいか？」


    「……ふむ」


    　ランベールはジェルマンから尋ねられ、唸るようにそう答えた。街で過ごしていれば、こうした危機と遭そう遇ぐうするリスクはある。ランベールもそのことを失念していたわけではない。


    　だが、実際対処できるかどうかはまったくの別問題である。ランベールは平静を装おうと努力したが、兜越しにも動揺がやや露呈していた。ランベールは胆きもこそ据すわっているが、致命的に大根役者であった。嘘うそがあまりつけない性分なのだ。


    「……どうした？　取れないっていうのか？」


    「昔……大怪け我がを負った。あまり人に見せられるものではない」


    　ジェルマンはそれを聞いてしばし思案していたが、やがてフーッと息を吐きだしながらゆっくりと首を左右に振り、それから結論を口にした。


    「……まぁ、いいだろう。受けた恩は、返さないわけにはいかん。ただ、私たちに迷惑をかけるようであれば切り離させてもらう。それだけは先に了承しておいてもらおう。ただ……この都市アインザスは、お前さんには居心地の悪いところだとは思うがな」


    　ジェルマンは、ランベールの情報の疎うとさ、世間離れした様子、顔を隠したがるところから、どこかしらから目を付けられているのだろうと結論付けた。そのため追っ手が来たときには匿かくまうつもりはないと、そう明言したのだ。最悪この場から逃げ出すつもりでいたランベールはジェルマンの考えていることを察し、話を合わせることにした。


    「助かる……。心配はいらない。知りたいことがわかれば、不用意に長居するつもりもない」


    「とりあえず形式的な書類だけ書いてもらおうか。おいリリー、そっちの棚に所属志望書があるから、一枚取ってやれ」


    　ジェルマンの指示を受け、リリーが棚から紙を取り出し、ランベールへと手渡す。


    （名前……か）


    　ここまではごまかしてきたが、そろそろ何か適当なものを用意する必要がある。


    「机とペンは貸してやろう。今、サッと書いてしまってくれ」


    　紙を渡されたものの、適当な名前が思いつかない。しばし悩んだ後、ランベールはそのまま『ランベール・ドラクロワ』と、生前の自分の名前をそっくりそのまま記入した。


    　もう二百年以上も前のことなのだ。誰も自分が本人そのものであろうと気が付きはしないだろうと、そう考えていた。


    　ロイドが横からランベールの書いた名前を盗み見る。


    「ランベールって名前だったのか。とっとと教えてくれたらよかったのに……」


    　ジェルマンがランベールの置いた紙を受け取り、自分の目で確認してから鼻で笑った。


    「ランベール・ドラクロワ……か。随分と、大きく出たものだな。偽名を使うなと噛かみつくつもりはないが、こうもわかりやすくやられるとな……。ま、せいぜい本物と比べられて、失笑を買わないように気をつけるんだな」


    　ジェルマンは紙面の名前とランベールの姿を見比べ、呆あきれたように言った。ロイドは気が付かなかったようだが、ジェルマンはランベール・ドラクロワの名に見覚えがあるようだった。フィオナもジェルマンの言葉を聞いて少々面食らったような顔をした後、苦笑していた。


    「……どうした？　有名人の名前か、何かなのか？」


    　ロイドは不思議そうに眉まゆを顰ひそめ、ジェルマンに尋ねた。


    「もう少しお前は書物を読むべきだな。八国統一戦争におけるレギオス王国の英雄……グリフ・パルカイザーは知っているだろう？」


    　ランベールはてっきり自分のことかと思ってややむず痒がゆい気持ちでいたのだが、不意にかつての親友の名が飛び出してきたので驚いた。


    　グリフ・パルカイザーはランベールと同じ四魔将の一人であり、彼を崖底へと突き落とした張本人でもある。


    「グ、グリフはもちろん知っているさ。馬鹿にしないでくれよ」


    　ロイドがむっとしたように答える。


    「八国統一戦争の終結を目指して戦うグリフ・パルカイザーの前に立ち塞ふさがった、事実上最後にして最大の障害がランベール・ドラクロワだ」


    　ジェルマンが語る内容の中では、ランベール・ドラクロワは大悪党となっていた。


    「元々孤児であったランベール・ドラクロワは、その剛力によって八国統一戦争時代に手段を選ばず成り上がり、四魔将にまで上り詰めた。そしてライバルであったグリフ・パルカイザーと主君であるオーレリア・アルレアートの殺害を企くわだて、自みずからがウォーリミア大陸西部の覇は者しやになろうとしたという。結果的にグリフ・パルカイザーとの戦いに敗れ、身投げして命を落としたとされているがな」


    「なんだ、ただの裏切り者か。ちょっとは聞いたこともあったような気はするが……そんな奴やつ、いちいち覚えてはねぇよ。俺は学者じゃなくて、冒険者なんだからよ。んな奴、グリフ・パルカイザーの踏み台じゃないか」


    「…………」


    　ランベールは歴史における自分の立ち位置を、どこかまったく別の、遠い国の人間のことのように聞いていた。聞き終えてから頭の中で反はん芻すうし、それがようやく自らのことなのだと思い出したほどである。


    　国の歴史としては、疑心の末に忠臣を殺害したというよりも、裏切り者を英雄が処刑したという方がずっと聞こえがいいだろう。統一したばかりで安定した統治を進めるためにも、余計な汚点を広めるわけにはいかない。そのことは理解できたが、しかし、あれだけオーレリアのために剣を振るい、その結果が権力欲に溺おぼれた逆賊として歴史に残されたことは、ランベールには受け容いれがたいことであった。


    　ランベールは四魔将として、せめて誇りのある死が欲しかった。肉体があれば涙を零こぼしていただろう。そのことで余計な疑心を持たれなかったのは、寂しくもアンデッドの身体からだの利点であった。
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    「さて、これで簡易登録は完了だ。これからは一応私の部下になるということだが……悪いが、さっき述べたとおり、『精霊の黄昏たそがれ』は近いうちに移転を予定しているのでね。どれほどの付き合いになるのかはわからないが……腰掛けくらいの軽い気持ちでいてくれ」


    　登録が完了し、これでランベールは『精霊の黄昏』の一員となった。期間については端はなから気にしてはいなかったので、問題視はしていなかった。適当に情報さえ集められれば、折を見て姿を消すつもりである。


    「依頼書は掲示板の方に貼ってあるが……優先してほしいのは、グリム・ケットの毛皮集めだな。まずはフィオナたちと同行してこの依頼を達成してほしい。盗賊を仕留めたというお前さんには、少々簡単すぎる仕事だとは思うがね」


    　ケットというのは猫の魔物のことである。大きさは種類によって大きく異なり、グリム・ケットは人間よりも一回り小さい程度である。黒い艶つやのある毛皮を持ち、牙きばは彪ひようのように鋭い。危険度は子鬼ゴブリン級であり、単体であればフィオナとロイドが囲めば安全に対処が可能な相手である。


    　ランベールもグリム・ケットは生前でも目にしたことがあり、充分に知っていた。


    （冒険者というから何かと思えば、子供の使いのようなことをやらされるのだな）


    　今の時代、一般冒険者にとってはちょうどいいレベルの仕事ではあったのだが、ランベールにとっては肩透かしだった。


    「グリム・ケットということはアインザス地下迷宮ですね」


    　フィオナが尋ねると、ジェルマンは軽く頷うなずいた。


    「ああ。最近ウチと提携した例の商会が、グリム・ケットの毛皮を集めていてな。多ければ多い方がいい。それから……そっちの、ああ、ランベール。お前の実力を把握しておきたいので、適当な魔物を討とう伐ばつして、そいつの身体からだの一部を持ち帰ってきてくれ。地下迷宮には、様々なランクの魔物が存在するのでな。実力を確かめるには、ついでとしてはちょうどいい」


    「アインザス地下迷宮について聞いておいてもいいか？」


    「それも知らないのか……」


    　ジェルマンは溜め息を一つ挟み、ランベールにアインザス地下迷宮についての説明を行ってくれた。


    　アインザス地下迷宮は最低でも百五十年以上前に造られた施設であり、用途等は今では一切不明となっている。ただ僅わずかに残された書類や魔法具から、八国統一戦争時代の魔導研究所だったのではないかという見方が一般的である。


    　魔力場が歪ゆがんでいるのか珍しい魔物が多く生息するうえ、階層によって魔物のランクが大きく異なるため、狩り場としてはちょうどいい場所となっている。


    　ただ、地下四階層に降りてすぐのところに恐ろしく強い魔物がいるため、それより下の階層についての情報はほとんどない。その魔物は『黒い影のような形を変える魔物』らしいということしかわかっておらず、その魔物が地下四階層にある何かを守っているのではないかと噂うわさされている。


    「そして、お目当てのグリム・ケットは地下二階層にいる。グリム・ケットの毛皮は、丈夫なうえに気品があると人気でな。もし他よ所そのギルドとかち合ったら……まぁ腹が立つこともあるだろうが、必ず退いてくれ。『精霊の黄昏たそがれ』は、影響力の低い新参ギルドだからな。ああ、でも『子鬼ゴブリンの巣そう窟くつ』の奴やつらはウチと大差ないくせに、やり口が汚くて面倒くさいから、つけあがられそうなら多少は抵抗の意思を見せておいた方がいいが……まぁ、その辺りの判断はフィオナに任せてくれ」


    　ジェルマンの説明を受けたランベールが、フィオナへと目を向ける。


    「えっと……私としては、なるべく穏便に済ませたいところですね。尾を引けば、今後目を付けられることになります。勿もち論ろん、状況にもよることはわかっていますが……」


    　フィオナが言い辛そうに答える。無抵抗では付け上がられる。しかし下へ手たに抵抗すれば、その恨みによって尾を引くことにも繋つながりかねない。


    　ランベールはフィオナの悩む様を見て、彼女と瓜うり二つのかつての主君、オーレリアの姿と重ねた。八国統一戦争では、禍か根こんや憂いを断つべく、非道な選択を強いられることが多々あった。オーレリアもその度々悩み、憔しよう悴すいしていた。ランベールはオーレリアにだけ重い判断を任せっきりにしないようにと、彼女が命ずるより先に意図を汲んで動くようにと心掛けていた。その時の記憶が、ふと蘇よみがえった。


    「わかった、その先は言わずともよい。尾を引かぬ様にすればよいのだな、任せてくれ」


    「うん？　ええ、尾を引かないのが一番好ましいと私は思いますね！」


    　やや天然の入っているフィオナは、ランベールの含みのある物言いに対してやや不思議そうにしていたものの、気のせいだろうとあっさりと流していた。


    （一人と返さなければ、諍いが起きても問題が尾を引くことはない。武装集団同士が、互いに相手が引くことだけを期待して脅しを掛け合えば、終点は殺し合いしかない。ならば規模が広がるより先に相手を殲せん滅めつするしかあるまい）


    　互いに国と己おのれの全てを賭として戦っていた八国統一戦争を制した、レギオス王国の四魔将ランベールだからこその考えであった。無論、『子鬼の巣窟』はその場その場での小金を弱者から巻き上げたいだけで、己の命や誇り、果ては国を懸けて戦うつもりなどあるはずがない。確かに尾を引かずに済むかもしれないが、そこまでそれた話ではない。


    「うむ、尾を引かぬのが一番だ」


    　剣士に敵対する相手として、信念に沿って動く熟練の戦士よりも、目先の損得で動く小悪党の方が遥はるかに多いということを知らないランベールの価値観は、やはり致命的なところで食い違っていた。


    「……なんだか、殺伐としたこと考えていない？」


    　リリーが恐る恐るとランベールへ尋ねる。ランベールはリリーへと兜かぶとを向けるが、返答はなかった。リリーは心中で、自分達よりもむしろ『子鬼の巣窟』の身を案じて、相手が余計なちょっかいを掛けて来ない事を願った。
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    　四日後、ランベールは都市アインザスの外れにあるアインザス地下迷宮へとフィオナたちのパーティー三人組と共に訪れていた。


    　地下迷宮の入り口は大きな石造りの階段となっている。階段の前には役人が並び、入り口周囲の地面に杭くいを立てて、迷宮に入る冒険者のチェックを行っていた。ちらほらと、二人から五人程度の冒険者のパーティーが、役人たちと言葉を交わした後に迷宮へと入っていく。


    （ふむ……それなりに古いようだが、やはり見たことのない場所だな）


    　ひょっとすれば自分にゆかりのある場所なのではないかと考えていたのだが、自分が生きていたときはこのような場所のことは耳にしたことがなかった。ならば、ランベールの没後に造られた建物と考えた方が筋は通っている。


    　昔は結界や土で隠されていたという可能性もあるが、ランベールはレギオス王国の四魔将である。このような大掛かりな施設を個人が造れるはずもなく、そうであればどこかの貴族か王家が絡んでいるはずなのだが、そうだとすればランベールが一切関知していなかったというのは理屈に合わない。戦争が激化していたあの時代に、王家に隠れて国内に大掛かりな施設を造る意図もまた想像できなかった。


    「……む？」


    　ランベールが地下迷宮入り口の壁に目を向けると、笑っている人面の卵が割れて、中から折り畳まれた翼が覗のぞいている奇怪な紋章の彫り込みが目に入った。


    「な!?　なぜあれがここに!?」


    　ランベールは思わず大声で叫んだ。そしてそのまま、役人のチェックを無視して階段下へと飛び降り、壁に手で触れた。彼はこの紋章に見覚えがあった。


    「ランベールさん!?」


    　フィオナが声を掛けて階段の縁へと駆け寄った。


    「そ、それは少しまずいです！　一度上がってきてください！」


    （ま、間違いない……この紋章、賢者ドーミリオネのものだ！）


    　賢者ドーミリオネ──ランベールの生前の時代において、至高の魔術師にして、戦争の生み出した悪魔と形容された人物だ。魔導兵器や術式をいくつも開発し、レギオス王国の戦力に大きく貢献したと同時に、その危険思想と野心、繰り返される非人道的行為のため、国内最大の危険人物とされていた。


    　最終的にはランベールがオーレリアの命令で部下を引き連れて研究施設を襲撃し、ドーミリオネを討とう伐ばつするに至ったほどである。そのときランベールが見た光景は、地獄のような修しゆ羅ら場ばをいくつも潜くぐった彼でさえあまり思い返したくはないものであった。人体をいくつも繋つなぎ合わせて造り出されたフレッシュ・ゴーレム、身体からだを生かさず殺さずに雁がん字じ搦がらめにする卑劣な罠わな、部下の脳に薬物を打ち込んで造ったバーサーカー。


    　ランベールがドーミリオネの研究所へと突入した際に連れていた部下は二十人だが、ランベール以外はドーミリオネの悪あく辣らつな研究産物の前に惨ざん殺さつされていった。最終的には純粋な一対一での勝負へと持っていって斬きり殺したものの研究施設が倒壊し、ランベール自身もあと少しで巻き込まれて命を落とすところだった。


    （この紋章は、ドーミリオネが好んで使っていたもの……。つまりは、奴やつの、研究施設……！　奴ならば、王家に隠れて第二第三の研究施設を造っていてもおかしくはない！）


    　そう考えて手をわなわなと震わせていたランベールの背を、棒で突いた男がいた。


    「おい、貴様！」


    　迷宮に入る冒険者の管理を行っていた役人である。役人は自分を無視して迷宮に入ろうとしたように見えたランベールに苛いら立だち、槍やりの尾の側で鎧よろいを突いて転ばせてやろうと考えたのだ。


    「ぐぉっ！」


    　だが実際にはランベールはびくともせず、槍はへし折れて役人はその場ですっ転ぶ羽目に陥った。


    （こ、こいつ、鉄の塊かたまりか？）


    　役人はランベールの頑丈さに恐怖しながらも、自分に醜態を晒さらさせたランベールに重ねて苛立っていた。


    「……なんだ、どうした？」


    「き、貴様！　我らを通さずに迷宮へ入ろうとするとは、何を考えている！」


    「この迷宮に入る冒険者を追い返せ。ここは、気軽に探索していいような場所ではない。取り返しのつかぬことになるぞ」


    「は、はぁ？　貴様、何を……」


    　ランベールが役人の説得にかかろうとしたとき、ロイドが階段へと飛び降り、ランベールの腕を引こうとした。


    「ランベールのおっさんよ！　いいから退ひいてくれ！　あ、チクショウ、全然動かねぇ！」


    「しかし、事態はそれどころでは……」


    「いいから！　こういう迷宮に入る前には、入る理由と、どこのギルドの人間かを証明しなきゃなんねぇんだよ！　フィオナが言ってたろが！」


    「……む」


    　ランベールは内心納得のいかない気持ちのまま、ロイドに従い、一いつ旦たん迷宮の階段を上り直すことにした。


    「ふん……何かと思えば、『精霊の黄昏たそがれ』の連中か」


    　役人はロイドに連れられたランベールを一いち瞥べつしながら、ぽつりとそう零こぼした。


    「ったく！　もう頼むぜ。おっさんは変わったことをする前に、フィオナか俺に一挙一動申請してくれ！」


    「おいロイド、お前たちのギルド……役人から目を付けられているのか？」


    「え？　い、いや、んなことはないはずだが……」


    「そうか、それならいいのだがな」


    　ランベールはもう一度役人の方へと目を向けた。役人はランベールの背を見て薄ら笑いを浮かべていたが、目が合うと鼻を鳴らしながら顔を背そむけた。
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    　ランベールたちがアインザス地下迷宮に入った後、入り口の周辺に集まり出した集団があった。五十人に及ぶ男女は皆一律に純白の服に身を包み、目立つ赤いマントを垂らしていた。都市アインザスにおける最大手ギルド『魔金オルガンの竜』である。


    　先頭には、大柄の隻せき眼がんの男が立っている。その傍かたわらには身体からだ中に包帯を巻きつけたクレイドルの姿があった。迷宮に入る冒険者の管理をしていた役人の一人が、ぺこぺこと頭を下げながら隻眼の男へと近づいていく。


    「これはこれは！　『魔金の竜』のギルドマスター、タイタン様！」


    　役人はそう声を掛けてから周囲の目を窺うかがい、やや声を潜めて続ける。


    「……ギルド『精霊の黄昏たそがれ』の四人組が先ほど、アインザス地下迷宮へと入っていきました」


    「ふむ、ぴったりだな。奴やつらが動くのが、ちょうど我ら『魔金の竜』の地下迷宮攻略と被かぶって幸いであった」


    『魔金の竜』のギルドマスターであるタイタンは、役人の言葉を聞いて厳いかつい顔面の口元を歪ゆがませ、白々しい調子で言う。


    「やだなぁ。どうせまた、タイタン様が弱小商会に脅しをかけて、奴らに仕事を発注させたんでしょ？」


    　クレイドルがにやにやと笑いながら尋ねる。その問いを受けたタイタンは、クレイドル同様の品のない笑みを浮かべた。


    「あそこの馬鹿マスター、大喜びで提携に飛びつきおったそうだ。馬鹿な上を持った下は苦労するなぁ。お前たちはその点、恵まれたわけだ。このオレ様の下で働けるのだから！」


    『魔金の竜』のメンバーは、タイタンの言葉を受けて一斉にどっと笑った。


    　オーボック伯爵を後ろ盾だてに持つ『魔金の竜』は、冒険者ギルドだけではなく、商会に対しても大きな影響力を持っていた。商会に脅しをかけて他ギルドの動きをコントロールすることなど、お手のものである。


    　適当なギルドを利用して自分たちが得をするように仕向けることも可能であるし、気に食わないギルドへ仕事を出さないようにしたり、逆に危険な仕事を押し付けて断らせて信用を削そぐことだってできる。それこそが『魔金オルガンの竜』の最大の強みであり、この都市で『魔金の竜』に目を付けられたギルドがまともに活動を続けられない理由でもある。


    「迷宮の中ならば、何が起こっても事故だからな。ガッハッハ！　とはいえ、目撃者が出ても事だ。出くわした奴やつらは、他のギルドでも殺しておけ。なぁーに、変わった魔物でもうろついていたことにすればいい」


    「しっかし、伯爵様もどうして、あんな弱小ギルドを壊滅させておけ、だなんて言い出したんでしょうねぇ」


    「詮せん索さくせん方がよかろう。このタイタン様も、伯爵様には逆らえんからな。おお、怖い怖い」


    　タイタンはガハハと笑い、ややおどけたように言う。クレイドルもそれに追つい従しようして笑った。


    「そう言えばクレイドル、お前が熱を入れていた例の小娘はいいのか？　結局、『精霊の黄昏たそがれ』から出てはおらんようだが……」


    「その話はもういいじゃないですか、ねぇ。どうせぶっ潰つぶすのなら先にちょっとつまみ食いしてやろうと思ってましたけど、ここまで僕に靡なびかない馬鹿女だとはね！　この僕が、あれだけ目を掛けてやったのに！」


    　クレイドルは眉み間けんに皺しわを寄せ、鞘さやごと剣を振るって役人の真横の地面へと打ち付けた。びゅんと風を斬きる低い音が響き、鞘が地面にめり込んで土を飛ばした。


    「ひ、ひぃっ！」


    　役人は驚きのあまり、その場にすっ転んで尻しり餅もちをついた。それから慌あわてて自みずからの耳に手を触れ、無事に耳が付いていることを知ってようやく安あん堵どした。轟ごう風ふうに耳を削そぎ落とされたかのような思いだったのだ。


    「な、な！　何をなさるのですか！」


    　クレイドルは役人の言葉には耳を貸さず、ゆっくりと剣を剣帯に戻しながらタイタンの方へと向き直る。


    「あの女は、いの一番にぶっ殺してやりましょう。あ、僕にやらせてくださいね？」


    　目に憎悪を浮かべ、ぺろりと長い赤紫の舌を口の周りに這はわせる。


    「はっは！　お前のその、割り切りの良さは嫌いではないぞ！」


    　タイタンはひとしきり笑うと『魔金の竜』のメンバーを率い、すっ転んだままの役人を尻しり目めに地下迷宮へと降りようとした。役人が慌ててタイタンへと手を伸ばし、引き留めようとする。


    「ちょ、ちょっと、お待ちくださいタイタン様！　あの、一応……手続きを……決まりですので……」


    　タイタンがぎろりと役人を振り返った。


    「お前如ごときが、オレ様たちの手を煩わずらわせるのか？」


    「もも、申し訳ございません！　タイタン様！」


    　役人は地面に伏したままぺこぺこと頭を下げ、そそくさとタイタンから距離を取った。


    「フン。馬鹿が、それくらいどうとでもしておかんか。オレ様を誰だと思っている？　もう少し若い頃だったら、このまま殴り殺していたぞ？」


    「ハハハ……タイタン様はおっかないなぁ。そうそう、タイタン様、さっきも言いましたけど、あの鎧よろいの奴やつだけは本当に要注意ですよ。油断していたとはいえ、僕が、こんなに手酷ひどくやられたんですから！」


    「そっちも、お前に任せんでいいのか？」


    　タイタンが意地の悪い笑みを浮かべて言うと、クレイドルは引き攣つった愛想笑いで返した。


    「ぼ、僕一人では、少し不安が……。あの、とどめだけもらえたりしませんかね？　奴だけは、いたぶってたっぷりと後悔させてやらなきゃあ気が済まないんで……」


    「駄目だ。鎧男はオレ様が殺す。久し振りに、このオレ様とまともに遊べそうな奴が出てきたのだ。お前たちは、出口の見張りと迷宮攻略に専念していることだな」


    「で、でも！　あいつ！　この僕を馬鹿にしやがって……！」


    「だから、オレ様が仇かたきを討ってやると言っているのだ？　なんだ？　不満かクレイドル？」


    　クレイドルはタイタンに睨にらまれると、口を閉ざして黙り込んだ。


    「返事はどうしたクレイドル？」


    「は、はい……お願い致します、タイタン様」


    「ガッハッハッ！　それでいいわ。このオレ様に歯向かおうなど、考えるなよ？」


    　タイタンに言われ、クレイドルはぺこぺこと頭を下げる。クレイドルは内心面白くなかったが、タイタンに逆らうわけにはいかなかった。そんなことをすれば、どんな目に遭うかわかったものではない。


    「……おい、ゴルバ、ドルミラ。そろそろアレを出せ」


    　タイタンが呼べば、やや太った二人の男がタイタンの横へと移動し、各おの々おのに手にしていた青く光る大きなガントレットを、恐る恐るタイタンの手へ装着させた。クレイドルが目を見張る。


    「タイタン様……まさか、それは……」


    「ああ、魔金オルガンをふんだんに使った合金で造られた、オレ様の特注ガントレットだ。『魔金の竜の鉤かぎ爪づめ』……お前らじゃあ、これを手に着けてまともに振るうこともできんだろう」


    　にやりとタイタンが口元を歪ゆがめながら、装着したガントレットを横に振るって壁へと殴りつける。ギィンと金属音が鳴り響き、周囲に居合わせた者たちは、辺りが揺れたかのような錯覚さえ感じた。


    「そ、そ、そこまでしなくてもいいのでは……」


    「クレイドル……お前がオレ様に、ここまでさせたんだ。大した奴じゃなかったら……わかってるだろうなぁ？」


    「う、うう、ううう……」


    　顔を青くするクレイドルを鼻で笑い、タイタンは迷宮奥への足を速める。それに続いて他の『魔金オルガンの竜』のメンバーたちも通路を進んだため、クレイドルは慌あわててタイタンの横へと駆けていった。
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    「輝石よ、辺りを照らせ！」


    　リリーが唱えると、暗闇だった通路が照らし出される。


    「……こっちは、前の冒険者が通らなかった道みたい」


    　アインザス地下迷宮の壁には光を放つ石（輝石）が埋め込まれており、多少なりとも魔術に心得のある者ならば、魔力を流して辺り一帯を照らすことができる仕組みになっている。まだ光を放っていない輝石があるということは、他の冒険者がしばらく通らなかった通路であることを意味する。獲物の取り合いや、魔術の誤射などの不用意なトラブルを避けるため、そういった道を優先して選ぶことは冒険者の定じよう石せきであった。


    「ランベールさんは、こういった地下迷宮に潜った経験はあるんですか？」


    「昔はよく潜ったものだ。だから輝石などを作用させるための簡単な魔術ならば、俺にも心得がある。もっとも素材の収集というよりは、中に隠れている犯罪者を連れ出すのが主な目的ではあったがな。懐かしい……昔はよく、グリフとどちらが多くオーガを狩れるのかを競い合ったものだ」


    「は、ははは……。確かに英雄グリフ様でしたら、それくらいはしていたのかもしれませんね」


    　フィオナはランベールの発言が、自分でランベールと名乗ったことに合わせた冗談だと考え、笑って返していた。


    （そうぽんぽん狩れるもんじゃないだろ……）


    　ロイドは内心でランベールに突っ込みを入れつつ、呆あきれていた。オーガを仕留めるには、一流の冒険者でも事前に戦略を練り、複数人で討とう伐ばつに当たる必要がある。ロイド、フィオナ、リリー程度の冒険者が三人がかりで挑んでも、ほとんどロクに手傷も追わせられずに全滅することは目に見えていた。


    　アインザス地下迷宮に入ったランベールは魔物たちを薙なぎ倒しながら突き進み、なんと目標であった地下二階層を越えて、あっという間に地下三階層にまで降りていた。


    「はぁぁぁっ！」


    　振るった大剣が、次々に魔物たちを捌さばいていく。近くにはホブゴブリンの死体の山ができていた。


    「ラ、ランベールさん、私たちの目的は地下二階層グリム・ケットで……」


    「な、なぁランベールのおっさん！　これ以上は危険だ！　主に、俺たちの身が……！」


    　ランベールは大剣を担かつぎ、フィオナたちを振り返る。


    「俺は、この迷宮の最奥部まで潜らねばならなくなった。三人で地上に戻れ」


    「さ、最奥部!?　地下四階層は、とんでもない化け物がいて誰も降りたことがねぇんだぞ！　本気で潜るんなら、もっと大手ギルドに入って勝手にやってくれよ！　四人ぽっちで行くようなところじゃねぇんだよ元より！」


    「俺一人で充分だ」


    「んなわけねぇだろうがああああっ！　フィオナ、おっさんをどうにか説得してやってくれ！」


    「いつもお前はそうやって俺を呼ぶが、まだ俺は三十にもなっていない……む？　火の明かりが向こうにあるようだな。またホブゴブリンか？」


    「ちょ、ちょっともう少しゆっくり……」


    　ランベールが一人で先行していると、丁字路になっているところで左右から、ランベールを挟み撃ちにするように二体のオーガが飛び出してきた。


    「ランベールさん！」「あ……」


    「だから言ったじゃねぇか、おっさぁあああんっ！　地下三階層奥には、オーガが出るんだよ！　出ちまうんだよおおおおっ！」


    　三人が慌あわててランベールを追いかけた。さすがのランベールとはいえ、オーガ二体相手にどうにかなるわけがないと、三人ともそう思ったのである。


    「む……狭いところで、面倒な」


    　言うなりランベールは横持ちに大剣を構え、姿勢を低くした。二体のオーガが、同時に地面を蹴けってランベールへと飛びかかる。その瞬間にランベールも地面を足で蹴り、その場で独こ楽まのように回転した。


    「はぁああああああっ!!」


    　オーガが飛びかかってきた勢いを利用し、双方の腹部を深々と大剣で斬きり裂く。剣の触れた迷宮の壁が、火花を上げながら砕け散る。


    「グオオオオオオッ！」「ウォオオオオオオッ！」


    　オーガが怯ひるんだ隙すきを突いて片方の首を大剣で飛ばし、逆側のオーガの頭を大剣の腹で叩き潰つぶす。二体目に辛かろうじて息があったため、鎧よろいの重さを込めた回し蹴りで追撃し、身体からだを弾き飛ばした。


    「……え？」


    　フィオナたちは目前の光景が信じられず、目を点にしていた。


    「む？　ロイド、伏せろ」


    　ランベールはフィオナたちを振り返り、ロイドと目を合わせてから大剣を振り上げた。


    「は？　……うぉぉおっ！」


    　突とつ如じよ、ランベールが大剣をぶん投げる。寸前のところでしゃがんで避けたロイドの真上を綺き麗れいに地面と平行に投げられた大剣が飛んでいき、背後から忍び寄ってきたホブゴブリンの頭をすっ飛ばした。頭部を失なくしたホブゴブリンの身体からだはよたよたと千鳥足で三歩前後し、棍こん棒ぼうを手から滑り落とすと、迷宮の床に崩れ落ちた。


    「お、おっさんに気を取られてて気づかなかった……」


    　ぺたり、ロイドがその場にへたり込んだ。ランベールの投げ付けた大剣は、曲がり角のところまでまっすぐ飛んでいき、壁に先端を埋めていた。ロイドはそれを見て、改めて強さの次元の違いを感じていた。


    「……なぁ、俺たちだけで二階層まで戻った方がよくないか？」


    「私も、そー思う」


    「でも私、ここまで来たのは初めてなので、少し興奮が……。三階層って、こういう造りになっていたのですね」


    　身の危険を心配するロイドとリリーに反し、フィオナは今までに足を踏み入れたことのなかったアインザス地下迷宮の地下三階層に興奮していた。彼女は元々、冒険がしたくて冒険者になったのだ。未開の地へと進めるような貴重な機会は、滅多にあるものではない。


    「フィオナ、たまにとんでもなくズレたこと言いだすよね……」


    「あのおっさんは別格だ。付き合ってたら、マジで命何十個あっても足りねーよ。いいな？　さすがにもう帰るぞ」


    　フィオナはランベールをこのまま残すことには反対だったが、そのランベール本人の意志は覆くつがえりそうには思えない。おまけに彼があっさりとオーガを叩き伏せてしまったため、説得の言葉も思いつかなかった。付いていっても足あし手で纏まといにしかならないことも明らかである。それに、安全に地下二階層へと引き返せるのは今のうちである。


    　フィオナはしばらくランベールの方を見てあれこれと思案していたが、ふーと諦あきらめたように深く息を吐ついた。


    「ランベールさん！　地下二階層に昇った階段近くで待っていますから、無茶はしないでくださいね！」


    「わかった」


    　ランベールは短く答えた後、オーガの死体を踏みつけて曲がり角の先へと消えていった。ロイドはオーガの死体にくっきりと残った足形を遠目に見て、目を細めた。


    「……あの鎧よろい、どれだけ重いんだよ。オーガと合流したら全滅しちまうし、とっとと二階層へ戻ろうぜ」


    　ロイドの提案で、三人はランベールの荒らした魔物の死し骸がいの並ぶ道を駆け足で引き返した。


    「改めて見ると、ほんと凄すさまじいな。あのおっさん、本当に人間か？」


    　ロイドが呟つぶやくのを、フィオナは苦笑しながら聞いていた。と、そのとき、不意にリリーの足音が途切れた。


    「……あれ、どうしました、リリー？」


    　フィオナとロイドが振り返れば、リリーは顔を顰しかめて壁へと耳を当てていた。


    「おかしい。誰か、来る。人数は……四、以上。この辺りは輝石もそうだし、分岐路も多いから、普通は道なんて被かぶりっこないのに……」


    「は、はぁ!?　だいたいランベールのおっさんがホブゴブリンの死体その辺に放置してんだから、すぐに冒険者が荒らした直後だってわかんだろ。合流したら余計な揉もめごとになるかもしんねーってんのに……」


    「……そういう揉めごとを起こしたい人なのかも。三階層をうろついてる冒険者を狙ねらった強盗だったら、かなりの腕利きとしか」


    「う、嘘うそだろ!?」


    　こうなってしまうと、怖いのは魔物ではなく人間である。悪意を持って、何者かが後を追ってきている。下へ手たすれば、オーガ二体と鉢合わせするかもしれないようなこの地下三階層で、である。かなりの実力者であることは間違いない。


    「ど、どうするよ？　なぁ！」


    「……このままじゃ、かなり、まずいかも」


    　ロイドは顔を赤くし、リリーは顔を真っ青にしていた。フィオナは目を瞑つぶってしばし考えた後、振り返ってランベールのいる道へと指をさした。


    「ランベールさんを追いましょう！　彼が通った後ならば、魔物は少ないはずです。魔物との戦いになれば、追いつかれる時間もいくらかは遅れるはず……。恐らく強盗は、私たちの手に負える相手ではありません！」
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    　ランベールたちを追跡していたのは、無論『魔金オルガンの竜』の連中である。彼らは『精霊の黄昏たそがれ』の一行を殺すべく、彼らがいるはずのアインザス地下迷宮地下二階層を人海戦術でしらみつぶしに捜していた。しかし、それでも見つからなかったため、一部の冒険者を階段付近に見張りとして残し、地下三階層へと進んでいた。


    　本来、商会が『精霊の黄昏』に急せかしたはずのグリム・ケットの毛皮は、地下二階層で手に入る物なのである。そのため彼らは、ランベールたちが地下二階層で狩りを行っているはずだと、『魔金の竜』のギルドマスター、タイタンはそう考えていた。


    『魔金の竜』は五十人で地下迷宮を訪れていたが、分散して五人一隊を基本形として行動しており、タイタンとクレイドルは同じ隊で行動していた。


    「おい君たちィ、目立つフルプレートアーマーの馬鹿は見なかったかなぁ？　二階層にいなかったから、この三階層にいるはずなんだけど？」


    　クレイドルたちは他のギルドの冒険者と顔を合わせては、高圧的に聞き込みを行っていた。


    「し、知らない！　それよりも、俺の仲間が重傷で……すいません、誰かっ！　白魔術を使える人はいませんか！」


    　クレイドルが質問をしている相手は、ギルド『青い翼』の三人組パーティーであった。古株の剣士カスパルと、その弟子であるハンス、そして魔術師のリリスがメンバーである。リリスが魔物の毒を受けて負傷して意識を失い、急いで運び出そうとしているところを、クレイドルたちと出くわしたのだ。


    「あっ、そー……ウチのギルド、悪いけど仕事中に他よ所そのギルドに手を貸すのは規約違反だからさー。ほら、僕たち、仕事に一いち途ずっていうか、根が真ま面じ目めっていうか。ね、タイタン様」


    「うむ、申し訳ないがそういうことだ」


    　クレイドルとタイタンは、ニヤニヤと笑みを浮かべながら男の懇願に答える。


    「ひ、人の命が懸かっているのに、ですか！」


    「……こいつらは、こういう奴やつらだ。諦あきらめるしかない。だったらせめて、道の邪魔だけはしないでくれ！」


    　ハンスが彼らにくってかかるが、リーダー格のカスパルがそれを止める。


    「ひっどいですわねぇ……。ちょっとくらい、手助けしてあげたっていーじゃありませんこと」


    　クレイドルの後ろから、細長い杖つえを手にした女が姿を現す。彼女も『魔金オルガンの竜』のメンバーの一人であり、名前をアンジュといった。アンジュには白魔術と黒魔術、どちらにもそれなりの心得があった。


    「毒を簡単に楽にする魔術なら使えるわよ」


    「た、頼む！　このまま連れ帰っても、手遅れになっちまいかねねぇ」


    「炎よ、焼き払いなさぁい！」


    　アンジュが、毒で気を失っているリリスへと杖先を向けた。即座に胸元に赤い光が集まって発火し、その火はあっという間に身体からだ中へと燃え広がっていく。彼女に肩を貸していたハンスにまで燃え移った。


    「な、何を！　は、早く消せっ！　水を！　ふ、ふざけるなぁっ！」


    「あはははははは！　楽になったでしょ？　これで楽になったでしょ、ねぇ？」


    　アンジュは彼らを馬鹿にするように笑う。


    「こんなことして、どうなると……！」


    「面白いねぇ、君たち。まだ生きてこの迷宮から出れると思ってるんだ」


    　クレイドルが二人を嘲ちよう笑しようする。


    「なっ!?　お、お前、何を言っているのかわかってんのか！　俺らに手を出したら、『青い翼』が黙ってな……」


    「それは怖いねぇ！　で、どうやって報告する口が残るのかな？」


    　ハンスは愕がく然ぜんとした目でクレイドルを見た。


    「ちぃっ！」


    　カスパルが、剣を抜いて即座にクレイドルへと斬きりかかった。クレイドルは身を引きながら同時に剣を鞘さやから抜き、カスパルの顔の前を、円を描くように剣を振るって牽けん制せいした。


    　出で端はなを挫くじかれたカスパルが、間合いを取り直そうとして後ろへ退く。クレイドルはそこを狙ねらい、大きく引いた剣をまっすぐに突き刺す。剣先が吸い込まれるようにカスパルの胸部へと向かい、そのまま貫いた。


    「がッ……」


    　即死である。クレイドルはぺろりと舌舐なめずりをしてから剣を引き抜いた。


    「うわ、ざぁっこぉ」


    「な、なな……な……なんで……どうして、こんなことを……？」


    　残されたハンスは、何が何やらわからぬままその場にへたり込んでいた。


    　毒を受けて気を失っていたリリスは彼のギルドの後輩であり、片想いの相手であった。カスパルは彼のギルドの先輩であり、剣の師であった。どちらとも仲が良く、今日は利益を求めていうよりも、後輩に先輩の実力を見せる意味で地下三階層へと潜っていた。


    　オーガと出くわしてもすぐ逃げ切れる浅い部分を探索し、早めに引き返すつもりであった。こんなことになるなどと、地下迷宮に入ったときには、まったく考えていなかった。


    　冒険者は突発的な死を迎える可能性が高い。その認識はあった。だが、決して今日ではないと思っていた。自分ではないと思っていた。


    「なんで……ね。馬鹿なのかな、君は。楽にしてほしいって言ったから楽にしてやってさ、そっちが剣を抜いたからこっちも振らざるを得なくなっちゃっただけじゃん。全部そっちのせいじゃん？」


    「……は？」


    「顔怖いなぁ、そんなに怒んないでよ、冗談だよ、冗談……。なんでかって聞いたね？　それはね、迷宮の中で誰をどう殺そうが、実質的に罪にならないからだよ。ほとんど証明不可能だし。だったらさ、さくっとやっちゃった方が得じゃない？」


    「こ、この……！」


    「よっとおっ！」


    　タイタンがガントレットを装着した拳こぶしで、ハンスの顎あごを打ち抜いた。ゴギッと骨の砕ける音が響き、衝しよう撃げきで目玉がでろりと前へと零こぼれ落ちる。ハンスは顔面から血を垂らしながらその場へとぐにゃりと倒れた。


    「ちょっとタイタン様、僕の獲物だったのに……」


    「話が長い。とっとと済ませろ」


    「だって、あいつら全然見つかんなくって、イライラしちゃったんですもん。あ、死体ってこのままで大丈夫です？」


    「どうせゴブリンが喰くい荒らしてぐちゃぐちゃになるからいいんだよ」


    　クレイドルたちは荷物をひとしきり荒らした後、その場を離れた。距離を置いた瞬間、飢えたゴブリンがどこからともなく現れ、死体を喰い荒らし始める。


    「あいつら、ダンジョン内で騒ぎが起きたら聞きつけてくるからな。オレ様たちが死体を作るのが好きなのがわかってるんだろう」


    　タイタンが笑いながら言う。


    「しっかし、あいつら、どこ行ったんでしょうね。これだけ捜しても見つからないなんて……」


    「かなり奥まで潜っているのかもしれん、久々に興奮してきたわい。クック、『魔金オルガンの竜の鉤かぎ爪づめ』を持て余すことはなさそうだ」


    「僕としては、それを聞いて安心しましたよ……」
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    「ランベールのおっさん、足速えよ……」


    「……あんなに重そうな鎧よろい、装着してるのに」


    　ロイドが愚痴を零こぼせば、リリーもがっくりとしたように肩を落とす。リリーは半身だけ振り返って後方を睨にらみ、長いローブの袖そでで額の汗を拭ぬぐった。


    　フィオナたち一行は、地下三階層奥へと消えたランベールを追って必死に走っていた。しかしこの階層ではオーガが一番強い魔物であり、それもそう多く生息しているわけではない。ランベールの足止めをできる魔物はほとんどおらず、彼はフィオナたち一行を置き去りにどんどんと先へ先へと向かっていた。


    「リリー、追ってきている方たちはどうですか？」


    「魔物に結構、気を取られてるみたい。でも、後ろの道を確実に潰つぶしながら動いてる。数もかなり多いし、私より感知ができる人もいそうかも。ただの盗賊だとは思えない。裏ギルド……なのかな」


    「どうにか撒まいて逃げるというのも、難しそうですね。とりあえず今は、ランベールさんが通ったであろう道を追いかけていくしか……」


    　派手に斬きり殺された魔物の死体が残っているので、ランベールを追うこと自体は難しくなかった。時折魔物が他の魔物の死体を喰らっている場面には遭そう遇ぐうするが、そういった魔物はフィオナたちをちらりと遠目に牽けん制せいしつつも、死体の方に熱心で彼女たちへと襲いかかってくることはなかった。彼女たち一行は三階層を駆け抜けて、やがて開いたままにされていた大きな扉の前で足を止めた。その先をゆっくりと覗のぞき込んで、顔をさぁっと青あお褪ざめさせた。扉の奥は、更なる地下へと続く大きな階段となっていた。


    「お、おい冗談だろ……」


    　ロイドが顔を引き攣つらせる。地下四階層は『黒い影のような形を変える魔物』が守っており、このアインザス地下迷宮が発見されて以来ただの一度もそこを乗り越えた冒険者はいないという、曰いわくつきの場所である。ロイドたちのような二流冒険者が足を踏み込んでいい所では決してないのだ。


    「……本当に、地下四階層まで降りたの？　降りてしまったの？」


    　リリーも呆ぼう然ぜんと、開きっぱなしにされた扉の隙すき間まを見つめる。


    　ランベールとて協調性がないわけではない。現代の常識がまるで身についていないために時折奇行と判断され得る行動を取ることはあるものの、空気が読めないわけでもない。今日はフィオナたち一行に合わせるつもりであったし、彼女たちの反応から地下四階層に行きたがっていないことは重々承知していた。


    　しかしランベールは、賢者ドーミリオネの紋章を見つけた手前、引き返すわけにはいかなかったのだ。ここが賢者ドーミリオネの研究施設だというのならば、危険な魔術式や兵器が地下に眠っていてもおかしくはない。ランベールとしては、それらを決して明るみに出すわけにはいかなかった。一刻も早くに見つけ出し、自みずからの手で処分する必要がある。そのためフィオナたちを早々に帰し、自分だけでこっそりとアインザス地下迷宮を攻略するつもりでいたのだ。


    「む、無理だろ!?　さすがに無理だろこれ！　え、ほ、本当にこっちに行っちまったのかよランベールのおっさんは！」


    「でも、ランベールさんだったらどうにかしてしまいそうな気も……」


    「ギルド『魔女の燭しよく台だい』が二十名がかりで入って、誰一人帰ってこなかったって事件が以前にあったのを知らないわけじゃねぇだろ!?　小人数で無計画に突っ込むところじゃねぇんだよ！」


    　ギルド『魔女の燭台』は少し前まで都市アインザス内において三番目に大きなギルドであった。優秀な魔術師が揃そろっており、単に冒険者ギルドとしてではなく、魔術研究団体としてもレギオス王国全土に名を知られていた有名なギルドであった。


    　とはいえそれは、もう過去の栄光に過ぎない。『魔女の燭台』は半年前に大掛かりなアインザス地下迷宮の地下四階層攻略に乗り出し、万が一の時には早々に撤退する準備まで進めていたにも拘かかわらず、誰も帰ってくることはなかった。幹部の過半数を欠くことになった『魔女の燭台』はその後ギルド解体へと追い込まれた。


    「俺は行かねぇぞ！　行かねぇからな！　ひ、引き返すんだ！　どっかに隠れて……そうだ、他の魔物に便乗して突っ込んだら、案外抜けられるかもしれねぇ！」


    　ロイドは頑かたくなに地下四階層以外の助かる道を模索していた。そのとき、目を瞑つぶって杖つえを立てていたリリーが、杖を降ろしながら目を開けて、ゆっくりと首を振った。


    「……例の奴やつら、複数の通路からこっちに来てる。このままじゃ、確実に包囲される。考えてる時間も、あんまりないかも」


    「は、はぁ!?」


    　フィオナは呼吸を整えてから二人へ振り返った。小さく頷うなずいてから剣を抜いて手に構え、二人の確認を取ることなく地下四階層の階段へと走る。


    　もはや話し合っている猶ゆう予よはない。フィオナは結論を言葉でロイドに説得するよりも、行動で示した方が今はいいと判断したのだ。リリーもフィオナの決断を見て、即座に彼女の後を追いかけ始めた。


    「あっ!?」


    　ロイドが手を伸ばすがリリーへは届かない。ロイドは階段の正面に立ち、駆け下りていくフィオナとリリーを見て、がっくりと肩を落とした。それからだんっと乱暴に床を踏みしめる。


    「くそっ、くそぉっ！　行けばいいんだろ、行けばよ！」


    　こうしてフィオナたち三人は、半ばやけくそで階段を駆け下りて、ランベールのいる地下四階層へと向かった。


    　階段を下りた先は大部屋となっていた。すでにランベールが輝石を反応させた後らしく、辺りはすっかりと明るくなっている。


    　ここまでは朽ち果てた古い遺跡そのものといった内装であったのだが、地下四階層は今までとは気色が変わっている。古風であり年季は感じるが、三階層までと比べれば随分と綺き麗れいなものであり、やや管理不足の宮殿といった調子であった。


    　壁には細かい模様があれこれと彫られている。模様は遠くから見れば綺麗なものとしか映らないが、近づいて見れば、手のような花弁が伸ばされた花であったり、片目だけ大きな魔物であったり、割れた卵から翼が見えているようなものであったりと、とにかく不気味なものばかりであった。床には、足首まで濡らす程度に浅い水が張られている。


    　フィオナたちは困惑していたが、ランベールの姿がすぐに見つかったためいくらか安あん堵どした。ランベールは、大きな広間の真ん中で棒立ちになり、剣をだらんと構えていた。


    「ランベールさん？」


    　フィオナが近づこうとしたとき、ランベールへと勢いよく黒い影が飛んでいくのが見えた。恐ろしく速い。ほぼ目視できない速度で、ランベールの横を駆け抜けていく。


    「あ、あれが、噂うわさの……」


    　地下四階層の死神と恐れられる、『黒い影のような形を変える魔物』に間違いなかった。


    「ラ、ランベールさん、無茶です！　戻ってきてください！」


    　ランベールを目がけて、黒い影が再び飛ぶ。それに応じ、ランベールが神速で大剣を振るう。影は真っ二つに切断されて黒い飛ひ沫まつをあげながら地面へと落ちた。大剣の衝しよう撃げきで周囲の水が跳ね上がる。


    「きゃあっ！　や、やりましたか!?」


    　だが黒い影の断片の片割れは、地面に落ちるとすぐに再び跳ね上がってランベールへと迫った。


    「そ、そんな、死なないなんて……！」


    「おっさん！　逃げてこい！」


    　ランベールは大剣を最大まで振り上げて、腹の方から斜めに一気に振り下ろした。黒い影が、ランベールの大剣に押し潰つぶされてパァンと弾けるような音が鳴った。


    　水みず飛沫しぶきが上がり、ランベールの姿が見えなくなる。飛沫が収まると、黒い影の姿はもうなくなっていた。


    「こ、今度こそ、やったのですか……？」


    　ランベールはその場にしゃがみ込み、手に潰れた内臓のようなものを掴つかんで持ち上げた。


    「スライムだ、これが核だな。少しばかり素早かったので驚かされた」


    「あ……一応、驚いていたのですね」


    　フィオナからはランベールがただ単に冷静に叩き潰したようにしか見えなかったのだが、一応は驚いていたらしいと聞いて、なんとなくほっとしていた。


    （あんなに化け物じみた強い人でも、驚くことがあるんだ……。やっぱり、同じ人間なんですね。ちょっと安心しました）


    　否、アンデッドである。


    「お、おっさん、そ、それ、突然変異したスライムなのか……？」


    「いや、俺は人の手で改造されたスライムだと睨にらんでいる。普通のスライムならば、核でないにしろ身体からだの半分を失えば、しばらくは運動機能が大幅に低下する。即座にそのままの速度で跳ね上がることができるというのは、突然変異と捉とらえるのにはどうにも都合がよすぎる」


    　ランベールの言葉に、リリーが目を見開いた。


    「そ、そんな！　魔物を造るなんて、神や悪魔のような領分……」


    「そこに足を踏み入れた愚か者がいたのだろう。これよりももっと危険なものが隠されているかもしれん以上、俺は退くことはできん。このレギオス王国の未来のためにも、あのような魔物を放置しておくわけにはいかぬ。一刻も早く処分せねばならん」


    　ランベールは大剣を地面に下ろし、フィオナたちへ振り返った。


    「お前たち、なぜついてきた。戻れと言ったであろう」


    「いえ、後ろから妙な連中がつけてきていたようで……その……」


    「……ああ、そのせいか」


    　ランベールもアンデッドの特性で、動物の生命力を感じることができるため、彼らの位置は把握していた。何か妙な連中が、散らばりながら迷宮内を進んでいる、と。だが、取るに足らない相手だろうと考えていたため、さほど警戒してはいなかった。それよりも賢者ドーミリオネのことで頭がいっぱいであったのだ。


    「もう少しでこっちの用は片づける。それまで俺から離れるなよ」


    「こ、心強い……」


    　ロイドは、こともなげにあっさりと言ってのけたランベールの力強さに驚かされた。正体不明の魔物が生息するダンジョンの中に立ち、戦力不明の敵が集団でこちらを包囲しようと動いているというのに、ランベールからは一切の恐怖や驚きの感情が窺うかがえない。


    「すいません、御迷惑をおかけします……」


    「構わん。俺も少々気が立っていて視野が狭くなっているよう……む？」


    　ランベールは途中で言葉を区切るとすっとリリーへと飛びかかり、彼女の肩を掴つかんで逆の手でリリーの顔の横を殴り抜いた。


    「きゃあぁぁぁぁぁっ！」


    　普段口数が少ないリリーもこれにはさすがに悲鳴を上げた。彼女の髪が、ランベールの拳圧で乱れる。ランベールが引いた腕は黒い液体に濡れており、その手には例のスライムの核が握り潰つぶされていた。


    「下の水の中に潜んでいるものもいるようだ。待機状態に入っている間は、気配も掴みにくい。固まって動いた方がよさそうだな」


    「…………」


    　リリーがこくこくと無言で二度頷うなずいた。ランベールは周囲に意識を張り巡らせながら、先へ先へとまた歩いていく。


    「ランベールさん、一いつ旦たん地上、上がってほしい……」


    　リリーがランベールの背へと声を掛ける。ランベールは半身ほど振り返ると、小さく首を横に振ってまた前へと向き直った。


    「悪いが、ここに踏み込んだのを、迷宮の主に悟られている可能性がある。今時間を与え、万全の準備に出られては、まず突破することは不可能だろう。奴やつの意志を継ぐ者がいるのか、単に研究所を利用している奴がいるのか、ただ魔物が暴れているだけなのかはわからんが……最悪を考えれば、今日の間に終わらせてしまいたい」


    　言い終わると、再び進路へと歩み始めた。


    「これ……戻った方が、生還率高いかもしれねぇな……」


    　ロイドはランベールの背を眺めながら、半ば諦あきらめたようにそう呟つぶやいた。
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    「まさか、地下四階層にまで奴らが踏み込んでいるとはな……」


    『魔金オルガンの竜』のギルドマスター、タイタンは、四階層の大部屋の中でそう呟いた。唖あ然ぜんと立ち尽くして後ろに控えている部下たちをその場に待機させたまま、クレイドルを連れて大部屋の中央へと向かい、そこに落ちていた潰れた臓物を彼に拾い上げさせた。ランベールの叩き潰したスライムの核である。


    「タ、タイタン様……まさかこれが、正体不明の魔物なんじゃあ……」


    「にわかに信じがたいことだが、その鎧よろいの男が処分したと見て間違いなかろう。オーガがばっさりと斬きられている死体を見て驚いたが……なるほど、想像以上の男だったらしい」


    　タイタンはそう口にすると、にたりと笑った。


    「黒い化け物を警戒していたが、オマケの弱小ギルドの方が、とんだダークホースだったわけだ！」


    『魔金オルガンの竜』の冒険者たちが困惑している中、タイタンだけは、久々に本気が出せそうだと歓喜していた。


    　タイタンは生まれついての戦闘狂であった。大きな身体からだに、圧倒的な膂りよ力りよく。数いる一流冒険者の中でも、力勝負でタイタンに勝てる人間など滅多にいるものではない。


    『魔金の竜』に入って『魔金の竜の鉤かぎ爪づめ』を手に入れて以来、まさに鬼に金棒であった。ただ一つ彼が満足していないことは、その『魔金の竜の鉤爪』を振るって戦うに値する相手が、魔物程度しかいないことであった。


    　だが戦いの花形は、やはり魔物相手より人間相手であると、常々タイタンは考えていた。互いのそれまでの鍛たん錬れん、戦いの駆け引き、勝利の余よ韻いん。魔物相手と人間相手では、それらがまったく異なる。


    「上に残してきた見張りが十人、こっちにいるのが四十人ちょっとか……。クレイドル、お前はオレ様についてこい。奴やつをバラバラにするところを見せてやる。後は、魔物除けに三人ほど来い。残りは三つに分かれて別方面の探索を進めておけ」


    「ぼ、僕たち、五人だけですか!?　もうちょっと連れていった方が……」


    　クレイドルがやや引き攣つった媚こび笑いを浮かべながら、タイタンへと提案する。


    「オレ様一人で十人分だろうが。ああ？　文句あるのか？」


    　タイタンから睨にらまれ、クレイドルはこくこくと頷うなずく。


    「そそ、そうです……はい……文句ありません……」


    　タイタンはハンッと鼻を鳴らす。それから魔術師であるアンジュへと目を向け、くいっと顎あごを上げる。


    「はい、は～い」


    　アンジュは頷き、手にしている杖つえを掲げる。


    「足跡よ、浮かび上がりなさぁい！」


    　部屋内に浅く張り巡らされている水面に、すうっと光る足跡が浮かび上がる。短時間内に通った者の足跡を光で示させる魔術である。


    「やはりこっちで間違いなさそうだな。アンジュよ、偽装の痕こん跡せきは？」


    「これっぽっちも」


    　アンジュは親指と人差し指の先端をくっ付けて、おどけた風にそう返した。


    「クク……すぐにはくたばってくれるなよ、鎧よろい男。オレ様を楽しませてくれ」


    　タイタンはクレイドルとアンジュを含めた四人の部下を連れて、通路の先へと進んだ。


    



    　タイタンに残された『魔金オルガンの竜』のメンバー三十人は、ギルドマスターである彼の言葉に従ってそれぞれ十数名に分かれて三つの隊を編成し、別の通路を選んで探索を開始した。


    　その三つの隊の一つの長を任された『魔金の竜』内で第三位の実力者を持つエメリッヒは、部下を先頭に立たせ、自分は悠々と女と肩を組んで進む。


    「おらおら、とっとと行け。お前ら新人は、盾たてになるのが役目だろうが！　ひゃははは！」


    　エメリッヒは剣の腕は確かなのだが、女好きと酒好きの悪癖が元でよくトラブルを起こす、『魔金の竜』の中でも問題人物であった。


    「もっと走れよ。メンドくせぇなぁ」


    「エメリッヒさん……でも、どんな罠わながあるのかわかりませんし……。感知の魔術で細かく確認しながら進んでいると、どうにも……」


    「はい、俺に口答えしたぁー！　おいお前、ちょっと来い！　根性付けてやる！」


    　エメリッヒは言いながら、鞘さやから剣を抜いた。鞘から抜いた剣は赤々と剣身が輝いている。魔力を持つ鉱石、魔鉱石を利用して造られた剣であり、鞘に収まっている間に環境内の魔力を吸収し、熱として放出する力があった。


    　エメリッヒは肩を抱いていた女から離れ、一番近くにいた冒険者の襟首を掴つかみ、顔の近くへと赤々と燃える刃を近づける。


    「すす、すいません。そんなつもりじゃ……え、え？　ちょ、ちょっと、冗談ですよね……？　あの、エメリッヒさ……あっ、あああああああっ！」


    　高熱を放つ剣の腹を、そのまま部下の顔へと縦に押し当てる。ジュウッと肉の焼ける音がした。剥はがした剣に焦げ付いた皮ひ膚ふが貼りついたのを、引っ張ってちぎる。部下は顔を押さえながらその場に突っ伏し、口から吐と瀉しや物ぶつを吐き出した。


    「悪い悪い、寸止めのつもりだったんだがな。オラ、こうなりたくなかったらとっとと先へ行くんだよ。俺に恥をかかせるつもりか！」


    「ひっ、ひい！」


    　部下たちが走って先へと行くのを見て、エメリッヒは満足げに笑った。


    「ぶわはははは！　迷宮で死んだらギルドの慰い霊れい碑ひに名前が残せるぞ！　悪かねぇだろう？　最高の名誉だろうが！　なんだ、嫌なのか？　お前らはそんなに意識が低いから、俺のように強くなれねぇんだよ。なぁ、カルミラ……あ？」


    　背後にいる女の名前を呼んで振り返ると、彼女の首がごとりと床に落ちるところであった。水面にぱしゃりと落ちる。その顔に生前の美しさはなく、恐怖に歪ゆがんでいた。そして彼女の頭部があった首の断面の上には、黒いスライムが乗って身体からだを垂らしていた。


    　それを見てエメリッヒは理解した。黒いスライムは水面の下に潜ひそみ、こちらの背をずっと狙ねらっていたのだ、と。部下たちを先に立たせたのは大失敗、逆効果であった。


    「うおおおおおおっ！　なんでこっちに！　なんでこっちに来るんだよおおおっ！」


    　エメリッヒは雄お叫たけびを上げながら、抜いたままの剣を黒いスライムへ突き刺そうとし、途中で思い留とどまってカルミラの身体を蹴けり倒しながら大きく退いた。


    　今までに『魔金オルガンの竜』が集めた情報では、地下四階層に出没する黒いスライムは動きが直線的であるため、距離を充分に取り、黒スライムの標的でない他の者が横からカウンターを狙えば、対処することができるはずだ、という話だった。


    　エメリッヒはそれを思い出し、今はとにかく離れることを優先したのだ。距離を置いてから剣を構え、死体の身体の上を這はっている黒いスライムを睨にらむ。


    「ク、クソッ！　お前らぁっ！　いるじゃねぇかよお！　感知しろよ馬鹿が！　何のために来てるんだドシロートか！」


    　迷宮四階層の死神・黒いスライムは、水面下への潜伏間はほとんど感知することができない。緻ち密みつに時間をかけて感知を行えば違和感を覚えることはできたかもしれないが、それをさせなかったのはエメリッヒである。


    「ぼさっとしてんじゃねぇ、早く戻ってこ……」


    　エメリッヒは、尻しり目めで部下たちの様子を確認した。部下たちは、既に悲鳴を上げながら先へ先へと逃げているところであった。


    「お前らぶっ殺すぞ！　戻ってこい！　クソッ！　クソッ！　地下四階層の黒い番人は、さっき潰つぶれてたアレじゃないのかよ！　二体もいやがったのかよ！」


    　エメリッヒは黒いスライムへと剣を向けながら、一歩、また一歩と退いた。黒いスライムは死体の捕食を続けているようだったが、急にぴくりと身体を震わせると、エメリッヒへと飛びかかってきた。


    　しかし、相手の位置はわかっている。相手が速いことも想定済みであり、直線的な動きしかできないことも知っている。充分に間合いも取った。


    　エメリッヒは後ろに跳びながら、剣を前へと突き出した。剣は見事に黒いスライムを貫いた。剣の熱が黒いスライムを焦がし、腐乱臭の漂う煙を上げた。


    　エメリッヒはそのまま剣を下へと振り抜き、叩き落とそうとした。だが、身体に大きな切れ目が入ったにも拘かかわらず、黒いスライムはそのままエメリッヒへと向かう速度を落とさなかった。


    「え……？」


    　黒いスライムが、エメリッヒの胸へと飛びかかる。


    「が、あがあああああっ！」


    　服が溶け、胸に劇物をかけられたかのような痛みが走る。あまりの苦しさにエメリッヒはのた打ち回って吠ほえていたが、自みずからの胸部へと目を落とすと恐ろしさのあまりに声が出なくなった。黒いスライムの半透明の身体の奥に、自らの皮ひ膚ふが溶かされて胸骨が露出させられているのがうっすらと見えたからである。もう、自分が助からないことは明らかであった。


    「あああ……」


    　エメリッヒはその場に仰あお向むけに倒れた。薄れゆく視界の中、目線の先に二体の黒いスライムが、水面から頭を覗のぞかせながら、自分へと向かってくるのが見えた。


    （こ、こんなに、うようよしてたのかよ……）


    　そこでエメリッヒの意識は途切れた。三体の黒いスライムは二人の冒険者の死体を適当に喰くらい漁あさった後は、再び水面に潜って逃げた冒険者たちの追跡を始めた。


    



    　彼らとは打って変わり、タイタンたちの探索はあっさりとしていた。


    「いっぱい例の魔物の亡なき骸がらっぽいものが落ちてますね。一体じゃなかったんでしょうか？」


    「噂うわさほど強くないのかもしれんな。まぁ、そんなものはもはやどうでもよかろう」


    　ランベールの通った道の後には、黒いスライムの死し骸がいしか残っていなかった。生き延びた黒いスライムも、すでにランベールの通路からは逃げ出していたのだ。


    「『魔女の燭しよく台だい』はこんな奴やつら相手に全滅したんですか。なっさけないですねぇ、こんなとこ、僕たちなら五人もいたら超余裕で完封できますよ」


    　クレイドルは水面に浮いているスライムの内臓の切れ端を眺めながら、口元を押さえて笑っていた。当然彼らはまだ、『魔金オルガンの竜』の三番手の実力者であるエメリッヒが黒いスライムに惨ざん殺さつされたことなど、知る由よしもなかった。
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    　ランベールはフィオナたちを引き連れ、地下四階層の探索を続けていた。ランベールは後ろ手でフィオナたちに立ち止まるよう指示を出すと、通路を駆けて大剣を振りかざし、床へと勢いよく突き立てた。全身に力を込めて、アンデッドの瘴しよう気きを垂れ流しにする。


    「お、おっさん、何を……ひっ!?」


    　ランベールがロイドを目で『止まっていろ』と牽けん制せいする。睨にらまれたロイドは、アンデッドの瘴気を強烈に感じ、大きな化け物にぞわりと背中を舐なめられたかのような悪お寒かんを覚えて剣を手から落とし、その場で腰を抜かした。ロイド同様にランベールに近づこうとしていたフィオナも、びくりと身体からだを震わせて足を止める。


    　ばしゃんと、三つの音が響く。同時に、ランベールを囲んだ三方向から三体の黒いスライムが現れた。彼のアンデッドとしての瘴気にあてられて興奮し、飛び出してきたのだ。ランベールがアンデッドの特性である生体感知によって黒いスライムが潜伏している気配を感じ取り、あえて瘴しよう気きを強めて誘おびき出したのである。


    「さ、三体いる!?　囲まれています、ランベールさん！　死角に一体！」


    「うおおおおおおっ！」


    　高速で飛び交う黒いスライムを、ランベールがそれ以上の速さで切断する。大剣を振るって巻き起こった暴風が他のスライムの動きを阻害し、鈍ったところへと容よう赦しやなく次の斬ざん撃げきを加える。勝負自体は二秒とかからなかった。だが、その間にランベールが大剣を振るった回数は、軽く十回以上にも及んでいた。


    「きゃあっ！」


    　あまりの衝しよう撃げきに、距離を置いていたフィオナたちが悲鳴を上げながらその場に伏せた。暴風が落ち着いてから、ばらばらになったスライムの核が辺りの壁に飛び散る。


    「ふむ……目が慣れてきたな。しかし、少々過剰反応しすぎたか。核の位置もだいたいわかってきたし……次は五振りもあれば充分か」


    「……そ、そうですか」


    「すまないなフィオナ、水を飛ばし過ぎた。衣服が濡れただろう」


    「お、お気になさらず……」


    「一応、俺とリリーにも水飛んだんだけどな……あ、いや、謝れってわけじゃねぇんだけど！」


    　ロイドはぼそりと言った後、慌あわてて手を前に出して首を横に振った。


    　単純にロイドは疑問だったのだ。なぜランベールが、フィオナだけを気遣ったのか。


    「…………」


    　ランベールも言われて初めてそのことに気が付いたが、答えはすぐに出た。フィオナの外見がオーレリアと似ていたからに外ほかならない。


    「ふむ、悪かったな、ロイド、リリー」


    「あ、い、いや、マジで気にしなくていいんだけど……。おっさん、アンタ……本当に何者なんだ」


    「言ったであろう。君主を裏切って殺されたランベールだと」


    　ランベールはロイドの言葉にそう返し、通路を先へと進んだ。ロイドはしばしランベールの背を眺めてぼうっとしていたが、リリーに頭を杖つえで軽く小突かれ、慌てて歩き始めた。


    　ロイドは『精霊の黄昏たそがれ』のギルドマスター、ジェルマンの言葉を思い出して、溜め息をついた。ジェルマンはランベールに、本物と比べられて失笑を買わんようにしろよと言っていたが、この男の剣の腕を笑う者が世界のどこかにいるとはとても思えなかった。


    「……本物より強いんじゃないのかアンタ」


    　やがて通路が終わり、階段下と同じ大部屋へと出た。


    　ランベールが輝石にマナを送り込み、室内を照らす。この大部屋に繋つながっている通路は、どうやら来た道だけのようであった。何もないが、ただ広いだけのところだとは思えない。ランベールは数歩進んでから、フィオナたちが付いてくるのを、手を伸ばして制する。


    「妙な気配を感じる。少し、まずいかもしれん。いつ出てくることやら」


    「で、でもランベールのおっさんなら……」


    「…………」


    　ランベールは無言で首を左右に振った。


    「お前たちの安全を確保する余裕はないかもしれぬ。少し下がっていろ」


    　そう言ったところで、ランベールは通路の後方からこちらに来る五人組を感知した。


    「そっちから五人、盗賊が来ているようだが……退いてそいつらと鉢合わせするのと、魔物がいつ動くかわからんここで迎え討つのと、どっちがいい？　悪いが俺は、奥にいる奴やつから気を逸そらすつもりにはなれん」


    　フィオナ、ロイド、リリーは三人で顔を合わせた後、ゆっくりと頷うなずいた。


    「こっちに残ります……」


    　迷わず三人一致の答えであった。地下四階層を突き進める追い剥はぎに襲われては、まともに太た刀ち打うちできるとはとても思えない。それならば、ランベールの傍そばにいた方が、どう考えても安全である。


    「そうか。ならばもう少し、俺の近くまで来ておけ。ただし、例の魔物が出てきたら……どうにかしてここを離れろ」


    「そ、そんなに危ない奴がいるのかよ、おっさん」


    「奴の、とっておきだろう。研究所を守る、最後の番人というわけか」


    「な、何の話なんだ？」


    　ランベールはロイドの問いには答えず、大剣を構えてやや前へと出て、どっしりと腰を落とした。そのまま数分ほどランベールは構えていたが、魔物が飛び出してくる様子はない。


    「おっさん、魔物は来ないんじゃ……」


    　ロイドが声を掛けたとき、通路の方から足音が響いてきた。


    「貴様が鎧よろいの男か。会いたかったぞ」


    　最初に姿を現したのは、腕に鉤かぎ爪づめ付きのガントレットを着けた大男である。真っ赤な剛毛は、もみあげと髭ひげが繋つながっており、獅し子しのようであった。魔物のような獰どう猛もうな目でランベールを見み据すえて、クックと喉のどの奥で笑う。


    　白い服に、赤のマント。フォーマルな『魔金オルガンの竜』の制服を豪快に乱して身に着けていた。


    　その後に四人の男女が続く。皆、一様に『魔金の竜』の制服を身に纏まとっており、その中には先日ランベールに敗退したクレイドルの姿もあった。


    「ず、ずっと追いかけてきていたのは、まさか、貴方あなたがたなのですか!?」


    　フィオナの言葉に、猛獣のような男──『魔金の竜』のギルドマスターであるタイタンが、口の端はを吊つり上げた。


    「いかにも。そうだ、オレ様だ。どうやら貴様らは、随分と伯爵様の機嫌を損ねたらしい。そこでオレ様が動かされたというわけだ。オレ様としてはそれよりも、貴様の方に興味があるのだがな、鎧よろいの男」


    　ランベールが上げていた大剣をやや下げて、タイタンへと振り返った。


    「おっと、逃げられるなんて考えない方がいいよ。この迷宮には、僕たち以外にも『魔金オルガンの竜』のメンバー総勢五十人が足を運んでいる」


    　クレイドルが一歩前に出てタイタンに並び、包帯だらけの顔で笑う。


    「この前、僕の言った意味がわかるかい？　僕は忠告してあげたよね？　僕と敵対することの意味が、わかっているのか、と」


    　クレイドルはランベールへ憎悪の籠こもった目を向けてから、ニンマリと口元を歪ゆがませて続ける。


    「こういうことだよ。僕たちに敵対するということは、この街の最大手ギルド『魔金の竜』全体を敵に回すということ。もっと言えば……この都市アインザス全土を敵にする、ということさ。その覚悟が、本当に君にあったのかな？　貧乏籤くじ引いたよ、お前」


    　ランベールは大部屋を見回した。


    （うまく、魔物の気配が掴つかめん……。仕方ない、今はこいつらが先だな）


    　そう考えて首を固定し、タイタンたちへと一歩近づいた。


    「俺が引き付ける。お前たちはどうにか通路まで逃げ込め」


    　ランベールは魔物を警戒しての発言だった。しかし、クレイドルはそれを、最後にフィオナたちだけでも逃がそうという意図の言葉だと捉とらえ、気をよくして鼻を膨らませた。


    「果たして、そう簡単に行くかな？　ね、タイタン様」


    「随分と下に見られたものだな。鎧……貴様は、オレ様一人の獲物だ。他の奴やつらには一切手出しはさせん。おい、お前たちは、他の冒険者を血祭りにしてやれ」


    「はっ！」


    　四人のタイタンの部下がそれぞれに分かれ、通路の前に陣取った。タイタンは戸惑うフィオナたちを横目で見て鼻で笑い、それからランベールへと向き直って舌舐なめずりをした。


    「戦闘の華はタイマンだろう？　無粋なこと考えるんじゃねぇよ、なぁ。楽しもうぜぇ？」


    　タイタンがランベールの前へと出て、大振りで殴りかかる。


    　タイタンの武器である鉤かぎ爪づめガントレット、『魔金の竜の鉤爪』が轟ごう音おんを立てて空間を引き裂く。ランベールはそれを器用に左へ躱かわす。タイタンが素早く逆の手に着けたガントレットでランベールへと殴りかかるが、ランベールはそれを大剣で受け流して床へと落とす。


    　水みず飛沫しぶきが高く跳ね上がった。タイタンは飛ひ沫まつを利用してランベールから身体からだを隠しながら回転し、遠心力で勢いを付けた一撃をランベールへと放つが、それもランベールは難なく回避する。タイタンはガントレットの甲を床に打ち付け、その反動で後ろへ跳ねて間合いを取り、ニタリと笑った。


    「ガハハハハッ！　ゴツイ鎧よろいを着けてるわりには、なかなかすばしっこいじゃないか。さて、遊びはここまでにして、本気で行こうか！　盛り上がってきたな、オイ！」


    　タイタンはその場で垂直に跳び上がった。それを見て、フィオナの前に立ち塞ふさがっていた『魔金オルガンの竜』の冒険者がニヤリと笑った。


    「あの男、死んだな。あれだけ楽しむ楽しむ言ってたのに、もう終わらせちまうおつもりらしいタイタン様は」


    　フィオナは剣を手に後あと退ずさりながら、ランベールとタイタンの戦いを見守っていた。タイタンは宙でダンッと後方の壁を蹴けり、ランベールへと一直線に飛んだ。
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    　その動きはまさに砲弾であった。両腕を後ろに引いた姿勢のタイタンが、恐ろしい速度でランベールへと突き進んでいく。彼の飛んでいるすぐ下の水面が衝しよう撃げきであおられ、左右に分かれていく。


    　タイタンはランベールの目前で身体からだを側転させ、大きく右腕を振るった。ランベールはその動きに対し、まったく反応を示さなかった。ほとんど止まったままの姿勢で、タイタンと衝突したかのように見えた。


    　そのままタイタンが通り抜けて、ランベールのすぐ後ろへと着地する。フィオナにはランベールが無抵抗にタイタンの一撃を受けたように見えたため、前の敵から目を放してランベールの方へと顔を向けていた。


    「ランベールさんっ！」


    　声を掛けられたランベールがぴくりと動く。どうやら攻撃を受けたわけではなさそうだと判断し、フィオナはほっと息を吐いた。フィオナに向かう冒険者も、今はタイタンの戦いを観戦する方に集中しており、わざわざ焦って彼女を攻撃しようとする様子はなかった。


    「やるじゃねぇか、オイ！　武器を壊すつもりでやったんだがな。このガントレット……『魔金オルガンの竜の鉤かぎ爪づめ』は武具を破壊することに特化した、対人最強のオレ様の切り札だってのによ！　面白れぇ、貴様、面白いぞ！」


    　交差した一瞬、タイタンはランベールの持つ大剣へと殴りかかったのだ。対するランベールは、最小限の動きで大剣を振るってタイタンのガントレットへ押し当てるように防ぎ、受け流していた。


    「そんなものが竜の鉤爪だと言い張るのなら、貴様は竜を見たことがないのだろうな」


    「あァ？」


    　大口を開けて笑っていたタイタンが、不機嫌そうに額に皺しわを寄せる。


    「随分とまぁ、安い挑発を。なんだお前、つまらん奴やつだな。せっかく久々にそれなりにやる奴と会えたと思ったのによ。まぁいいさ、付き合ってもらうぜ？　無論、お前が死ぬまでなぁ！」


    　タイタンは言いながら、右の腕を構え直そうとした。しかしその腕は上がらず、だらんと下に垂れた。瞬間、右腕全体に痺しびれを伴う鋭い痛みが走る。


    「あ……あァ？」


    　そのとき、右のガントレットに罅ひびが入り、派手な音を鳴らしてバラバラに砕け散った。破片が辺りに飛び交い、水面に浮かぶ。ガントレットの中のタイタンの右腕には、手の甲から肘ひじにかけて痛々しい赤々とした一本の線が浮かび、血を噴き出していた。


    「ああああああぁぁぁぁっ!?」


    　タイタンが悲鳴を上げ、その場に膝ひざをつく。水面にどんどんと血が広がっていく。


    　ただ受け流しただけではなかった。ランベールはタイタンの螺ら旋せん運動を完全に見切り、カウンターによる重い一撃を叩き込んでいた。


    「ば……馬鹿な！　魔金を使った合金で造られているんだぞ！　それを、こんな……！」


    「使いこなす力がないのならば、もっと軽い武器を選ぶべきだったな」


    　ランベールはそう言って、大剣をゆっくりと地面へと下ろす。水面を通過した大剣が地面を叩き、ゴオンと鈍い音が響く。タイタンのガントレットよりも遥はるかに重いことは明らかであった。


    「ガキどもは放置しろ！　こいつを殺せぇえっ!!」


    　タイタンが額に青筋を浮かべて吠ほえる。入り口を塞ふさいでへらへらと笑っていた『魔金の竜』の四人は、すぐさま表情を消してフィオナたちを無視し、ランベールを四方から取り囲んだ。タイタンが怒りに顔を歪ゆがめながら、ゆっくりとランベールを見み据すえて立ち上がる。


    「思ったよりもやるじゃねえか。確かにお前は化け物だったが、五対一ではどうにもなるまい！」


    　クレイドルが叫びながら斬きりかかろうとしたが、フィオナが前へと飛び出して道を遮さえぎった。


    「邪魔だ女ァッ！　場違いなんだよ、引っ込んでろ！」


    　クレイドルがフィオナの喉のど元へと刺し突とつを送ろうとするが、後ろから水面が跳ねる音に気が付いて慌あわてて身体からだを逸そらしながら剣を振るった。クレイドルは背後から斬りかかってきたロイドの剣を防ぎ、そのまま前転してフィオナの剣を綺き麗れいに避けて素早く起き上がる。


    「二人がかりならどうにかなるとでも思ったか！」


    　怒りを露あらわにするクレイドルへ、死角に回り込んでいたリリーが火の玉をお見舞いする。クレイドルは寸前で跳び上がって回避し、リリーを睨にらみつける。


    「二人じゃない、三人……」


    「ちょこまかと……！」


    「うらぁぁっ！」


    　ロイドが腕を伸ばし、宙にいるクレイドルへと斬りかかる。クレイドルはロイドの剣を弾き飛ばし、顔面を蹴けり飛ばしてから着地する。


    「はぁぁっ！」


    　そこへフィオナが斬りかかった。ロイドを蹴るために足を伸ばしていたクレイドルは着地の際にやや傾いてしまい、反応が遅れた。慌てて身体を引いたが、剣が頬ほおと鼻の頭を掠かすめて一筋の赤い線が顔に生じる。クレイドルは傷口を指でなぞって血が出ていることを確かめてから、相貌を凶悪に歪めた。


    「やってくれちゃったね、雑ざ魚こどもが」


    「へ、へへ……あーあ、今なら逃げれたんだがな」


    　ロイドは起き上がって剣を拾って構え直しながら、震える声で自じ嘲ちよう気味に言った。


    「ランベールさん！　一人は、私たちがどうにか押さえます！」


    　フィオナがクレイドルへと剣を向けながら叫ぶ。


    　戦いにおいて、数は圧倒的なアドバンテージである。死角を取られやすくなるうえに、手数も桁けた違いである。どんな達人でも戦闘中に隙すきがない者はいない。相手取る人数が増えれば、その隙を突かれる確率が大きく跳ね上がる。いくらランベールといえども、複数の一流冒険者を相手取っての戦いは厳しいと判断したフィオナたちは、この五人の内の一人を足止めすることを考えたのだ。


    「今逃げたらここでは、見逃してやってたのにさぁ……そんなに殺してほしいのなら、ぶっ殺してやるよ！　三人でかかれば、どうにかなると思ったのかな！」


    　クレイドルはまず、フィオナへと狙ねらいを定めた。一人を潰つぶせば、数の差の利はぐんと小さくなる。そうなれば、残りの二人を殺すことは容易たやすい。


    「そら、そらそらそらぁっ！」


    「ぐぅっ！」


    　クレイドルはフィオナを盾たてにリリーからの攻撃を牽けん制せい、ロイドの攻撃は防御に徹してあしらいながら、本命であるフィオナへと連撃をお見舞いした。クレイドルは腐っても最大手ギルドの中でも上位の実力者であり、戦闘経験や実力はフィオナたちの比ではない。


    「はい隙すきありぃ！」


    　クレイドルはフィオナの剣を剣で叩き、逆の手でフィオナの鳩みぞ尾おちへと貫ぬき手てを放った。指先が、彼女の身体からだへと深くめり込む。


    「がはっ！」


    　フィオナは剣を手から落とし、腹部を押さえる。


    「フィオナァッ！」


    「ほらほら、ほらほら、さっきの威勢はどうしたのかなァッ？」


    　クレイドルはロイドが振った剣を屈んで避け、大きく振っていた剣を戻してフィオナの腕を切断しようとした。その瞬間、クレイドルの目前へ全身鎧よろいの男が割り込んだ。


    「えっ？」


    　ただの体当たり、されど魔金オルガンの全身鎧という、超重量による体当たり。魔金鎧の重みをまともに受けたクレイドルの剣はへし折れ、そのまま勢い余って肩の骨をへし折り、吹き飛ばした。軽々と放物線を描きながら宙を飛んだクレイドルの身体は、そのまま床に頭から落下して水みず飛沫しぶきを上げた。


    「隙を見て逃げろと言ったろうに」


    「ラ、ランベールさん！　あの四人は……！」


    　フィオナが先ほどまでランベールが『魔金の竜』の冒険者たちと戦っていたはずの場所へと目を向ける。そこには、身体を縦やら横やらに斬きられた惨死体の中心で呆ぼう然ぜんとしている、片腕を失なくした『魔金の竜』のギルドマスター、タイタンの姿があった。


    　右の腕はガントレットごとランベールに粉砕されたが、あれはまぐれだと殴りかかった左の腕はガントレットごとランベールに斬り飛ばされていた。残る三人はどう見ても生命活動の維持に必要な部位を両断されており、とても息があるようには見えなかった。


    「お前たちが一人引き付けておいてくれたおかげで、手早く処分することができた」


    「……あ、はい」


    　フィオナはぽかんと四人の様子を眺めていたが、ランベールから声を掛けられて小さく頷うなずいた。頷きながら、釈然としないものを感じていた。


    「……これなら、俺たち、いらなかったんじゃ」


    　ロイドがぽつりと呟つぶやいた。
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    「どうして、『魔金オルガンの竜』が私たちを……」


    　フィオナは両腕を失い血塗まみれで呆ぼう然ぜんとするタイタンを睨にらみながら、そう口にした。タイタンは既に意識がないのか、何も考えられない状態なのか、返事はなかった。


    「単に、攻略と被かぶったってだけじゃねぇのか。ついでに、恨みも晴らしとこうってところだろ。……ランベールのおっさんのことをもうちょっと知ってたら、絶対来なかったろうに」


    　ロイドの推測と、ランベールも概おおむねは同じ考えであった。しかし、それでも腑ふに落ちない部分がある。ついでに弱小ギルドにちょっかいをかけるにしては、少々力を入れすぎている気もするのだ。タイタンの言っていたとおり、ランベールのことを聞いて興味を持ったということも考えられるが……。


    「お前たちと『魔金の竜』の間に、あのクレイドル以外の因いん縁ねんは何かなかったのか？」


    「い、いえ、特に心当たりは……」


    「そうか、ならいいのだが」


    　ランベールはそう返しながらも、後で都市に戻ってからギルドマスターのジェルマンを問い詰める必要があると考えていた。


    （思えば……妙に、この都市から移転することを焦っていた。『魔金の竜』がここまで直接的な行動に出るのは予想外だっただろうが、身の危険は感じていたのだろう）


    　ジェルマンの言動を振り返ってみれば、気になる点も多い。どういった事情にせよ、ここまで巻き込まれたのならば、すべて吐いてもらうのが道理である。


    　ランベールたちが話をしている様子を、淡々と観察している男がいた。クレイドルである。ランベールの体当たりによって全身の骨を軋きしまされ、特に肩と武器を砕かれはしたものの、この場にいる『魔金の竜』の面メン子ツの中では一番の軽傷であった。


    　タイタンは両腕を失ったまま放心状態であり、他の三人は身体からだを切断されて明らかに絶命している。だが、クレイドルだけはまだ精神的にも肉体的にも生きていた。元よりクレイドルは、執念深さとしつこさにかけては『魔金の竜』随一の男と称された人物である。


    （行ける……隙すきを見て駆け抜ければ、逃げられる……。いや、転がっている適当な奴やつの武器を拾って、あの女を人質にとってやるか？　駄目だ、焦るな……ここは確実に脱出して、後で奴らを全員皆殺しにしてやる。鎧よろい男は、毒でも盛ってやればいい）


    　クレイドルは浅い水面に半身を埋うずめて動きと呼吸を抑えながら、必死にランベールを警戒していた。他の三人はともかく、ランベールからは一瞬たりとも警戒を外すわけにはいかなかった。『魔金の竜』の冒険者四人を相手取って、あっさりと無傷で全員斬きり伏せたのだ。明らかに人外の強さであると痛感していた。


    （フィオナ、ロイド、リリーを逃がしたら、あっちで寝ている奴の頭も刎はねておくか）


    　なお、ランベールはアンデッドであるため生者を嗅かぎ分けることに優れており、クレイドル如ごときの死んだ振りなどあっさりと見破っていた。クレイドルの性質の悪さも前に対面したときに重々承知していたため、生かしておけばロクなことをしでかさないということもわかっている。向こうから殺しに来た相手を意味もなく見過ごすほどランベールは甘くなかった。


    「……なんでしょう？　この、熟しすぎた果物のような匂いは？」


    　不意にフィオナが顔を顰しかめた。ロイドも眉み間けんに皺しわを寄せ、リリーと顔を見合わせる。三人とも同じ匂いを嗅いでいた。熟れた果実……というよりは、蠅はえのたかる腐った果実のような、甘ったるい悪臭であった。


    　しかし残念ながら、今のランベールには嗅きゆう覚かくと味覚がなかった。だがその代わり、ランベールの眼がん孔こうに溜まったマナは、部屋の中に広がりつつある気味の悪いマナの流れを感知し、また視認もしていた。


    　アンデッドとなった今のランベールには、色の着いた紫に近い桃色のマナが空間に充満していくのが見えている。それは、奥の壁から漏れ出していた。


    「お前たち、早くここを出ろ」


    「……ランベールさん？」


    　フィオナたちは困惑していた。戻れば、また『魔金オルガンの竜』の面メン子ツと遭そう遇ぐうする恐れがある。それならばたとえ恐ろしい魔物が出ようと、ランベールの傍そばにいた方が安全である。フィオナたちが迷っているのを見たランベールは、瘴しよう気きを洩もらしながら怒鳴る。


    「早くここを出ろ！」


    　フィオナはびくりと身体からだを震わせる。リリーがその手を握り、ロイドと共に大部屋の出口へと走った。


    （……今だ！　隙すきあり！）


    　クレイドルが起き上がって跳び、壁側で真っ二つになっている『魔金の竜』の冒険者の剣を手に握った。それから出口へとランベールを大回りに避けながら駆け抜けようとしたとき──すぐ後ろの壁に、大穴が開いた。


    「……ん？」


    　そこから顔を覗のぞかせて出てきたのは、三ヘイン（約三メートル）はある巨大なツギハギだらけのクマを模したぬいぐるみである。ツギハギにはきついピンクに濃い青など、悪目立ちする色合いが多い。悪趣味な巨大なぬいぐるみは、見かけの柔らかさに拘かかわらず、壁を殴り壊すだけの力があるようだった。開いた穴を広げてこじ開け、こちらの大部屋へと侵入してくる。


    「な、な、な……！」


    　ぬいぐるみは甘ったるい悪臭と共に、強烈な存在感を伴って大部屋へと姿を現した。大部屋を脱しようとしていた三人も、通路に入ってすぐのところであまりのことに足を止めて呆ぼう然ぜんとしていた。


    　ぬいぐるみは手にした巨大な木の棒を振るい、クレイドルへと叩きつけた。素早い動きではあるが、クレイドルとて一流の冒険者。寸前のところで木の棒を回避した。木の棒の一撃は大部屋全体を揺るがし、クレイドルの足を取った。


    「ひっ！」


    　クレイドルはその場で転んだが、そのままではまずいと判断して即座にその場から跳んだ。すぐ後ろを木の棒が殴りつける。


    「ク、クソ！」


    　クレイドルは起き上がりながら、ぬいぐるみの足に剣を刺した。剣は表面で刺さり、すぐに止まった。ぬいぐるみの足から正体不明の液体が流れたものの、ぬいぐるみの様子に変わりはない。ゆっくりと木の棒を振り上げる。


    「ま、待ってくれ！　僕は……！」


    　ぬいぐるみは、お前はもう飽いたとでもいうかのように、先ほどよりも速い木の棒の五連打を放った。大部屋が大きく揺れ、水みず飛沫しぶきが連続して上がる。クレイドルは一瞬の内に潰つぶれた肉にく塊かいとなり、原形さえわからなくなった。


    「な、なんだよ、あの出で鱈たら目めな化け物……意味わかんねぇ……」


    　ロイドは振り絞るように、辛かろうじてそれだけ口にした。


    「ただの、幻覚魔術……。本当は、別の姿をしてるみたい」


    　魔術師であるリリーは、ぬいぐるみが仮の姿であることに気が付いていた。


    「そうだ。あの幻覚を解くことは容易たやすい……が、そのときは、この世の地獄を目にすることになるぞ。俺は、あれを倒して崩れた壁の奥へ行く。安全は一切保証できん」


    「…………はい」


    　ようやく気を取り戻したフィオナがランベールに頷うなずき、それからロイドとリリーへ目配せを行った。最後にランベールへと向き直る。


    「……死なないでくださいね」


    　ランベールはそれには答えず、ぬいぐるみと対たい峙じした。フィオナたちの足音が遠ざかるのを聞きながら、しばし感傷に浸っていた。


    （死なないでくださいね‥‥…か。陛下もよく声を掛けてくださったものだな）


    『必ず生きて戻ってくるのだぞ、ランベール』


    　脳裏にふと、オーレリアの心配そうな顔が過よぎった。


    （最さい期ごの戦争の前も、そうであったのだがな）


    「オオオオオオオオオオオオオオオオン！」


    　ぬいぐるみが、おぞましい雄お叫たけびを上げながらランベールへと直進してくる。


    「オーガよりも速く、トロルよりも重い……か。誰も帰ってこないわけだな。こんな番人がいたのでは」


    　ランベールも地面を蹴けり、向かってくるぬいぐるみを正面から迎え討つ。ぬいぐるみが振り下ろした木の棒へと大剣の側面を当て、力の向きを操あやつって受け流してうまく地面へと落とす。その衝しよう撃げきを利用して跳び上がりながらぬいぐるみの横を抜けて、腹部を力いっぱい斬きりつけた。


    （やはり、ただの木の棒ではないな。あれも幻覚か）


    　間合いを取ってからランベールは地面に足を付けてくるりと回り、ぬいぐるみへと大剣の先を向ける。ぬいぐるみは斬られた部位から体液を流しながらも、平然と振り返った。


    「悪趣味な遊びはやめて、そろそろ正体を現してもらうぞ」


    　ランベールは全身に力を込め、アンデッドの瘴しよう気きをだだ洩もれにした。ぐにゃりとぬいぐるみの周囲の空間が歪ゆがみ、ぬいぐるみが形を変えていく。


    　ぬいぐるみの姿が揺らぎ、ただの分厚い布であった体表が、人皮へと変わっていく。


    　顔の端から端まで広がる大きな口からは、だらだらと色の濃い粘液が垂れ流されている。その口内には、三列にも及ぶ夥おびただしい数の歯が並んでいた。二つの大きな目玉は飛び出ており、わずかに脈打ちながらギョロギョロと蠢うごめく。身体からだ中にはいくつもの痛々しいツギハギの痕あとがあり、巨大な棍こん棒ぼうを握る手には、十本の指が生えている。見るもおぞましい、いや世界にこのようなものが存在していると考えるだけでおぞましい、醜悪を詰め込んだかのような怪物であった。


    「……やはり、あいつらを逃がしておいてよかった」


    　ランベールは異い形ぎようの化け物を直視し、そう零こぼした。フィオナたちが目にすれば、その場で気が触れていたとしてもおかしくない。放心して血塗まみれで倒れていたタイタンも、異形の化け物を目にして悲鳴を上げながら後あと退ずさった。


    「た、助けてくれ！　助けてくれぇっ！」


    　異形の化け物はタイタンの足を十本の指で掴つかむと、笑いながら左右へと振るった。タイタンの絶叫が響いたが、二回も地面に叩きつけられた頃にはそれはやんでいた。三回目で身体の上半分がちぎれ、やがて片脚だけが化け物の手に残る。


    　化け物はそれを振りかぶり、ランベールへと投げつけた。ランベールは大剣の腹で軌道を逸そらし、それを背後へと送る。


    「やはり生身を纏う人造巨人フレツシユ・ゴーレムか」


    　フレッシュ・ゴーレムとは、ゴーレムの素材として人間の肉体を用いたものである。


    　悪趣味極まりないこの造形物の作成は、八国統一戦争の時代にも禁じられていた。人道的観点から問題視されていたということもあるが、それよりも死体の調達に困った魔術師が悪事を働くから、といった理由が主であった。


    　ランベールが賢者ドーミリオネを斬ることになった最大の要因は、ドーミリオネがフレッシュ・ゴーレムの開発を隠れて進めるために、十を超える村を潰つぶしていたことが発覚したためである。


    （ダンジョンとして冒険者たちに研究施設を提供することで、隠れて死体を回収し、ゴーレムの素材を集めていたということか。このやり口……まさにドーミリオネ本人のものではないか）


    　ランベールは悪お寒かんを覚えつつ、フレッシュ・ゴーレムへと剣を向ける。生皮を纏まとう巨人は、は棍こん棒ぼうを振り乱しながらランベールへと迫る。


    　いくらなんでも力勝負では敵かなわない。ランベールは棍棒を剣の腹で滑らせ、右へ左へと落としていく。


    （この動き……速いうえに、なんと正確な！　一体のこれを造るために、何人を犠牲にしたというのか……）


    　間合いを取ってすぐ、巨体が距離を詰めてくる。体勢を整え直す一瞬の猶ゆう予よもない。ランベールは全力で横に跳んで背後に回ろうとしたが、人皮のツギハギの狭はざ間まからこちらを覗のぞく大きな目玉は、彼の動きにしっかりとついてきていた。醜悪な巨人は、半身を退きながら棍棒を構え、ランベール目がけて振り下ろす。


    （……意外だな、目がいいのか。少し、試してみるか）


    　ランベールは背後に身体からだを反らし、寸前で回避した。棍棒が床を浸している水を大きく跳ね上げる。次の瞬間、十の多指を持つ腕が、水みず飛沫しぶきの中にいるランベールを掬すくい上げるように棍棒を放った。


    　棍棒が金属の塊かたまりを弾き上げ、天井端まで吹き飛ばす。続けて巨大な瞳ひとみは自みずからが弾き上げた金属の塊を追い、再度棍棒を構える。


    「素早く動いているものを感知することには優れているようだが、その姿形を把握する能力自体は並のようだな」


    　フレッシュ・ゴーレムは、飛ひ沫まつに乗じて自らの額の上へと飛び移ろうとしていたランベールの発見が、ほんの一瞬遅れた。棍棒が弾き上げたのはランベールではなく、ランベールの手にしていた大剣であった。ランベールの予想どおり、動体視力こそ高いが、視力自体はそれに追いついていなかった。


    　ランベールの手に武器はない。されど戦いにおいて、最善の位置を取った。頭部へと、確実な一撃を繰り出すことができる。


    　ランベールは籠こ手ての五本指を伸ばし、巨大な目玉へと容よう赦しやのない貫ぬき手てを放った。鎧よろいの腕は青緑の体液を浴びながらも、眼球内部を突き進む。手首まで入れたところで、拳こぶしを握り締めて引き抜いた。


    「オオオオオオン！」


    　醜悪な巨人は奇声を発しながら、頭を振るう。自身の頭部ごと、ランベールを床へと叩きつける算段である。ランベールは人皮の継ぎ目を圧倒的な握力で鷲わし掴づかみにし、握り抉えぐりながら移動して後頭部へと回り込み、鎧の重みが乗った蹴けりを二連続で繰り出し、その勢いで宙へ跳び上がる。


    　腕を最大限まで伸ばして天井に突き刺さっていた自みずからの武器を手にし、強引に抜き取って落下。宙で前転して体勢を整え、着地と同時に万全の構えを取った。


    「来るがいい、ツギハギの憐あわれなゴーレムよ。今楽にしてやる」


    　フレッシュ・ゴーレムが、自らの前頭部を片手で押さえながらランベールを睨にらむ。残った巨大な隻せき眼がんが血走り、真っ赤に染まった。棍こん棒ぼうを握る腕に、びっしりと血管が浮かび上がった。


    「オオオオオオン！」


    　おぞましい奇声を発しながら、大きく振り上げた棍棒でランベールへと殴りかかる。今までで最も速く、重い攻撃であった。しかしそれゆえに、最も単純な攻撃でもあった。


    　ランベールは体を横に構えて足をぴんと伸ばし、大剣をまっすぐ縦に構える。最高速度で下ろされた棍棒が、彼を叩き潰つぶそうと迫る。大剣をやや斜めに逸そらしてその棍棒を受け止め、そのまま大剣の腹と棍棒の側面を完全に密着させたまま腰を深く落とし、正せい中ちゆう線せんを軸に身を翻ひるがえした。


    　棍棒の力の向きが変えられ、巨人の手から棍棒が引き剥はがされる。巨人の放った渾こん身しんの一撃は、そのままの威力を保って、その胸部へと返された。棍棒は巨人の胸部を深く抉えぐりながら下に抜け、床を叩き割った。


    『天地返し』と呼ばれるこの絶技は、ランベールの剣の師であり、四魔将の一角であったキホーテから授けられたものであった。相手の放った技の威力をそのままに逆のベクトルへと返す、究極の返し技である。


    　人間の身体からだに存在するあらゆる関節を一糸乱れぬ精度で十全に活いかしきり、初めて成立する絶技である。相手の身体をも利用する必要があるため、本来は対人専用の絶技であるのだが、ランベールの戦闘センスが補い、完全な形での『天地返し』をゴーレム相手に実現させた。


    　ランベールは攻撃を返され、動きの止まったフレッシュ・ゴーレムの死角へと回り込み、図太い足へと大剣の一撃を放つ。巨人の腕が自身へと振り下ろされることを完全に読み切ってその場で垂直に跳び、降ろされた腕の上を伝って駆け抜け、首元を斬きりつけた。


    　巨人ががむしゃらにランベールへと頭突きを放つ。ランベールは大剣を構え直して向かって来る巨大な頭部に突き立てながら身体を反らし、自身への衝しよう撃げきを最小限に留とどめる。大剣を深く捻ねじ込み、一気に振り下ろしながら引き抜くことで自身の身体を宙へ押し上げる。


    　ランベールは巨人の顔面の目前で、大剣を大きく振り上げた。真っ赤な大きな隻眼に大剣がしっかりと映り込む。


    「オオオッ！」


    「はあああああっ！」


    　頭部へと大剣が叩き付けられる。残っていた目玉が、その衝撃に押し出されて飛び出した。頭が割れ、中からピンクの肉にく塊かいが溢あふれ出てくる。ついに醜悪の巨人はその場に膝ひざをつき、うつ伏せに倒れた。


    「……せめて、安らかに眠れ」


    　ランベールはあまりに痛ましいフレッシュ・ゴーレムの姿を眺めながら、小さくそう零こぼした。


    　ぱちぱち、ぱちぱち。大部屋に小さな拍手が響いた。それと同時に、フレッシュ・ゴーレムの放っていた臭においよりも更に濃い、甘ったるい悪臭が漂う。


    　音の方向へとランベールが目を向ければ、巨人の開けた大穴の残ざん骸がいの上に、一人の少女が立っていた。黒い長髪に、丸い大きな目。あまりに整い過ぎた顔立ちは、そのために見る者の心を落ち着かせない。彼女の存在は、異様な雰囲気を放っていた。

  


  [image: ]


  
    「ランベール君、ああ、ランベール君じゃないか！　まさか、キミとまたこうして顔を合わせることができるなんて、思ってもみなかったよ。いや、長生きはしてみるものだね」


    　少女はランベールのすべてを受け入れるかのように手を大きく前に差し出し、口元に笑みを湛たたえていた。ただ、その目は作り物のように一切の変化をしない。


    「そう怖い顔はしないでおくれよ。過去のことは水に流そうじゃないか。ボクは別にね、キミのことは嫌いじゃない。むしろ、愛していたと言っても過言ではないほどだよ」


    「……化け物だとはわかっていたが、身体からだを真っ二つにしても死なないとはな」


    「まさか、ただの死後発動の術式だよ。一度は確かに、キミに心臓もろとも上半身を斬きり飛ばされて死んださ。まったく、手荒いことをする。ああ、あのときは痛かったなぁ」


    　少女は恍こう惚こつとそう語りながら、ぺろりとピンクの小さな舌を伸ばす。それからくすりと口元だけで笑みを表現し、続ける。


    「でも建物の崩壊で、それ以上ボクの身体からだを確認する猶ゆう予よはなかっただろう？」


    　賢者ドーミリオネ。


    　ランベールの記憶の中にある姿、そのものであった。ドーミリオネは当時から自身の身体を弄いじっており、年を一切取らない身体であったのだ。そのため本当は何歳で、どこの地の出身なのか、それを知る者は誰もいない。


    　ドーミリオネが堂々と禁きん忌きとされてきた魔術を繰り返し行使しながらも、それでもレギオス王国が前王の代からドーミリオネを何ら罰することができなかったのは、他の追つい随ずいを許さぬ圧倒的な魔導研究の功績と、本人自身の戦闘能力によるところが大きい。


    　最終的にはランベールが直接手を下したはずであったが、ドーミリオネはそれさえも掻かい潜くぐり、地下迷宮の奥底で密ひそかに冒険者たちを攫さらい、研究を続けていたのだ。
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    「そう睨にらまないでおくれよ、怖いじゃないか。お互い、レギオス王国に尽くしたのに、裏切られて殺された仲じゃないか」


    　ドーミリオネはそう言うと、わざとらしく肩を竦すくめた。


    「お互いだと？」


    「そう、そうともさ！　ああ、ボクとキミのどちらかが欠けていたら、八国統一戦争で失なくなっていた国はレギオス王国だったはずなのに！　なのに、なのに、あの恩知らずのバカ王女は、用が済んだらとっとと首を取りに来るんだから！」


    「貴様と一緒にするな」


    　自分の功績を熱弁するドーミリオネに対し、ランベールは淡々とそう返した。ランベールの言葉には殺意が込められていたが、ドーミリオネはそれを意に介さずにぺらぺらと口を開く。


    「同じ、同じさ。ボクを戦力として期待していないのならば、もっと早くにキミをボクの元へ送っていたはずさ。違うかい？　キミだって、マキュラス王国がほとんど降伏待ちになってから、あのバカ王女にグリフを仕向けられたんだろう？　ほうら、同じじゃないか！　ああ、なんて可か哀わい想そうなランベール！」


    　ドーミリオネは瞳ひとみをそのままに、少女の顔をわざとらしく悲痛に歪ゆがめ、大おお仰ぎような仕草でランベールへの同情を表する。かと思えば、次の瞬間には元の表情へと戻っており、試すようにランベールの様子を窺うかがっていた。


    「……陛下は、他国の王族の残党が俺の名を利用し、再び戦いを始めることを危き惧ぐしておられたのだ。そうなれば、また何万の兵が死ぬ。これ以上犠牲を増やさぬように統治を進めるためには、必要なことであったのだ。陛下への侮ぶ蔑べつは許さぬ」


    　レギオス王国は八国統一戦争において他国を降伏させ、ウォーリミア大陸西部統一への道を進めてきた。しかし、レギオス王国の傘下となった他国の王族や貴族の残党の中に、不穏な動きが確認されている者たちもいた。


    　オーレリアの秘密や、下へ手たをすれば王よりも高い民衆からの支持を得ていたランベールの存在は、彼らの付け入る大きな隙すきになりかねなかった。一国を統すべる王としては、情よりも王座と民の暮らしを守ることを優先するべきであり、オーレリアの決断も彼女の見えていた状況からならば、妥当なものであったのかもしれない。


    　ランベールはアンデッドとしての生活を送る中で、そういうふうに答えを出し、自分を納得させていた。


    「俺は、自分の死に納得している。貴様はただの邪悪だ、ドーミリオネ」


    　ドーミリオネは、ランベールの言葉を受けてもまるで調子を崩さない。愛らしい顔に不気味な笑みを浮かべる。


    「違うね。だったらアンデッドになんてなりはしない。ランベール君、キミは決して忠臣なんかじゃない。薄汚い欲望と、嫉妬と未練の権ごん化げさ。分ぶん不ふ相そう応おうな夢を見て、叶う直前に順当に裏切られて、未いまだにバカ王女を幻視して。だから現世に縛られる」


    「違う」


    「違うのはキミさ。アンデッドの研究を長く続け、キミのことをよーく見てきたボクだからこそ断言できるね」


    　ランベールが口を開けようとしたとき、ドーミリオネがそれを遮さえぎるように言葉を続けた。


    「それに、本気でそう思っているのなら、ボクになんて言い訳せずとも、黙って叩き斬きればよかったんだ、前回同様にね」


    「それは妙案だな」


    　ドーミリオネが人差し指を立て、したり顔でそう口にした瞬間、ランベールの手から大剣が放たれる。ドーミリオネがまばたきした刹せつ那なのことであった。大剣はその重量に反して恐ろしい速度で風を切り、轟ごう音おんを立てながらドーミリオネの下腹部へと直撃した。


    　華きや奢しやな少女の体たい躯くが後方へと飛び、そのまま壁へ叩きつけられる。薄い胸元の中央部が剣に串くし刺ざしにされ、細い足が宙にだらりと垂れる。小さな形のよい口と鼻から、血ではない黒い液体が流される。


    「あは、あははは。怒った、怒った怒った、怒ったぁ！　図星だったんだ！」


    　ドーミリオネの顔ががくんと持ち上がり、液体の流出を抑えるように歯をくいしばりながら笑う。顎あごは真っ黒に濡れ、顎先から正体不明の液体が滴したたっていた。


    　ランベールは走って距離を詰め、鎧よろいの手でドーミリオネの顔面を殴りつけた。首がへし折れる音が響く。力なく顔が垂れ、端正な顔から生気が失うせる。


    　だが、これだけではドーミリオネ相手には安心できない。ランベールは身体からだを回し、ドーミリオネの頭を目がけて蹴けりを放った。


    　ドーミリオネの身体からだがぐにゃりと歪ゆがみ、剣をすり抜けて地面へと落ちる。外れた回し蹴げりは壁を揺らし、大きな窪みを生じさせた。少女は折れた首をそのままに、地面を這はってランベールから離れ、起き上がる。腕で頭を掴つかんで元の位置へと戻すと、折れたはずの首が元通りになる。艶つややかな唇くちびるが、悪あく辣らつな笑みを湛たたえて歪む。


    「ああ、痛かった。三回くらい死んじゃったかと思ったよ」


    「化け物め、痛覚など、とうになかろうに」


    「残念だったね、ちゃんと残してあるよ。痛いのは嫌いじゃないから」


    　ドーミリオネは自みずからの胸部に指を突き立てて衣服を破いて穴を開け、そのままガリガリと爪つめで削って肉を抉えぐり、深くまで突き刺していく。しばらく恍こう惚こつとした表情を浮かべていたものの、すぐに何事もなかったかのように指を引き抜き、顔つきを元に戻す。


    「さて、落ち着いたかい？　そろそろ認めなよ。キミはあの、オーレリアを恨んでいるのだろう？　だからアンデッドになった。そのことから目を逸そらしたいから、別の理由を自分の中で取り繕つくろって、今更このボクをまた殺しに来たんだ。そうだろう？　手に取るようにわかるんだよ、キミのことは」


    　ランベールは壁に刺さっていた大剣を引き抜いて構え、ドーミリオネへと向かって駆けた。ドーミリオネはランベールが攻撃体勢であることなど気にも留めない様子であった。ゆっくりと瞬きをし、それから腕を左右に大きく伸ばす。


    「似た者同士、仲良くしようじゃないか。ボクとここで永遠の傷の舐なめ合いをしようよ。キミの願いなら、ボクの力の及ぶ範囲で叶えてあげたっていい。その代わり、ボクの騎士になって、ボクのことを守っておくれよ。どうだい、素敵だろう？　ボクは結構、本気でキミのことを気に入っているんだよ。よく冗談か本気かわからないって言われるから、もしかして伝わってないのかな？　もう少し言葉を重ねた方がいいのかな？　ボクって口下べ手ただしね。今のキミの姿もさ、凄くボク好みだよ。あのバカ王女が生きていたとしてもさ、絶対ボクのようには思ってくれないと思うよ。ほうら、その兜かぶとを取って、もっとよく顔を見せておくれよ」


    　ランベールはドーミリオネの言葉を完全に無視し、ドーミリオネの頭を目がけて大剣を叩きつける。ドーミリオネは身体を反らすも回避が間に合わず、頭に大剣の直撃を受けた。少女の身体が弾き飛ばされ、壁に身体を打ち付ける。が、何事もなかったかのように、悠々と立ち上がった。


    　ドーミリオネの頭部は、大剣の一撃をお見舞いされたにも拘かかわらず、これといった外傷は残っていない。身体こそ腹部に大穴を開け、手足は捻ねじれ折れているものの、首から上はせいぜい口や鼻から例の黒い液体を垂れ流している程度である。全体の印象としてドーミリオネの様子に変化はなく、さしてダメージを受けたようには見えない。


    （かなり力を入れたんだがな……）


    　ドーミリオネは脅おびえるように自身の身体からだを抱き、恍こう惚こつとした顔つきで肩を震わせる。


    「あぁ、痛い、痛いなぁ。構ってくれるのは嬉うれしいけど、そろそろ無駄だってわかったらどうかな？　ボクは不死身なんだよ。ボクの身体は、二百年かけて魔術を重ね掛けしてきたもので……」


    「わかりやすい弱点だな。本当に不死ならば、そこまで頭部を堅くする必要があったようには思えんが」


    　ドーミリオネの口元が歪ゆがみ、表情が皮肉な笑みへと一転する。


    「……ふふっ、わかっちゃった？」


    　ランベールはアンデッドとしての自分の核が、頭ず蓋がいの中心にあることをなんとなく察していた。ドーミリオネもアンデッドに近しい存在であるのならば、本体が頭部である可能性は高いと、そう判断したのだ。後は、ドーミリオネの首から下が頭に比べて脆もろいことを考えれば、おのずと答えは見えてくる。


    「でもね、それを踏まえてボクは不死だって言っているんだよ。ボクの頭を傷つけたいのなら、あと百回くらいはその大剣でぶっ叩いてみる必要があるんじゃないかな。ボクだっておとなしくじっとしているつもりはないし、弱点への対策だって怠おこたってはいないんだよ」


    　それだけ言うと、ドーミリオネはくるりと宙返りをし、フレッシュ・ゴーレムの開けた穴の奥へと消えていく。ランベールは剣を構え、ドーミリオネを追って穴へと飛び込んだ。だが、ドーミリオネの姿は既にない。


    「まぁ、キミがそういう態度ならいいさ。キミが意固地で頑固者なのは知っているからね。いいよ、ボクは一いち途ずだから、キミがそんな態度だって、別に構やしないから」


    　通路にドーミリオネの声が響いた。ランベールは意識を集中して罠わなに備えつつ、声の方へと駆け出した。


    「キミの身体を砕いてバラバラにして、魂を封じ込めて、永遠にボクの好きなように弄いじらせてもらうよ。来なよ、ボクのすべてを、二百年の集大成を見せてあげよう」
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    　ランベールがドーミリオネの声を追って飛び出した先は、大きな一本の通路となっていた。壁は先ほどまでの古い宮殿のような造りからは一転、ピンクを主体としたカラフルな模様が描かれた、可愛らしいものへと変化していた。この通路に入るまではあった、古さや厳いかめしさといったものは一切ない。


    　足下に薄く張られた水は相変わらずではあったが、それも濁った水から透き通った透明なものへと変わっていた。水面は綺き麗れいに通路の内装を反射させており、まるで鏡のようである。


    　通路の両脇わきにはぽつぽつと綺麗な檻おりが並んでおり、その中には猫のぬいぐるみが入れられている。ぬいぐるみの猫は普通の猫よりも二回り以上は大きく、ちょうど人と同じくらいの大きさであった。まるで意思を持っているかのように身体からだを動かしている。特に檻おりを狭いとは感じていないらしく、呑のん気きに寝転がって前足で頭を掻かいていた。


    　またあるところには壁に棚が取り付けられており、そこには色とりどりのワイングラスが置かれている。時折、壁には看板が掛けられており、『ようこそお客様』、『飲食はご自由に』といった文面が、ランベールの時代の字体の傾向に合わせて綴つづられ、端にはドーミリオネの愛用していた紋章である、笑う人面卵の割れ目から翼が覗のぞいている図が描かれていた。通路内にも例の、噎むせ返るような甘ったるい悪臭が立ち込めている。


    　当然といえば当然のことではあるが、ランベールはこれまでとは打って変わったこの長閑のどかな内装を不気味に思い、むしろ警戒心を高めていた。


    　道中、檻に入っていないぬいぐるみ猫が通路のまん中を陣取っていた。ぬいぐるみはフラフラとした足取りでランベールへと近づいては、真っ黒な目で何かを言いたげに首を上げる。


    　ランベールは立ち止まり、気を高めてマナを放つ。たちまちのうちに綺き麗れいでカラフルであった壁が、血に濡れた質素なものへと変わる。来客を歓迎する看板は消え、悪趣味な絵画へと変わる。棚には怪しげな薬品や動物や人間の頭がずらりと並び、足下の澄んだ水は淀んだ緑へと濁った。


    　先ほどまでのカラフルで明るい内装は、すべてドーミリオネが魔術で幻影を見せていたものであったのだ。フレッシュ・ゴーレムの姿を隠していた魔術とほぼ同等のものである。当然それは、ぬいぐるみにもかけられていた。


    「ろして……ろして……殺して……」


    　通路の真ん中からぬいぐるみの姿は消え、代わりに三人の人間の上半身をでたらめに継いだような、奇怪な化け物が陣取っていた。六つの目が、懇願するようにランベールを見る。


    「────」


    　ランベールは、無言で大剣を振り上げた。降ろされた金属塊は、一撃で憐あわれな化け物を葬ほうむった。ランベールは大剣を構えたまま一度は通り過ぎたが、途中で立ち止まり、先ほどの化け物を振り返った。それから前へと向き直って駆け出し、吠ほえながら道中の檻や薬品を叩き壊した。


    　アインザス地下迷宮の最奥部の大広間で、ドーミリオネは大きな椅い子すに腰かけてランベールを待っていた。


    　ドーミリオネは外傷が癒いえているばかりか、服の破損や汚れまでもがすっかり綺麗になっている。そもそもこの階層は足下を水で浸されているはずだというのに、靴くつが濡れている様子さえない。少女の座っている椅子は白い小さな部品をパズルのようにいくつも組み合わせて作ったもののようだったが、よく見ればその部品の一つ一つが、加工された人骨であることがすぐにわかった。椅子の周辺の水は色が違い、青い水溜まりとなっている。


    「ようこそ、ランベール君。せっかくの来賓だと気を遣って内装を変えてあげたのに、お気に召さなかったのかな？」


    　ドーミリオネは手にした杯さかずきで、正体不明の液体を飲み干してからヒュウと小さく口笛を吹き、杯を足下へと落とした。ランベールにはこれ以上ドーミリオネと言葉を交わす意思がなかったため、ただ無言で剣を構える。続けてランベールは部屋の内部を見回し、怪しいマナの動きがないかを感知しようとした。


    　ドーミリオネがわざわざ一度、ここまで撤退したのである。ランベールは道中に何か罠わながあるかと考えていたが、結局この最奥地にまで足止めらしいものはなかった。ならば、ここで何かを仕掛けてくると勘繰るのが道理である。


    （あの足下の、色の違う水……かなりの高濃度のマナが詰まっている）


    　感覚を張り巡らせた結果、ランベールはドーミリオネの足下の色違いの水に何らかの仕掛けがあるのではないかと結論付けた。ただし、何が来るかわからない以上、安易に近づくことはできない。色違いの水は範囲がそれなりに広い。水自体が武器だとすれば、恐ろしい間合いとなるだろう。


    　ランベールは大剣を構えたまま、即座に跳べるよう足に力を込めた。


    「ボクの感覚はちょっと一般からズレてるみたいだからね。それがどういったものなのかちょっと気になって、前々からボクの価値観と一般の価値観をなるべく擦すり合わせて、これが近いものなんじゃないかなと幻影をかけて、あれこれと試していたんだよ。それ自体に大した意味はなかったんだけど……せっかくキミを招くんだからと、ここまで大掛かりな幻影をかけたのに、その反応はちょっとショックだったかな。せっかくボクが、キミのために用意してあげたって……」


    「そろそろ、貴様自身にかかっている幻影も解いたらどうだ？」


    「……ふぅん、気づいてたんだ。まったく、想い人の前では、少しでも長い間、綺き麗れいな可愛い姿でいたいっていうボクの乙おと女め心が、わからないかな？　そんなだから、オーレリアにも選ばれなかったんだよ。おっと……」


    　ドーミリオネがわざとらしく口を押さえてちらりとランベールを見て、挑発する。ランベールから大した反応が得られなかったことがわかるとつまらなそうに首を傾ける。その途端、ぐにゃりとドーミリオネの姿が歪ゆがんだ。身体からだと服の色が黒く変色していき、ドーミリオネ自身の輪りん郭かくが曖あい昧まいになっていく。


    　ドーミリオネの身体が足下の青い水と混ざって溶け出し、頭部だけが残される。頭部も体表が剥はがれて青い水に混ざり、黒い髑どく髏ろへと姿を変えた。


    （あの水は、粘体……スライムの一種か）


    　ドーミリオネは、スライムの身体に黒い髑髏が浮かぶ、異い形ぎようの化け物へと姿を変えた。変貌と同時に、天井を突き破って二つの大きな手を模した金属塊がドーミリオネの両脇わきへと落ちてきた。


    「……スライムの研究をしていたのは、本体を守る鎧よろいにするためか」


    「キミの言ったとおり、弱点はここさ。そんな探るような真ま似ねをしなくたって、すぐに教えてあげたのに。ボクって、意外と優しいだろう？　ほら、ようく狙ねらってくれたまえ」
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    　ドーミリオネが金属塊の手を開き、指でスライムの中に浮かぶ黒い髑どく髏ろを示す。


    「もっともボクは、キミのマナの大半が集中している頭を潰つぶすつもりはないけどね。まずは足を、次に腕を、腹部を、胸部を、首を、ゆっくりと磨すり潰つぶして粉にして抵抗できなくした後に、残った頭をもらっていくよ」


    　ドーミリオネは巨体には見合わぬ速度でランベールへと接近し、金属塊の手を広げて彼に伸ばした。ランベールはその手を蹴けとばして自身を弾き出して回避し、そのままドーミリオネの側部へと回り込む。大剣を振るい、スライム体ごと奥の頭ず蓋がいを叩き斬きろうとした。が、大剣はスライム体に差しかかると、急速に速度を落とした。


    （なんという粘度……！）


    　それでもランベールは振り切り、黒い頭蓋を大剣で叩いた。だが頭蓋は大剣に押し出されるようにスライム体の中を動き、まったく衝しよう撃げきが伝わらない。この粘度では頭蓋の位置もかなりの力で固定されているはずだが、どうやら物理ダメージを極小に抑えるための仕掛けを施ほどこしているようであった。


    「ちっ！」


    　ランベールは大剣を引き抜こうとするが、スライム体に覆われた大剣は容易には抜けない。その間に飛んできた金属塊の手の水平打ちを身体からだに受け、大剣ごと後方へ弾き飛ばされた。


    「さすがに純魔金オルガンは硬いなぁ。生身なら、今ので全身バラバラになるはずなのに」


    　黒い髑どく髏ろ自身にかなりの強度があることは先ほど確認済みである。スライム体による守りがなくても、頭部へランベールの一撃を叩き込まれてケロッとしている余裕があったのだから、それは間違いがない。そこへ加わり、スライム体の鎧よろいによる衝しよう撃げき殺し、そして超重量の二つの手による攻撃と守りも重なる。


    「どうだい？　これが、ボクが二百年かけて造り出した、ボクの不死身の身体さ！　キミは昔言ったね、一流の剣士と魔術師が一対一で戦えば、剣士が勝つってね。言葉どおり、確かにキミはボクを斬きり伏せたさ。でも、果たして、今でも同じことが言えるのかな？」


    　ドーミリオネは興奮気味に言いながらランベールへと迫り、二つの金属塊の手で握り拳こぶしを作った。一拍置いたのちに、二つの巨大な拳がランベールの身体を連続で殴りつける。


    「それそれ、それ！　ハハハ、アハハハハハ！　いつまで避けられるかな？」


    　瞬時に大量の水みず飛沫しぶきが上がり、床が割れる。トロルでさえ挽ひき肉になりかねない恐ろしい連続攻撃であった。ランベールは金属塊の拳を躱かわしながら機会を窺うかがい、右の手を大剣で受け流して地面へと落とした。連係の崩れた左の手の単体攻撃を悠々と躱し、相手の手の甲に大剣の一撃をお見舞いしながら距離を取り、連続攻撃から逃れる。


    「こんなガラクタを造るために二百年の歳月を費やしたばかりか、多くの人命を奪ってきたのか！」


    　ランベールは瘴しよう気きを流しながらドーミリオネの髑髏を睨にらみつける。ドーミリオネはやや面食らったように黙ったが、すぐに髑髏の口元を歪ゆがませて笑った。


    「ボクにそんな大口を叩けるのは、ウォーリミア大陸全土を見渡してもキミだけだろうね。だから本当言うとね、とっても、とっても惜しいんだよ、キミを完全に、ボクの言いなりになる人形に弄いじっちゃうっていうのはさぁ！」


    　金属塊の両の手ががっちりと指を絡ませ、ランベール目がけて振り下ろされる。ランベールはすぐさま後方に跳んで避けるが、再び金属塊の手は上に浮かび、ランベール目がけて飛んでくる。


    　ランベールは再び後方に跳んで避ける。彼が先ほどまで立っていた床を、指を絡ませ一つに組まれた金属塊が叩き潰つぶす。衝撃に弾かれて更に後方へと跳ぶが、素早く身を回転させて綺き麗れいに着地する。


    （二体一組で動く、ゴーレムの亜種……と考えた方がよさそうだな。しかし、よくもこれほどの威力を出せるものだ……）


    　再び金属塊の手は上に浮かび、ランベール目がけて飛んできた。


    「どうしたんだい？　四魔将の一角にして、稀き代たいの裏切り者のランベール！　キミともあろうものが、防戦一方じゃないか！」


    　ドーミリオネは、彼女独特の抑揚の薄い声で、しかしはっきりと興奮を滲にじませながら言った。


    （このままでは、迂う闊かつに攻撃に移ることもできぬ）


    　ランベールは大剣を下げ、距離を取った。ドーミリオネはそれを見てランベールが守りに入ったと判断し、一層激しく金属塊の手での攻撃を繰り出す。一つに組んだ金属塊の手を解除して手のひらで挟み潰つぶそうと手を叩いたり、指を伸ばして貫ぬき手てを放ったりと、様々な技を試していく。ランベールはことごとく躱かわしていくが、いつ捉とらえられてもおかしくない状況であった。


    「さすがに身のこなしが尋常じゃないなぁ。それに度胸も、だよ。並の剣士じゃあ、ボクを目前にしたら立ち竦すくんだまま、まともに動くことだってできやしないだろう。ああ、これほど楽しめるときは、どれだけ永く生きたところで、今後、永遠に来ないのだろう。でも、これはどうかな？」


    　金属塊の手が上下に分かれる。片方は床を抉えぐりながら、もう片方は天井を崩しながらランベールへと迫る。手だけではなく、落下してくる建造物の欠片かけら、不安定な足場にも意識を払わねばならない。


    「はぁっ！」


    　ランベールが大剣を持ち上げ、床を崩しながら直進してくる手へと振るう。手は指を大きく伸ばし、ランベールの大剣を易やす々やすと摘つまんだ。ランベールは地面を蹴けって後方へと跳び、その勢いを利用して指に挟まれた大剣を引き抜いた。


    　体勢を崩しながらも、どうにか手から更に距離を取ろうとする。しかしこの戦いにおいて、体勢を崩したことは、致命的な隙すきであった。


    「ここまでだね、ランベールくん。結局、ボクが『両手』を使ってからは、まともにボクに剣を振るうこともできなかったじゃないか。……まぁ、当たったところでこの粘体の鎧よろいがある限り如い何かなる衝しよう撃げきも伝わらないし、仮にこの鎧がなくて剣の直撃を受けようが、ボクには大したダメージにはならないんだけどね。はっきり言って、無謀過ぎたよキミは」


    　二つの手が、体勢を崩したランベールへと容よう赦しやなく迫る。右の手は指を小刻みに動かして複雑な動きをしている。左の手は逆に握り拳こぶしを構え、確実な隙を窺うかがっている。


    　ドーミリオネはこの機に右の手でランベールの動きを押さえ、左の手でランベールに重い一撃をお見舞いし、下半身を破壊する腹積もりであった。ランベールは右の手から逃れようとやや前に出て、握り拳を作って待ち構えている左手へと無防備に近づくことになった。左手の握り拳のストレートがランベール目がけて放たれる。


    「これでお終しまい……」


    「この機を待っていたぞ」


    　ランベールは瞬時に足を組み替え、瓦が礫れきの散らばる上で器用に体勢を整え、腰を落とす。ランベールは金属塊の拳を大剣の腹の上に滑らして軌道を変え、ランベールを絡めて捕まえようとしていた右手へと打ち付ける。


    　返し技の『天地返し』である。二つの手は重なって壁へと直撃し、室内を大きく揺るがした。ランベールはすかさずその手の甲へと大剣を三度叩きつけた。上側の手の甲の表面が砕け、破片が飛ぶ。ランベールはあえて体勢を整えるのに苦労している振りをして、手が直線的な攻撃を繰り出す機会を窺うかがっていたのだ。


    「凄い、凄い凄い！　その技……キホーテが使っていたときより、ずうっと進化してるじゃないか！　はは、でもこのくらいの損壊、全然問題な……」


    「いや、これで終わりだ。貴様は、俺を深追いし過ぎた」


    「……うん？」


    　ランベールが体勢を整えるのに苦労している振りをしていたのは、『天地返し』を使うタイミングを計っているだけではなかった。自分の不利を演出することでドーミリオネに深追いさせ、本体から厄やつ介かいな金属塊の手を引き離したのである。もっといえば、ランベールが大剣を下げて受け身の姿勢に入ったのも、ドーミリオネが攻撃態勢に出るように仕向けるための罠わなである。


    　ドーミリオネは、護身用でもある金属塊の手を戦闘中に自分から遠ざけるような真ま似ねは、通常ではまず行わない。しかしランベールが不利を演出したことで、ドーミリオネはここでランベールに決定打を与えることができると錯覚し、逃げるランベールを深追いし過ぎてしまっていた。


    「反応が遅れたな。この距離ならば、お前の手が戻るよりも、俺の剣が貴様を斬きる方が早い」


    「最初から、それを狙ねらっていたのかい。でも悪いけど、そんな剣じゃあボクの粘性の鎧よろいは貫けないよ」


    「ならば、試してみるがいい！」


    　ランベールはドーミリオネの目前へと出て、目にも止まらぬ速度で斬ざん撃げきを放った。超人的な速度の剣技は、一瞬で八回の大剣をドーミリオネへと叩き込む。刃がスライム体を抉えぐり、掻かき分ける。しかしドーミリオネの本体でもある黒い頭ず蓋がい骨こつは、剣の勢いに押されてスライム体の中を動き、衝しよう撃げきを大きく軽減する。


    「見事な剣技だったよ。でも、ボクには無駄だったね。さぁ、今度こそ捕まえてあげるよ」


    　ランベールは背後に蠢うごめく金属塊の両手を尻しり目めで視認し、こちらへ戻るまでにまだ数秒の猶ゆう予よがあることを確認する。そしてスライム体へと深く腕を突き入れ、ドーミリオネの頭蓋へと手を引っ掛けた。


    「えっ……」


    　先ほどの八回の斬撃により、スライム体の中に瞬間的に粘度の弱い、一本の道ができていた。ランベールは自分の剣筋に沿って、ドーミリオネの黒い頭蓋を引き抜こうと試みる。


    「ば、馬鹿な！　生前を基盤にしたアンデッドの力で、ボクの粘性の鎧を突破できるわけがない！」


    「うぉぉぉぉぉおおおおっ！」


    　ランベールはドーミリオネの黒い頭ず蓋がいを引き摺ずり出して壁へと叩きつけた。主を失ったスライム体は崩壊し、足下の水と混ざっていく。


    「こ、こんなことが!?」


    　続けてランベールは地面に突き立てた大剣を引き抜き、無防備な弱点を晒さらしているドーミリオネへと素早く振るう。一振り一振りの刃が、まるでドーミリオネへと吸い込まれていくかのように正確に放たれる。壁を背に逃げ場のないドーミリオネは、ランベールの放った無数の剣撃を一身に受け止めることとなった。


    　ランベールの振り下ろした一撃が、ドーミリオネを床へとめり込ませる。その上から、更なる大剣の追撃がドーミリオネを襲う。


    「ぐぅ……ラ、ランベールくん、や、やめ……。そ、そうだ、実はボク、いいことを知ってるんだけど……どうかな？　剣を収め、今一度ボクと語らうつもりはないかな？」


    　魔金オルガン鎧よろいの重量がまともに乗った大剣の一撃は、ついにドーミリオネの頭蓋に細い亀裂を入れた。


    「どうした？　百発は耐えるのではなかったのか。まだその半分にも達してはいないが」


    「ランベールウウウッ！」


    　ドーミリオネの黒い頭蓋が変質し、体表から無数の黒い突起が生まれ、それは無数の鞭むちとなってランベールを襲う。瞬時に展開されたそれは、確実に敵の不意を突き、勝敗を覆くつがえすだけのポテンシャルを持っていた。


    　本体に攻撃させないための両手のゴーレムが第一の盾たてだとするのならば、間合いを取らせたうえで衝しよう撃げきを殺す粘性の鎧は第二の盾であり、黒頭蓋本体の強きよう靭じんさそのものが第三の盾である。


    　そして最後の盾が、三つの盾が破られた際に気が緩んだ相手へと最速で放つ、回避不可の黒い無数の触手である。この触手は後ろへ退避しても速度を保ったまま広範囲へと広がるため、如い何かなる手段を以もつてしても逃のがれる術すべはない。特に、この地下迷宮のような狭い場所であればなお更である。


    　ドーミリオネが自みずからを不死と称したのは不老の身体からだを得ただけではなく、この四つの盾による絶対防御によるところが大きい。三つの盾を破られたとしても、最終手段によって確実に外敵を葬ほうむることで、自らの身の安全を確保することができる。


    　──だがそれも、相手が並の戦士であったならば、という話ではあるが。


    「これで終わりだ！」


    　ランベールが縦に剣撃を放つ。ドーミリオネの伸ばした触手はその一撃でバラバラになり、頭蓋には縦に大きな亀裂が入った。


    　ドーミリオネの黒い髑どく髏ろが壁に叩きつけられ、床へと落ちた。ドーミリオネは痙けい攣れんしながら頭蓋を傾け、虚うつろな眼がん窩かでランベールを見上げる。


    「こ、こんなはずが……。ボクは、ボクは、永遠の時間を生き、いずれこの世の真理を解き明かすと……。こんな、こんな数百年ぽっちで終わるわけにはいかないんだ……。どうして、こんな……。世界の終しゆう焉えんまで生き延びることができる身体からだを手に入れたはずなのに……ああ……あああ……。ボクの叡えい智ちが、マナと共に流れ出ていく……損なわれていく……あああ……」


    　ランベールは無言で大剣を構え、刃の先をドーミリオネに刻まれた亀裂へと向ける。


    「ラ、ランベール！　ボ、ボクを殺すことは、レギオス王国の、いや、世界の損失なんだ！　まだ、まだ間に合うんだ……お願いだよ……向こうの通路に、23568と書かれた瓶びんが……」


    「悪いな。通ってくるときに叩き潰つぶした」


    　ランベールは確かに通路を通るとき、いくつかの薬品やアンデッドを破壊した。だが、一つ一つのナンバリングを覚えてなどはいない。ましてや、ランベールにはドーミリオネの言葉にまともに取り合う気も、その理由もなかった。


    「ボクの、ボクの書いた論文だけでも、外に……！」


    　ランベールが横薙なぎに大剣を振るう。頭ず蓋がいは上下に真っ二つになり、そのまま衝しよう撃げきで再び壁に叩きつけられた。


    「あの怪人も、さすがにこれで終わったか」


    　ランベールがそう口にしたとき、壁にめり込んでいた頭蓋の眼がん窩かの奥が、赤々と輝きを増した。


    「残念だよ、ランベールくん。まあ、でも、キミならそうするだろうってことは、わかっていたけどね」


    　ランベールが大剣を構え直すと、ドーミリオネの言葉が続く。


    「安心してくれよ。今はもう、ボクの意思そのものであるマナを溶かし、維持のエネルギーに転用している状態だよ。ボクだって、こうなったらもう何もできないさ。ただ、前回と同じで芸がなくて申し訳ないんだけどね」


    　ドーミリオネがそこまで口にしたところで、唐突に地下迷宮全体が振動を始めた。


    「ボクと心中してくれよ、ランベールくん。ボクって案外、寂しがり屋でね。キミが何一つボクのお願いを聞いてくれないって言うのなら、こうするしかないよね」


    　ドーミリオネの笑い声が響き渡る。ランベールは腰を落として大剣の刺し突とつを放った。


    「一足先に行くけど、急いで追いかけてきておくれよ」


    　ランベールは刺突の速度を落とさず、そのまま頭蓋の上半分を粉々に粉砕した。触手攻撃によるマナの浪費のためか、ドーミリオネの頭蓋に当初の硬度はなかった。塵ちりとなって水面に散らばっていく。


    　ランベールの真横へと天井の欠片かけらが落ちてきた。大剣を下げて、天井を睨にらみつける。すでに地下迷宮は崩壊を始めていた。


    （急がねばならんな。陛下……いや、フィオナらが無事ならよいが）


    　ランベールは身を翻ひるがえし、元来た道を戻り始める。長い通路を駆けている最中、檻おりの中に入っていたはずの一体のアンデッドが抜け出てきて、道の真ん中を遮さえぎっていた。


    「邪魔だ！」


    　ランベールは殺気を込めて瘴しよう気きを垂れ流す。アンデッドはびくりと肩を震わせ、ランベールを警戒するようにじりじりと退いた。


    「はぁぁっ！」


    　ランベールは足を止めることなく大剣を振るってアンデッドを斬きり捨て、そのまま真横を駆け抜けた。


    　その後は上からの落下物に気をつけながら進んでいたが、不意に背後から大きな音が聞こえ、思わず振り返った。見れば、先ほどの金属塊の両手が、壁に本体を打ち付けながらもランベールを追いかけてきていた。


    　ドーミリオネがいた頃と比べて、手の動きの精度は格段と落ちているようであった。あちこちを壁にぶつけたせいなのか、所々表面が剥はがれており、左手に至っては小指が欠けている。


    　しかし、あの金属塊の手の破壊力と速度については、さすがのランベールも面倒だと考えていた。ましてや崩壊する迷宮の中で交戦するなど、論外である。


    　おまけに先ほどの戦いでは、あの両手の最優先の目的はドーミリオネの守護であった。今、守るもののない金属塊の手は、全力でランベールを叩き潰つぶそうとしてくるだろうということは、容易に想像がついた。


    「どこまでもしつこい……」


    　ランベールは迫ってくる右手の攻撃を、前へと跳んで回避する。着地前に左手が迫ってきたため、大剣で壁を叩いて自みずからを弾いて避けた。飛来した左手は、寸前までランベールがいた位置を叩く。床にくっきりと手形が残った。


    　ランベールは左手の甲を踏んで上に大きく跳びながら大剣を上段に構え、天井の亀裂を目がけて刃を放った。そのまま左手の上へと着地し、同時に蹴け飛ばして前方へ跳び、距離を取る。


    　ランベールが斬った天井が一気に崩壊し、落ちてきた鋭利な瓦が礫れきが金属塊の左手の甲を貫通し、串くし刺ざしにした。動けなくなった左手は、崩壊した天井の下敷きになって見えなくなった。


    　残された右手がすかさずランベールへと襲いかかってくるが、一つになれば対処は容易たやすい。元々二本の手のゴーレムによる連係攻撃が最大の難敵だったのだ。ランベールは大剣の刃の部分を握りしめ、柄の方で右手へと殴りかかった。


    　ランベールの扱っているグリフの大剣は、鎧よろい同様に四魔将のために作られたものである。特殊な合金を用いており、見かけを遥はるかに超える重量を持っている。特に柄部分の方が魔金オルガンの比率が高く、重めに作られている。それは本来、圧倒的な重量を持つ大剣の重心を少しでも柄の側に置くことで、遠心力などによって生じる使用者の隙すきを抑えるためのものである。


    　そのため、敢あえて刃の部分を持って柄の鍔つばで敵を攻撃すれば、隙は大きくなるものの、遠心力の乗った抉えぐるような鋭い一撃を繰り出すことができる。ただ、それは言葉で記すほど簡単なことではない。生なま半はん可かな力では、大剣の生じさせる遠心力に引っ張られ、まともに立っていることさえできない。ランベールほどの力と剣の技量があって、初めて効果的な攻撃方法へと昇華させることができるのだ。


    　右手に向けて、大剣の柄の鍔つばが振り下ろされる。道中で通路にあちこちを打ち付けたせいで防護塗装の剥はがれていた右手はその一撃に耐えきれず、指の一本が付け根から抉り飛ばされた。


    　だが、それだけでは終わらない。続く八連撃が、容よう赦しやなく金属塊の右手を粉砕していく。


    「はあああああっ！」


    　指がすべて落ちた金属塊の右手へと、ランベールの蹴けりが放たれる。防ぐ手立てがなく、まともに攻撃を受けた右手は、後方へと飛ばされ壁に甲を打ち付けた。衝しよう撃げきが壁を崩し、瓦が礫れきに呑のまれて埋もれていった。
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    　ランベールが手型のゴーレムとの死闘を繰り広げている間、フィオナたちは地下二階層にて『魔金オルガンの竜』の正装を身に纏まとった男と対たい峙じしていた。


    　男は顔に包帯を巻いており、わずかに覗のぞく左目は三日月のように細長く、本人の邪悪な残虐性が垣かい間ま見えているようであった。ミイラ男は、地下二階層から地下一階層へと向かう階段前でフィオナたちの行く手を塞ふさいでいた。


    「どけ！　今ここが、とんでもねえ事態になってんのはわかってんだろうが！」


    　ロイドがミイラ男へと叫ぶ。彼の言うとおり、アインザス地下迷宮は既に崩壊を始めている。ドーミリオネのいた地下四階層より激しい倒壊ではないものの、異常事態が起きていると察するには充分であった。時折大きな振動が起こっては壁に罅ひびが入り、天井からは落石があった。ここにいれば、いずれ生き埋めにされてしまうのは明白である。


    「もちろんわかってはいる。だが、お前たちはここから先へは通さない。力ずくで来るといい」


    　ミイラ男は言いながら武器を構える。手には、大型の歪いびつな形状の剣が握られていた。


    「義理立てのつもりですか！　貴方あなたがたの頭かしら、タイタンは死にました。何を企んでいたのかは知りませんが、もう全部終わっているんです！」


    　フィオナがミイラ男に怒鳴った。だがミイラ男は、それを聞いても退く様子を見せない。


    「マスターの生死はともかく、なにやらおかしなことになっているのは確かなようだ。しかし、だとしてもなおさら、ここまでやってお前たちを逃がすわけにはいかん。私まで伯爵様に殺されてしまうのでね」


    　そこまで言うとミイラ男はにやりと笑い、長細い目でフィオナたち三人を見回した。


    「それに、必死に倒壊に巻き込まれまいと逃げ出してきた若造が三人……お前たちの絶望は、なかなかそそりそうだ。それをたっぷりと堪能してからここを離れても遅くはなかろう」


    　ミイラ男の言葉を聞き、フィオナ一行は絶句した。ミイラ男はその様子もまた一興というふうに口元に手を当てて、不快な笑い声を上げる。


    「おっと私としたことが、挨あい拶さつがまだであったな。私の名はジュークリウス・ジーデルライク。何を不思議そうな顔をしている？　自分たちを殺す者の名くらいは知っておきたいだろう？　私は紳士であるからな」


    　ロイドはミイラ男、ジュークリウスの言動から交戦を免まぬがれないことを察し、いち早く剣を構え直した。


    「二階層の見張りなんてやらされてた奴やつだ！　どうせ大した奴じゃねえ、突っ込むぞ！」


    　ロイドはそう言うなり、ジュークリウスへと駆け出す。フィオナとリリーはロイドにわずかに遅れ、やや戸惑い気味に動いた。


    　ジュークリウスは腰を大きく落として片手を床につけ、歪いびつな形状の剣を頭と同じ高さに揃そろえて構える。


    　ロイドの考えは大間違いであった。ジーデルライク家といえば、一流の裏冒険者、殺し屋や暗殺者を一族の中から何人も送り出してきた、裏社会では有名な一族である。ジーデルライク家は女子供に至るまで皆残虐にして冷酷と評判であり、その方面に知識のある人間ならば家名を耳にしただけで震え上がること間違いなしである。


    　ジュークリウスは表で目立つわけには行かなかったため、裏方の仕事が主であり、同じギルドの冒険者でさえ彼の家名を知っている者はほとんどいなかった。だが『魔金オルガンの竜』において、ギルドマスターであるタイタンに次ぐ腕利きの剣士であった。今回見張りを買って出たのは、逃げてきた者を嬲なぶり殺すために外ほかならない。彼は幼少期より、絶望しきった人間を観察するのが大好きだった。


    「らぁぁあっ！　もらったぁ！」


    　ロイドの放った剣は、屈むような姿勢のジュークリウスの首元を貫いた。少なくともロイドはそう感じていた。だが実際には、ジュークリウスの首元へと届く前に剣の刃は折られ、床に落下していた。


    「なっ!?」


    「『へし折り巨人』の一振り……」


    　ジュークリウスがにたりと笑う。ジュークリウスの持つ歪な大剣は、名を『へし折り巨人』という。この大剣には刃の部分に奇妙な凹おう凸とつがあり、この部分に敵の武器を噛かませて横の力を加え、名前のとおりにへし折って破壊することに特化していた。


    　扱いには繊細な力の制御を行うための技術が要求されるが、卓越した能力を持つ剣士の操あやつる『へし折り巨人』は、まさに敵なしである。対たい峙じした相手は、いつ自分の愛剣が破壊されたのかも気づかない。否、気づけない。相手の武器と共に心を折る『へし折り巨人』の性能は、他者の絶望を求めるジュークリウスの性分にぴったりであった。


    「ロイドッ！」


    　フィオナは咄とつ嗟さにロイドの身体からだへと体当たりし、横へと弾き飛ばすことでジュークリウスから距離を取らせた。フィオナはロイドにタックルした勢いのままジュークリウスへと接近し、間合いのすぐ外側から剣の鞘さやを放り投げた。ミイラ男の持つ歪な大剣は、飛来してきた鞘を容易に叩き落とす。


    　フィオナは相手の気が剣の鞘へと向いたその刹せつ那なを狙ねらって間合いを詰め、肩を狙って刺し突とつを放った。『へし折り巨人』はあっさりとフィオナの剣を受け、彼女を後方に弾き飛ばす。彼女は敢あえてその衝しよう撃げきに逆らわず、しっかりと間合いを取り直した。


    「私の剣は、魔銅メレルパで硬度を引き上げています。そう容易たやすくは……」


    　フィオナがそこまで口にした途端、彼女の剣の刃に大きな亀裂が入った。


    「そ、そんな……」


    「『へし折り巨人』に折れぬものはない。如い何かに強度を誇る剣であれ、勇猛な意志であれ、私の前ではただの棒の一振りに過ぎぬ。さて、その折れた剣で私に一矢報いることができるかどうか、試してみるがいい。もっと絶望した顔で、私を楽しませておくれ」


    「如何なる剣でもへし折るというのか、なるほど恐ろしい武器だな」


    　ジュークリウスの言葉を遮さえぎるかのように、通路に大きな足音が響き渡った。ランベールである。ランベールはすでに大剣を構え、戦闘態勢に入っていた。


    「ランベールさん！」


    「全員取り逃がしていたとは。この失態を知れば、伯爵様がさぞお怒りになることだろうに。まったく、マスターたちは何をやって……」


    　ジュークリウスは声の方へと目を向けて、言葉を失った。ジュークリウスはまだ、ランベールを直接目にしたことはなかった。重い鎧よろいを身に着けた腕の立つ剣士、ということしか知らない。


    「魔金オルガン……？」


    　ジュークリウスは幅広い武器の知識を持っていたため、ランベールの武具にかなりの比重で魔金が含まれていることを直感した。


    　だが、自分の判断が信じられなかった。魔金がとんでもなく高価なものであってふんだんに使えるものではないということと、高純度の魔金製武具など重くて真っ当に扱えるものではない、ということを知っていたためである。魔金の塊かたまりを身に着けた男がとんでもないスピードで迫ってくるなど、悪夢以外の何物でもなかった。


    　ジュークリウスは口をあんぐりと開けたまま、呆ぼう然ぜんとランベールを眺めていた。すぐ目前にランベールが迫ってからようやく我を取り戻し、吠ほえながら『へし折り巨人』を横に構え、ランベールの大剣を迎え撃つ。


    　これは自みずからの剣を相手の剣に密着させてからがっちりと凹おう凸とつに噛かませ、相手の腕力を利用して剣をへし折る返し技である。ジュークリウスは本能的にランベールとの実力差を察し、ほぼ無意識の内に相手の力を借りて力量の差を埋め得る返し技を選択していた。ジーデルライク家の血が、彼に最も太い勝ち筋を伝えた結果であった。


    　噛み合った剣と剣が、鈍い金属音を響かせる。へし折れた刃が床へと落ちた。だが、ジュークリウスの顔に笑みはない。


    「そ、そんな……こんなはず……」


    　折れたのは、『へし折り巨人』の方であったからだ。ランベールは歪いびつな剣身を踏み躙にじり、二打目の剣を振るう。


    「どうやら大おお法ぼ螺らだったらしい」


    「うっ、うおおおおおっ！」


    　ジュークリウスは吠ほえながら、折れた『へし折り巨人』を振るう。ランベールは大剣によってまずは片手ごと相手の柄を砕き、続けてジュークリウスの身体からだを縦に真っ二つにした。ランベールは大剣をしまい、それから棒立ちの三人を振り返る。


    「どうした、早く出るぞ。ここもじきに崩壊する」
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    　ランベールたちがアインザス地下迷宮へと潜っている最中、『精霊の黄昏たそがれ』のギルドマスターであるジェルマンは単独で、得意先である商会の責任者の元へと出向いていた。ジェルマンは本格的に『精霊の黄昏』の移転、及び解散を考えており、その前に取引相手に話を通しておきたかったのだ。


    　ジェルマンはギルドマスターの地位を利用して都市アインザスと、領主であるオーボック伯爵について調べていた。だが調べれば調べるほど出てくる黒い噂うわさを前にし、これ以上は危険だと判断したのだ。


    　調査から手を退ひくつもりはない。しかし、『魔金オルガンの竜』の冒険者であるクレイドルの言動を聞き、このままでは無関係な者まで巻き込むことになると考えたのだ。


    　ジェルマンは都市アインザスの裏通りに差しかかったところで、おもむろに振り返った。追跡者の気配に気がついており、人ひと気けのないところで暴いて捕まえてやるつもりだったのだ。


    「いつまでコソコソとしている。そろそろ出てきたらどうだ？」


    　ジェルマンの問いに応じるように、角から一人の男が現れた。


    　紫紺の髪を持つ、無精髭ひげの男である。整った衣服を身につけてはいるがやや着崩れており、だらしない印象を受ける。本人の顔立ちもハンサムではあるが、致命的に覇は気きがない。背に二本、腰に一本の剣を差している。


    「何者だ？　お前は、オーボック伯爵の関係者か？」


    　ジェルマンの問いに対し、男は肩を竦すくめ、退屈そうに溜め息をついた。


    「おあいにく様だが、雑ざ魚こに名乗る名はねえよ。オメェみたいな弱っちいヤツに、興味がねぇもんでな」


    「……いきなり刺客を向けてくるとは、伯爵は随分と臆おく病びようらしい」


    　ジェルマンは長剣を鞘さやから抜いて一度斜めに振り、構えた。


    「既にここまでマークされていたとはな。お前を倒し、しばらく身を隠すとしよう」


    「遅いぜ。オメェ、部下を地下迷宮にやったらしいじゃねぇか」


    「……なぜ、知っている？」


    　ジェルマンは疑問を口にしてから、如い何かに自分がオーボック伯爵に対して後れを取っていたのかに気がついた。せいぜい自分の行動を不審に思われているのだろう程度に考えていたのだが、まさか既にギルドの動向まで探られていたとは思いもしなかった。


    　もっとも実際にはそれよりもなお酷ひどく、『精霊の黄昏たそがれ』の取引相手の商会自体にも伯爵の息がかかっていた。都市アインザス全土がオーボック伯爵の蜘く蛛もの巣なのである。蜘蛛を知るために蜘蛛の巣に入り込むなど、悪手でしかない。


    「生きてねぇぞ、そいつら。もう、皆殺しにされてんだろうな。興味ねぇが」


    「な、なぜだ！　奴やつらは、関係ないだろうが！」


    「関係ねぇこたねぇだろう。オメェが一人で嗅かぎ回ってたのか、どこまで部下を使ってたのかなんて、そこまではわからねぇんだから。頭あたまと同時に主要な部下を潰つぶしとくのは、別におかしなことじゃねぇよ。巻き込まねぇ気でいるなら、オメェ、考えが甘かったんじゃねぇの？」


    　ジェルマンとて、その辺りの認識が甘かったわけではない。ただ、甘かった部分があるとするのならば、オーボック伯爵の徹底した警戒ぶりと狡こう猾かつさ、残酷さへの認識である。


    「言っとくが、オーボック伯爵はオメェの素性なんてとっくに調べてる。家名も忘れたが、オーボック伯爵と敵対して消された、弱小貴族のドラ息子だったんだろ？　家を出たなら忘れりゃいいのに、余計なことに首突っ込んだな」


    　ジェルマンの素性は男の口にしたとおり、オーボック伯爵と敵対し、冤えん罪ざいを着せられて一族郎党処刑された男爵家の次男である。元々家とは折り合いが悪く、十年以上前に冒険者を志して家を飛び出して以来、一度も戻ってはいなかった。そのためオーボック伯爵の制裁にも巻き込まれなかったのだ。自分なりのやり方で一矢報いて家の汚名を晴らすと誓い、都市アインザスにて冒険者ギルドを構え、情報収集を行っていたのである。


    「…………」


    　ジェルマンは剣を抜き、男へと突きつけた。


    「やめとけよ。オメェ、そこそこやるつもりだろうが、中の上ってとこだぜ？　余計なことすんじゃねぇよ。雑ざ魚この戦い方が頭に入ったら、剣が鈍るしな」


    　男は淡々と言う。意外にもそこに小馬鹿にした様子はなく、ただ事実を述べているだけ、といったふうであった。絶対的な自信に裏打ちされた言葉であったことは間違いない。


    　だがジェルマンとて、おとなしく捕まるつもりはない。構えた剣をそのままに男を睨にらみつけた。


    「仕方ねぇなぁ……はぁ」


    　男が動く。移動しながら最小限の動きで剣を抜き、そのままジェルマンへと斬きりかかった。剣が交差し、金属音が響く。


    （重い……それに、速い。ギリギリ反応できたが、こいつ……明らかに本気じゃない）


    　剣を打ち合いながらも、男の顔には相変わらず覇は気きがない。身体からだにも力が入っているようには見えないのに、押し合っている剣はぴくりとも前には動かない。


    「その細身の身体で、よくも……」


    「ほうら、次だ」


    　男の剣は最短経路を辿たどるように振り上げられ、ジェルマンへと反対側から斬りかかる。


    「ぐっ！」


    　ジェルマンは腕を掲げ、剣で紙かみ一ひと重えに防御する。体勢を立て直す間もなく、続けて頭を狙ねらった三撃目が放たれる。これもジェルマンは寸前で回避に成功した。そのまま反撃を試みようかと考えたが、既に男が四撃目の剣を振るう構えを取っていることに気がつき、剣で弾いて対応した。


    （大口を叩くだけはある。恐ろしく強い相手だ。だが、本気になる前に決定打を叩き込むことができれば……）


    　ジェルマンは意識を研ぎ澄まし、とりあえずは回避に専念し、確実な一撃を相手に当てることのできる隙すきを探ることにした。ジェルマンは目線から剣の軌道を読むため、男の顔を観察した。そこで恐ろしいことに気がついた。男は相変わらず退屈そうな表情を浮かべたまま、ほとんど目線を動かさずにいた。心底つまらなさそうに、ジェルマンの位置より遠い背後の方へと目を向けている。


    （こんなに的確な鋭い剣技を、私の反応を一切窺うかがわずに繰り出せるはずがない。何か、カラクリが……）


    　剣がかち合い、金属音が響く。ジェルマンは男の次の剣を防ぐために剣を横に回し、そこでようやく男の不気味な剣技の正体に気がついた。


    「ま、まさか、この剣は……」


    「よくわかったな。剣聖ベルガーネが編み出し、その子孫であるアルレック家の長男にのみ継がれることとなった絶技、『四十九の剣雨』だ。オメェはもう、俺の操あやつる剣の豪雨の中だ」


    　基本的に剣の戦いにおいて一番大事なことは、相手の動きに対してどれだけ優位な対応が取れるか否か、である。突き詰めればそれは、あらゆる剣技、あらゆる場面への最善の対処が頭に入っていれば、あらゆる剣を制することができるということへと繋つながる。だが現実問題、そんなことは不可能である。


    　しかし『四十九の剣雨』は、常に自みずから攻撃を仕掛けて相手の行動を制限、誘導する。そしてその誘導先の動きへの最善の対処を事前に頭に入れておくことで、必ず相手が後手に回らざるを得なくなる場面を連続して作り出すことができる技なのだ。盤上遊びにおいて、最善手で確実に相手を詰めるようなものである。


    　つまり男がどれだけ手を抜いて戦っていようが、四十九手までは反撃の隙すきが一切ない連撃を繰り出すことができるのである。計算し尽くされた絶技の前に、攻撃を通す隙すき間まなどあるはずもなかった。


    「私は、こんなところで終わるわけにはいかないのだ！　オーボックの悪事を暴き、我が家の名誉を取り戻すまでは……」


    　焦ったジェルマンが、十三手目に強引な攻撃に出た。男は悠々と剣を持ち替え、柄の部分でジェルマンの頭部を殴打した。ジェルマンは打ち倒され、その場に膝ひざをついた。頭からは血が流れている。


    「まさか……お前は、アルレック家の者なのか？」


    「ちげぇよ。昔一ひと悶もん着ちやくあったから、そんときに一通り覚えて、使いやすいようにアレンジしただけだ」


    　男はとんでもないことを、あっさりと、事もなげに口にする。ジェルマンは呆ぼう然ぜんとして口を開けた。


    「面白そうだと思って身に付けてはみたが、ガキのお稽けい古こみたいに同じことするだけの、つまんねぇ技だ。覚えるときは必死だったが、いざ使ってみたら退屈この上ねぇよ」


    　男はこきりと首を鳴らし、剣を鞘さやへと戻す。


    「四十九まで覚えたのに、どんだけ手を抜いても二十手以降の技を使う機会がねぇ。ったく、こっから分岐が増えて面倒くさかったっつうのに」


    　明らかに、格が違う。ジェルマンもそのことを悟り、既に戦意は失うせていた。


    　一族の名誉を汚し、貶おとしめ、辱はずかしめて処刑したオーボック伯爵への恨みがあった。必死に身に付けた剣術を歯し牙がにもかけられなかった悔くやしさがあった。巻き込んでしまった部下たちへの申し訳なさ、安否を確認したいという気持ちもあった。


    　だが、たった一瞬の立ち合いで、すべてを諦あきらめてしまった。敵かなわない。敵うはずがないと、わかってしまった。


    「……伯爵には、滅多に姿を現さない恐ろしく強い部下がいると、そういう噂うわさは聞いたことがあったが……それが、お前のことか」


    「オーボック伯爵は、主要メンバーの三人と鎧よろいの男は殺して、オメェはひっ捕らえろとのことだった。だが安心するなよ、伯爵サマは、本物のクズ野郎だぜ。死んだ方がいいって目に遭わされるぜ」


    　男はジェルマンの問いかけには答えず、興味なさげにそう口にした。そこでジェルマンの意識は途切れた。
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    　ランベール一行はアインザス地下迷宮の崩れていく通路を突破し、出口へと向かっていた。フィオナ、ロイド、リリーの三人はビクビクと脅おびえながら歩いていたが、修しゆ羅ら場ばに慣れっこのランベールは堂々と歩き、落ちてきた瓦が礫れきは大剣を鞘さやごと振るって跳ね除のけ、彼女ら三人を守っていた。


    「あまり気を抜いてぼうっとするな」


    　ランベールは自身の倍近い質量を持った大瓦礫を肩で受け止め、恐怖で腰を抜かして座り込んでいたリリーへと声を掛ける。危険な落下物が多々存在するこの通路で頭上の警戒を怠おこたっていたリリーの気を引き締めようと思っての言葉であった。


    「……」


    　ただ、リリーとてぼうっとしていたわけではない。唸うなりを上げながら豪速で落下してくる瓦礫を前に冷静に対処しろという方が無茶なのだが、ランベールは些いささか常識がズレていた。


    　彼らの歩む地下一階層は、更に下の階層と比べれば崩壊がまだ緩やかであり、ランベールのフォローもあって安全に脱出することに成功した。


    「よ、ようやく外の光が見えてきましたね……」


    　フィオナは地上へと続く階段を上りながら口にする。声には疲労の色があった。


    　低級魔物を狩るだけの簡単な依頼であったはずなのに都市アインザスの最大ギルドにつけ回されたうえ、ランベールに連れ回されて前人未到の最下層まで進まされ、挙げ句の果てには崩れかける迷宮の中を走り続けることになったのだから、肉体的にも精神的にも限界を迎えていることは無理もなかった。


    　もっとも『魔金オルガンの竜』を単体で壊滅に追い込み、凶悪な魔物を片っ端から斬きり伏せ、二百年間も地下深くに居着いていた怪人ドーミリオネを処分したランベールは、悠々と肩で風を切りながら歩いていた。それはおそらく、マナが尽きるまで動き続けることのできるアンデッドの身体からだを持っているから、というだけではなかった。


    　崩壊の音を聞きつけてか、迷宮の出入り口周辺にはちょっとした人だかりができていた。フィオナたちが躊躇ためらっている中、ランベールは階段を上り切って衆目に身体からだを晒さらし、そのままギルド『精霊の黄昏たそがれ』の場所へと向かって歩き始めた。そのあまりに堂々とした姿に周囲の者もしばし動けずにいたが、一人の男が思い出したように首をかしげながら、ランベールへと駆け寄ってきた。


    「お、おいアンタ、迷宮の中では何が……」


    「悪いが、今は先を急いでいる」


    　ランベールは首元を微かすかに動かして鎧よろいの下から男へと視線を向けるが、足を止めることはなかった。男はランベールの態度に気け圧おされ、その場に立ったままぽかんとしていた。


    「お、おい、ランベールのおっさん！」


    「なんだ？」


    　ランベールはロイドからも声を掛けられて応じたものの、振り返る素振りを見せない。仕方なくロイドが駆け足でランベールの横へと並び、再び声を掛ける。


    「い、いや、なんか説明くらいっつうか……俺たちも、何がなんだかわかんねぇままだし……。それにその、あまりに動じなさ過ぎっつうか……」


    「命令を受けて動いているのだから、予想外のことが起きればその対処と、主への報告が最優先であろう。今の俺は、雇われの身である。お前たちもそうだろう？」


    「い、いや、でも……」


    　ロイドは頭の中でまだ考えが整理できていなかった。ランベールの答えに何も返せずに黙り込んだ。


    「も、もう少し、落ち着くまで待ってもらえませんか？　ここには、知人の安否を心配して見に来た方もおられるようですし……」


    　フィオナから声を掛けられ、ランベールはぴたりと足を止めて振り返った。ランベールから不興を買ってしまったかと思ったフィオナはびくりと肩を震わせた。他の者が声を掛けても足を止めなかったランベールが即座に行動で反応を示したため、ランベールが怒っていると捉とらえてしまうことは無理もなかった。


    　フィオナはなぜ地下迷宮が崩壊したのか、なぜ『魔金オルガンの竜』から狙ねらわれていたのか、状況をまったく掴つかめていなかった。しかし、ランベールにまた命を助けられたということは勿もち論ろん理解している。そんな身で、出過ぎたことを口にしてしまったかと考えたのだ。


    　ただ、ランベール自身はまったく別のことを考えていた。


    『ランベールよ。少し、疲れてしまったようだ。お前が勤勉なのは嬉うれしいのだが……今日はもう少し、ここにいてはもらえぬか？』


    　フィオナと瓜うり二つのかつての主君、オーレリアとのことである。オーレリア自身の判断が裏目に出て、停戦協定を結んだ国からの痛烈な裏切りによって大量の死者が出たときのことであった。


    　オーレリアの見通しが甘かったというよりも、敵参謀の悪あく辣らつさが八国統一戦争時代においても秀でていたことの方が原因ではあったが、それでも被害者の数を思えば、彼女が気に病まないわけはなかった。フィオナの声を聞いたとき、そのときのオーレリアの顔が頭を過よぎったのである。


    「あ、あの……」


    「……それもそうだな。ただ、俺はジェルマンにすぐに確認したいこともある。一度ここで別行動を取るとしよう。周囲への説明はそちらへ任せる」


    「え？　は、はい！」


    「……なぁ、俺のときと全然対応が違くねーか？」


    　ロイドがぽつりと不平を漏らす。ランベールはやや顔を逸そらして、聞こえない振りをした。


    「なな、なぜ、貴様らだけが、無事で……！」


    　アインザス地下迷宮に入る冒険者の管理を行っていた役人が、ランベールを睨にらみながら呟つぶやいた。ランベールが睨むと、はっと口に手を当ててたじろいだ。


    （入ったときから様子がおかしかったが……やはり、オーボック伯爵とやらから指示を受けていたようだな）


    　ランベールは役人の戸惑う様子を見て、そう結論付けた。


    　オーボック伯爵は村の盗賊騒動のときからランベールが追っていた相手である。向こうから仕掛けてくるのならば、むしろ好都合といった心積もりであった。ランベールが軽く瘴しよう気きを当てると、役人はその場にひっくり返り、両手を地につけた。


    「ひっ……！」


    「伯爵に伝えておけ、近いうちに顔を合わせることになるだろう、とな」


    「な、なな……！」


    　ランベールは呆ぼう然ぜんとする役人を尻しり目めに、フィオナたちを置いて『精霊の黄昏たそがれ』のギルドへと向かって駆け出した。


    



    ３


    



    　ランベールは単独で『精霊の黄昏』のギルドへと戻った。しかし、元々人通りの少ないところだったとはいえ、周囲の建物にもほとんど人の気配がなかった。地面には、最近ついたばかりであろう足跡がいくつも残っている。


    『精霊の黄昏』のギルドに至っては、一階の酒場『精霊の竈かまど』もろとも、壁や窓が打ち壊されていた。ここにも伯爵からの差し金があったことは間違いない。


    「……メンバーへの襲撃と同時に、本拠地の制圧か。随分と徹底しているようだな」


    　ランベールは淡々と言ったが、内心では怒りを燃やしていた。


    　短い期間ではあったものの、怪しい身であるランベールを引き入れ、都市アインザスを知る足がかりをくれたことについては、『精霊の黄昏たそがれ』に感謝していた。フィオナやロイド、リリーもきっとこの惨状を知れば悲しむことだろう。それに、周到に『精霊の黄昏』への嫌がらせを繰り返すオーボック伯爵の悪あく辣らつな手口にも、強い嫌悪を覚えていた。直接対面したことはないが、とんでもない極悪人であることは、すでに疑いようがなかった。


    （これ以上の下調べは不要か。もはや、直接乗り込む外ほかにない）


    『精霊の黄昏』とオーボック伯爵にどのような関係があったのかは知らないが、だいたいの予測は付いていた。権力者がここまで必死に根絶やしにしたがるものといえば、自身へ歯向かう者と、八国統一戦争時代から相場が決まっている。


    『精霊の黄昏』のギルドマスター、ジェルマンは、オーボック伯爵について秘ひそかに調査を進めているようだった。一度ここを離れるつもりだと本人も口にしていた。恐らく『魔金オルガンの竜』が『精霊の黄昏』に目を付け始めたのを察して、オーボック伯爵が行動に出ることを危き惧ぐしていたのであろう。


    　ランベールは『精霊の黄昏』のギルド内部へと足を運んだ。元より『精霊の黄昏』は小規模ギルドであり、ギルドの冒険者として登録している者も、ずっとギルドの中にいるわけではない。大抵はギルドマスターと受付と、他の冒険者が二人ほどといったところである。


    （わざわざここに乗り込んできた理由は、ギルドマスターであるジェルマンか？　いや、ここは人通りこそやや少ないが、それでも大都市の表通り……ジェルマンだけが狙ねらいならば、外で闇討ちを仕掛けた方がいい）


    　ギルド内部には、死体はなかった。全員連れ去られたのか、どうにか逃げおおせたのかはわからないが、まだひとまずの希望はあった。


    　ジェルマンの執務室を開ける。部屋は棚が荒らされ、書類が散乱している。


    「ここまで来て、金銭目的の強盗ということはあるまい。ジェルマンがどこまで伯爵についての調査を進めているのか、知りたかったようだな」


    　ランベールがそう呟つぶやいたとき、部屋の外から声が聞こえてきた。


    「それだけじゃねぇぜ」


    　扉を派手に蹴け破り、黒ずくめのコートを纏まとった痩やせた男が飛び込んでくる。


    「ああ、知っている」


    　ランベールは答えながら、大剣を素早く引き抜き、大きく振り回した。表から飛び込んできた男を斬きり伏せると同時に、窓の割れ目から放たれた銀の針を、ランベールの大剣が弾いた。


    　男は胸部から血を噴き出しながら、壁へと叩きつけられた。ランベールは地面に落ちた銀の針を拾い上げ、窓の外を睨にらむ。


    　一人が気を引き、もう一人が死角から確実に武器を打ち込む算段であったのだ。だが、その程度の小細工がランベールに通用するはずもなかった。


    「ギルドの様子を見に戻ってきた者がいれば、殺すか攫さらうかするつもりだったのだろう。貴様たちが隠れていることはわかっていた。おとなしく、姿を現せ」


    　ランベールが窓の外へと針を投げ返す。窓の外に現れた男が針を素手で掴つかみ取り、そのまま身体からだで窓を割って室内へと侵入してきた。一人目と同様、黒ずくめの衣装に身を包んでおり、ランベールには及ばないものの長身の男であった。


    　長身の男の登場に続くように室内の窓が割れ、更に同じ格好をした男が二人、女が一人の計三人が現れた。気配の数と一致する。隠れていても無駄だと悟ったようだった。


    「驚いた。こんな男が、『精霊の黄昏たそがれ』に紛まぎれ込んでいたとはな。主力は『魔金オルガンの竜』が、地下迷宮の攻略ついでに滅ぼすという話だったのだが。まさか、我らの気配に感付いたとはな。いつからだ？」


    　男たちは、気配を隠すことへの自信を誇っていた。特に針を放った長身の男はリーダー格であり、自身の居場所が的確に悟られていたなど、にわかには信じがたいことであった。部下が剣の一振りで殺されたことよりも、銀の針がいとも容易たやすく叩き落とされたことに憤りを覚えていたほどである。


    「ここに入る前からだ。陰湿な気を五つ感じたものでな」


    　長身の男はそれを聞き、微かすかに眉み間けんに皺しわを寄せた。ランベールの返答をただの挑発だと捉とらえたのである。


    　だが、ランベールの言葉はただの事実であった。襲撃者たちはうまく気配を隠してはいたのだが、ランベールのアンデッドとしての感知能力を上回ることはできていなかったのである。


    「貴様らは、何者だ」


    「よかろう、冥めい府ふの土産みやげに知るがいい。我らは、裏ギルドの……いいや、こんな言い方はよそうか。世間を騒がす都市アインザスの暗部、小悪党の裏ギルドとは仮の姿、我らは伯爵様直属の隠おん密みつ部隊『闇夜の小刀』なり。我は、部隊長のハイルザート。多た勢ぜいを卑ひ怯きようと思うなよ、我らには、我らの矜きよう持じというものがある」


    　言いながら、ハイルザートは手を交差させて構える。両手には、指の隙すき間まに各四本の銀の針が挟まれている。ハイルザートが構えると同時に、他の三人も各おの々おのの武器を構えた。


    「随分とお喋しやべりなものだな、現代の隠密部隊は」


    「我らの本領は、暗殺だけではないのでね。暗殺が失敗したとなれば、次は正面から、我らの連係攻撃を見せてやるとしよう。それに……我が武器を、あそこまで綺き麗れいに投げ返されて黙っていては、名が廃すたるというものだ」


    「…………？」


    　ランベールはハイルザートの言っている意味がわからず、しばし沈黙した。


    「そんな厳いかめしい鎧よろい籠ご手てで、あそこまで鋭く投げ返されて引き下がっていれば、我が立つ瀬がないと言っているのだよ。驚いたよ、危うく受け取り損ねるところであった。我は多勢でかかる、死角へも回る。だが、宣言しよう。絶対に、決定打はこの銀の針で決めてみせると！」


    　言いながら、ハイルザートが素早く飛び上がった。残る三人も、それぞれの方向へと分かれる。天井に張り付いたハイルザートが、素早く八本の銀の針を放った。同時に三人が、タイミングをずらしながら、三方向からランベールへと斬きりかかる。


    「貴様は、何を言っている？」


    　ランベールが大剣を三度振るう。大剣が天井を割り、近くにあった机を叩き壊す。斬りかかってきた二人を撫なで斬り、唯一ランベールの圧倒的なプレッシャーに耐え切れずに引き下がっていた一人だけがその大剣から逃れられた。八本の銀の針もそれぞれ別の方向へと飛び散り、ランベールはその内の一つの後端を摘む。


    　ハイルザートからしてみれば、一瞬の間に部下二人の身体からだが引き裂かれ、いつの間にかランベールの手に銀の針が握られていたことしかわからなかった。何がどうなり、ランベールの手に針が渡ったのか、その経緯さえわからない。


    「な、何という早はや業わざ……！」


    「早業？　貴様、今おかしなことを口にしたな」


    「なんだと？」


    「俺はさっき、貴様に軽く投げ返しただけだ」


    　ハイルザートは、ようやくこのとき、対たい峙じしている相手が、人外の域に達していることに気が付いた。


    「そ、そんなわけが……」


    　ハイルザートの先ほど見た、部下の二人があっさりと一刀両断にされた光景が、ランベールの口にしていることが真実であると告げていた。しかし、それでもなお、ハイルザートは信じ切れなかった。ランベールが銀の針先を鎧よろいの指で撫でて、顔を近づける。


    「透明の毒か……わからんな」


    　ランベールが腕を振りかぶった。放たれた銀針、その軌道をハイルザートが目で追うことはできなかった。ハイルザートは目を見開き、ただただ呆ぼう然ぜんとしていた。針はハイルザートの胸部を貫通し、後ろの壁さえも貫いた。


    「毒が回るのを待つよりも、さっさと致命打を狙ねらった方が早いだろうに」


    　そんなことがあっさりと言えるのは、細い針を壁に貫通させられるランベールくらいのものである。


    「…………」


    　ハイルザートは無言で自みずからの胸部に手を当てた。どろりと血が垂れだしてくるのを見つめた後、強こわ張ばった顔で引き攣つった笑みを浮かべ、ランベールを睨にらんだ。顔には脂汗が溢あふれている。


    「み、見事……」


    　その一言は、ハイルザートの、精一杯の強がりであった。ハイルザートは喀かつ血けつし、その場に伏せた。


    「暗殺専門というわりには、随分とプライドの高い男だ。嫌いではないが、隠おん密みつ部隊にはあまり適役ではなかったようだな」


    　ランベールはハイルザートが息を引き取ったのを見届け、静かに大剣を鞘さやへと戻した。


    「フフ……貴方あなたがどれだけの剛腕であろうとも、ヘクトル様には敵かなうまい……。力では貴方の方が勝ろうとも、あの方の剣技は、まさに神域に達している。せいぜい、脅おびえているといい。貴方はもう、伯爵様からは逃れられない」


    　声を震わせながらそう言うのは、先ほどランベールへと攻め切れず、床に座り込んだままでいた『闇夜の小刀』の構成員の一人である女である。


    「ほう、今の力量差を見て、それでもなお、そう言うのか」


    「私は、一足先に退場させてもらうわ。生きて戻っても、伯爵様が怖いもの。せいぜい、貴方が苦しんでこっちに送られてくるのを、待っているわ」


    　気丈に言ってはいるが、ただの強がりであることは明らかであった。よほどオーボック伯爵と、ヘクトルとやらが怖いと見える。女の顎あごに力が入るのを見て、すかさずランベールは鞘で顔面を横薙なぎにした。


    「ぶっ!?」


    　女の口から、血と奥歯が飛び出した。奥歯の上には、黒い石のようなものが貼りついている。


    「自害用の毒か」


    　ランベールは淡々と言い、奥歯を踏み潰つぶした。


    「こっ、殺せぇ！　殺せ！　敵に情けをかけられるほど、落ちぶれては……！」


    　女が口から血を垂らしながら喚わめく。


    「真っ先に腰の引けていた、わざわざ一番臆おく病びようそうな貴様を生かしたのだ。俺は、貴様が飛び込んでこなかったから斬きれなかったわけではない。その気になれば、あのときに三人とも叩き斬ることもできた。その意味はわかるな？」


    「う……ぐ、ぐ……」


    　女は口に手を入れ、奥歯のあった位置へと指を伸ばしながら呻うめいた。
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    　オーボック伯爵の抱えている隠密部隊、『闇夜の小刀』を一いつ蹴しゆうしたランベールは、そのメンバーの最後の一人である女へと目を向けた。


    「女、伯爵について知っていることを洗いざらい吐いてもらおうか」


    　女は恐怖からか、身体からだが小刻みに震えていた。睨にらむようにランベールの方を見ていたが、その眼には怒りよりも脅えの色が窺うかがえた。まさか多対一で、あそこまで一方的な戦いになるとは思っていなかったのである。


    　ランベールは、八国統一戦争の最中、敵参謀の罠わなにかけられ、自軍の二十倍の数の兵に囲まれたこともあった。それも八国統一戦争を制する第一候補であった国、マーデラク王国の名将、アルデミアの精鋭の部下である。


    　ランベールは敵兵を斬きり殺し続けて道を作り、その危機を脱したが、魔金オルガンの鎧よろいがなければ間違いなく二度と戦場に立つことのできない身体からだになっていただろうと、ランベール本人も思っていた。結果としてランベールはほぼ無傷で生き延びたものの、ランベールの切り開いた道を付いてくることができた部下はただの一人もいなかった。


    　そのときに比べれば、敵の数も質も段違いである。平和なご時世の性悪貴族の部下たった五人に囲まれた程度は、今更なんともなかった。


    「……私から何を聞き出そうったって、無駄よ。私たちに手を出した貴方あなたも、任務をしくじった私も、無事ではいられないでしょうね。どこへ逃げようとしたって、伯爵様の目から逃れられるわけがない」


    　女の言葉どおり、オーボック伯爵は、自身の利益と安全、そして敵対者への報復に関しては、恐ろしいまでの執念を見せていた。


    　女は、オーボック伯爵への忠誠や義理、『闇夜の小刀』への誇りはさして持ってはいなかった。オーボック伯爵に孤児院から引き取られて隠おん密みつ部隊として育て上げられたものの、恩よりも恨みの方が勝るほどである。


    　それでもオーボック伯爵に仕えていたのと、ランベールに敗北して真っ先に死を選んだのは、オーボック伯爵への恐れに外ほかならない。裏切りでもすれば死よりも恐ろしいことが待っていると、オーボック伯爵から裏方の仕事を任されている組織に属している彼女は、そのことをよく知っていた。


    　特に、自分は女である以上、どのような辱はずかしめを受けるかもわかったものではない。他のオーボック伯爵の部下に捕らえられる前に、自害せねばならない。しかしその意思も、死を覚悟したところで一度ランベールに阻害され、萎なえ始めていた。


    　彼女は、ランベールの剣の腕は、はっきりとわかっていた。もしかすれば、ランベールの逃走を手伝えば、便乗してうまくいくと逃げられるのではないか。甘い考えと知りつつ、そんな思考が彼女の頭の中を支配し始めていた頃だった。


    「何を聞き出すか、か。そうだな……今更、これ以上奴やつの悪事について確認を取る必要もなかろう。まずは、オーボック伯爵の館へと案内してもらおうか。細かいことは道中で聞けばいい」


    「…………は？」


    　ランベールの言っている意味が、彼女にはわからなかった。オーボック伯爵の手からどう逃げるつもりなのかと考えていたのに、まさかランベールが自分から伯爵の元へと乗り込もうとしているなどと、思いも寄らなかった。


    　おまけにランベールの発言から察するに、オーボック伯爵の館の場所さえ知らないのだ。あまりにも無計画で無謀である。伯爵の館など、都市アインザスに住む者のほとんどが所在を知っているのだ。それさえ知らず、なぜ今から向かおうという発想が出てくるのか、まったく理解できなかった。とても正気には思えない。こんな無謀な狂気にむざむざ巻き込まれ、見せしめとして処刑されに行くなど、死んでもごめんであった。


    「女、女と呼ぶのも面倒だ。それに時間もない。質問に答える気があるならば、名乗れ」


    「……て、敵にへつらう気はないと、最初に言ったはずよ。随分と舐なめた口を利いてくれるけど、私だって、拷ごう問もんに対する訓練くらいは……」


    　女は精一杯ランベールを睨にらみながら、そう答えた。


    「そうか」


    　ランベールが、アンデッドの瘴しよう気きを垂れ流す。濃密な死の気配が狭い執務室の中に充満した。女の身体からだの奥から引き絞られるように汗が滲にじみ、脳をただただ恐怖が支配する。恐怖に突き動かされるように顔を上げれば、表情の窺うかがえない全身鎧よろいの男が、大剣を振り上げたところだった。


    「あ……あ……」


    　女は口をパクパクと動かしながら、振り上げられた大剣を見つめる。


    　女が思考を次に移すよりも早く、大剣が振り下ろされた。強烈な風圧が女の頭を嬲なぶり、直後に金属塊が女の頭を叩き潰つぶした。


    　だが、それは女の錯覚であり、実際には大剣は女の頭のすぐ横へ振り下ろされ、肩に触れるより先にその動きを止めていた。


    　女は自みずからの肩の上に留とどまっている大剣を見て、息を荒らげた。確かに今、すぐそこに死があった。恐怖と圧迫感で動どう悸きが、吐き気が収まらない。


    「時間がないのでな。次は当てる」


    「ア……アルメル、アルメルです」


    　女は半ば無意識の間に、自らの本名を口走っていた。それをしまったと思う余裕も、今の彼女にはなかった。ただ自身から遠ざかっていく大剣を見て、安あん堵どの気持ちを抱いていた。
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    　オーボック伯爵の館は都市アインザスの中央側にあった。戦争が活発であった時代の名な残ごりを受け、建物がぐるりと並んで壁を成して外敵の侵入を妨さまたげられる構造になっているため、中央部はいざ戦争が起こった際に、最も安全なところとなるのだ。これは代々のことであって今代に限ったことではないのだが、オーボック伯爵の保身への執着の象徴のようにもランベールには思えた。


    　巨大な外壁の向こう側に、白塗りの気品ある建造物の姿が窺うかがえた。高さこそ二階建てだが横に大きく広がっており、城のような風格があった。ランベールはオーボック伯爵邸を眺め、足を止める。


    （さて、どこから攻めるか。アルメルとやらが抜け道でも知っていればいいのだが、正確な情報を聞き出すには少々時間が足りないか。こうしている間にも、ジェルマンがどのような目に遭わされているのか、わかったものではない）


    　ランベールの前を歩いていた隠おん密みつ部隊『闇夜の小刀』の生き残りアルメルは、ランベールの動きが止まったのを見て、今がランベールを殺す最後の好機なのではないかと考えていた。ランベールに脅されてここまで来てしまったが、たった二人で乗り込んだところで、あっという間に捕まってしまうのは目に見えている。


    　オーボック伯爵邸には地下室があり、そこは煌きらびやかな地上の階層とは少々内装が異なっている。ほとんどはただの倉庫なのだが、一部は拷ごう問もん部屋となっていた。敵対者に脅しをかけ、裏切り者を成敗するためという建前ではあるのだが、実際にはオーボック伯爵の趣味によるところが大きい。あそこの部屋に連れ込まれることだけは、アルメルは絶対に避けたかった。


    　しかし、このままランベールのあまりにも無謀な突入に手を貸していれば、それはまず間違いなく免まぬがれ得ない未来となる。


    　逃げ出せば、この場でランベールに斬きり殺される。あの早はや業わざ、身のこなしを目まの当たりにしていたアルメルには、まず逃げきれないだろうということははっきりとわかっていた。かといって付いていれば、オーボック伯爵の部下に連れられて拷問部屋行きとなる。


    （……ここで、やるしかない）


    　ランベールさえ殺すことができれば、オーボック伯爵にも顔が立つ。むしろ手柄である。


    　今のランベールは、アルメルに対して油断しきっているように見えた。アルメルはランベールの死角に立って懐ふところに手を入れ、隠し持っている銀の針を握った。


    （一発で仕留めるしかない）


    　アルメルは息を止め、ランベールのどこに打ち込むかを考える。しかし、見れば見るほど、魔金オルガン鎧よろいには隙すきがない。せいぜい膝ひざの関節部に投げ込み、足を奪って逃げるのが限界である。


    　そして何より、この男に本当に銀の針が通じるのかと、アルメルは疑問に感じ始めていた。『闇夜の小刀』の隊長であるハイルザートが完全に死角から放った銀の針でさえ、ランベールはあっさりと払い除のけたのである。


    　アルメルの針を用いた対人戦闘術は、ハイルザートから叩き込まれたものであった。果たして師匠のハイルザートがあっさりといなされた手を、自分が成功させられるものだろうか。


    　アルメルの手に汗が浮かぶ。ごくりと息を呑のんだとき、ランベールがアルメルの方を振り返った。アルメルはびくりと肩を震わせ、目を背そむけた。


    「な、なにも……」


    　弁解しようとしたとき、ランベールが口を開いた。


    「だろうな、殺気を感じなかった」


    　アルメルはそれを聞き、身体からだ中の力が抜けるのを感じた。自分は、針を握る前から目の前の男を殺すことを諦あきらめていたのだと、そう実感させられたのだ。


    「地下に、拷ごう問もん部屋があると貴様は言ったな。オーボック伯爵はどこだ？」


    「今の時間だったら……拷問部屋か、そうでなければ執務室よ」


    　アルメルは既に、ランベールに嘘うそを吐つくことを諦めていた。


    （ジェルマンや他の『精霊の黄昏たそがれ』の面メン子ツが捕まっている可能性が高いのは拷問部屋だが……そちらよりも、オーボック伯爵を優先するべきか。伯爵さえどうにかしてしまえば、後はどうとでもなる。逆に言えば、ここで奴やつらを救出しようとも、オーボック伯爵を逃してしまえば、時間を先延ばしにしただけに過ぎぬ）


    「……伯爵様を暗殺しようなんて、無理な話よ。確かに裏口や非常用の逃走通路もあるけれど、そのすべてに監視の兵が付いているわ。どこから入ろうと、すぐに伯爵様の部下に囲まれることになる」


    「そんなところだろうとは思っていた。どこから入っても一緒ならば、正面から入ろうとも変わらんな」


    「そうそ……えっ？」


    　言うなりランベールは、アルメルに背を向け、壁の正門へと歩き出した。


    「どうした早くついてこい。館内の案内も、貴様に任せるつもりだ。中で迷っているわけにはいかんからな」


    「い、いや……さすがにそんなところから入ったら……あっという間に取り囲まれて……」


    「どこでも変わらんと言ったのは貴様だろう。どうせ見つかるのならば、こそこそ隠れるよりも正面から入って、逃げられる前に捕まえた方がよかろう。地の利では圧倒的に劣るのだからな」


    　ランベールは宣言どおり、嫌がるアルメルを無理に引っ掴つかんで正門から突入した。すぐに門番の男が侵入者に気が付き、二人へと近づいてくる。手にしていた槍やりを持ち替え、刃の部分をランベールへと向けた。


    「なんだ貴様は！　ここが伯爵様の館だと知っての狼ろう藉ぜきか！」


    　ランベールは腕を引いて、門番の男へと大剣の鞘さやごと突きを放つ。鞘の先端は門番の男の胸部を貫き、彼の身体を後方へと弾き飛ばした。


    「がふぁっ！」


    　男は背を壁に打ち付け、喀かつ血けつした。


    　ランベールからしてみれば軽く押したくらいのつもりだったのだが、男にとってはそうではなかった。金属塊を胸部にめり込ませられ、胸骨も折れていた。


    「無論だ。その伯爵様に用があって来たのでな」


    　あっさりとランベールは言い放つ。あっという間に大騒ぎになり、あちらこちらからオーボック伯爵の私兵が姿を現し、ランベールの元へと駆け寄る。三十名近い数の私兵が現れ、ランベールとアルメルを囲んだ。


    「だからっ！　だからあれほど無謀だって言ったのに！」


    　アルメルはそんな立場ではないと認識しつつも、不平を叫ばずにはいられなかった。


    「これはこれは、報告にあった鎧よろいの大男と……そっちにいるのは、隠おん密みつ部隊のアルメルではないかね。なんだ、『魔金オルガンの竜』は仕損じたのか。仲良く一緒にいるということは、裏切ったということでいいのかな？」


    　そうランベールたちに声を掛けたのは、私兵たちの最後列にいる、背の高い、オールバックの黒髪の男である。ハンサムな顔立ちではあったが、瞳ひとみの奥からは冷酷さが滲にじみ出ていた。


    「マ……マルキドッ!?　よ、よりによって……」


    　アルメルが目を見開き、その男を睨にらむ。マルキドと呼ばれた男は既にアルメル個人に関心はないのか、指でアルメルとランベールを数えて顎あごに手を添え、退屈そうに溜め息をついた。


    「ふぅむ……たったの二人か。すぐに終わってしまうな」


    　品定めでもするかのようにランベールを観察した後、大きく手を叩いて他の兵の関心を引いた。


    「おい皆、ゲームをしようじゃないか。内容は……そうだな。あの馬鹿な侵入者と裏切り者から、身体からだの一部を切り取るっていうのはどうだ？　腕でも、足でも、指でもいい。細かく刻むのは歓迎だが、死体から切り取るのは反則としよう。いいか、必ず生身から切り離すんだ。パーツに応じて、私から賞金を出してやろう」


    　アルメルからマルキドと呼ばれた男は、へらへらと笑いながらそう口にした。周りの者たちはその言葉に反応し、下げ卑びた歓声を上げる。


    　──マルキド・マーベラン。彼は現在、オーボック伯爵の私兵団において、警備隊の長を務めている。嗜し虐ぎやく趣味の傾向があり、戦闘や拷ごう問もんをゲームの対象とする悪癖があった。オーボック伯爵とは親戚筋であって何かと優遇されており、金銭面においてもかなりの余裕があった。


    「俺がやる！」「てめぇは引っ込んでろや！」


    　早速五人の兵がマルキドの言葉を受け、我先にとランベールとアルメルへ飛びかかってきた。


    「お、終わった……」


    　アルメルは小さく呟つぶやき、懐ふところにしまっていた銀の針を取り出し、自身の首元へと向けた。


    　ランベールが大剣を鞘さやから引き抜き、軽く縦に振り回した。単純な動きではあったが、あまりの速さに、ランベールが大剣を抜き、すぐにしまったようにしか、居合わせた常人たちにはわからなかった。


    　ランベールとアルメルに接近していた五人の兵が、ぴたりと動きを止める。その異様な光景を近くから見ていたものは、ランベールの動きを見切ることができなかったながらも嫌なものを感じ取り、顔を青くして黙りこくっていた。


    　一瞬の間の後に、ランベールに斬きりかかった五人の首が、ごとりとその場に落ちた。鮮血が噴き出し、身体からだが一つ、また一つと倒れていく。


    「……む？」


    　後列にいたマルキドには何が起こったのかまったくわからず、腕を組んだまま間の抜けた声を上げた。


    「たったの三十人か……」


    　脅おびえる兵たちを前に、ランベールが辺りを見回して数を数える。それからゆっくりと再び大剣を抜いて構えた。


    「すぐに終わるな」


    　ランベールの言葉に、マルキドは絶句した。ランベールが二振り目、三振り目を放ちながら、大きく前進する。袈け裟さ切りにされた兵士の血肉が飛び交う。


    「な、何をしている！　誰かっ！　早く、奴やつを斬れぇっ！　金なら、いくらだって出してやる！　殺せ、殺せっ！」


    　マルキドの言葉も虚むなしく、ランベールに近づいた兵はことごとく肉にく塊かいへと姿を変えていく。


    「早く……奴を、早く……！　こっちは何人いると思っている、無能どもが！　囲んで死角から蹴け飛ばしてやれば、あんな馬鹿でかく重そうな鎧よろいでは起き上がれるはずが……」


    　マルキドはそこまで言って、口を閉ざした。その馬鹿でかく重そうな鎧で、ランベールは俊敏に動き回ってマルキドの部下を叩き斬って回っているのだ。


    　マルキドが呆ぼう然ぜんとしている間に、彼の両脇わきにいる部下がランベールに斬られ、その場に倒れ伏した。


    「う……う……うおおおおおおおっ！」


    　マルキドが吠ほえながら剣を振るう。ランベールはそれを悠々と横に躱かわす。マルキドが追撃するため剣を握る手に力を込めようとすると、剣とバラバラになった指が地面へと落ちていった。遅れてやってきた、強烈な熱のような痛みがマルキドを蝕むしばんだ。


    「あああああっ！　熱っ！　あ、あああああっ！　わ、私の……私の指！　ああ、あああっ！」


    　マルキドは地面に這はいつくばり、無事だった左の手で右手の指を掬すくう。


    「細かく切り取れば報酬は弾むのだったか？」


    　半狂乱になって息を荒らげるマルキドへと、ランベールが問いかける。


    「かっ、金ならいくらでも出すから、こ、これ、これ繋つなげて……これ繋げ……」


    　マルキドが言い切る前に、ランベールの大剣が彼の身体を縦に両断した。返り血を浴びながら、淡々と大剣をしまう。


    「さて、俺が侵入したことがオーボック伯爵の耳に入るまで、時間の問題だな。おいアルメル、とっとと案内しろ」


    　いとも容易たやすく行われた虐殺を前に、アルメルはその場に座り込んだまま震えあがっていた。自害用に持ち出していた銀の針も、とっくに震える指の隙すき間まから抜け落ちていた。
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    　伯爵邸二階奥の執務室にて、オーボック伯爵と一人の男が顔を合わせていた。


    　オーボック伯爵と対たい峙じしているのは、細身の長身の剣士である。やや猫背であり、伸びきった紫紺の髪がだらしなく、無精髭ひげの目立つ、覇は気きのない男であった。


    　オーボック伯爵の両脇わきについている二人の護衛騎士は、男を不ぶ躾しつけな目で睨にらむ。男はそれを横目で睨み返した後、オーボック伯爵へと目をやった。オーボック伯爵はたるんだ二重顎あごを指で撫なでながら、カッカッと、声を上げて笑った。


    「ヘクトルよ、手柄であったぞ。こそこそと吾わが輩はいのことを嗅かぎ回っていた、ジュース元男爵家の生き残りを、こうもあっさりとひっ捕らえてきてくれたとはな。奴やつはそれなりに腕が立つと評判ではあったようだが、貴様を前にすれば、赤子も同然であったか」


    　ヘクトルと呼ばれた長髪の男は、退屈そうに足を掻かき、ゆっくりと欠伸あくびを終えてから、主の言葉へと応える。


    「……そんなつまらない礼は結構です、伯爵サマ。用件がそれだけならば、俺は部屋に戻らせてもらいますよ」


    　護衛騎士の二人がピクリと眉み間けんを動かす。


    「ヘクトル！　貴様、オーボック様に無礼な……！」


    　オーボック伯爵は護衛騎士の顔の前に手を出し、ニッと歯を見せて笑った。


    「構わん、構わん」


    「……オーボック様。恐れながら、進言させていただきます。急にこのような無礼な男を側近に置いたばかりか、身勝手を許していれば、他の者たちの士気にも関わります！」


    　オーボック伯爵は普段は身内びいきで年功序列、自身にへりくだり、ゴマをする者を徹底して優遇していた。しかしヘクトルだけは急にオーボック伯爵が拾った人間であり、それまで縁などなかった。まだ部下になって一年と経たっておらず、オーボック伯爵に対しても淡白な態度を通している。長らくオーボック伯爵に媚こびへつらって旨うまい汁を啜すすっている側近たちにとっては、入ったばかりで優遇されている新人は、嫉妬と苛いら立だちの対象となっていた。


    「構わんと、吾輩が言っているわけだが……」


    　オーボック伯爵がぎょろりとした目玉を向けると、護衛騎士は口を噤つぐんだ。


    「し、失礼いたしました」


    「フフ……ヘクトルよ。その態度、一年前から変わらぬな。吾輩が怖くないのか？」


    「……伯爵サマにゃ、感謝はしてますよ。俺は厄やつ介かいごとを起こしすぎちまった。伯爵サマの後ろ盾だてがなきゃ、俺はいつ暗殺されてたっておかしかねぇ」


    「それほどの腕があっても、暗殺は怖いか？　お前ならば、徒手でも後れを取ることは滅多にあるまい？」


    「そりゃ毒でも盛られりゃ、ころっと逝いっちまいますよ。俺だって人間です。伯爵サマ、俺ァ別に、戦いで死ねるならそれでいいんだ。あと一回、たった一回だけ、俺が本気を出せる相手と戦えるなら、それでいい」


    　幼少から命の危険と隣り合わせで生きてきたヘクトルは、その過剰なストレスが元で、極限状態の殺し合いの中でなければ、興奮や感動を感じない脳になっていた。また、幸か不幸か、彼には、剣術の圧倒的な天てん賦ぷの才があった。殺し合いの中で剣術の腕を伸ばし、興奮を求めて自身を死地へと追い込み、経験を積み続けていくうちに、彼は他の剣士とは比べものにならない強さを手にしていた。


    　しかしそのせいでヘクトルは、生きることになんら感慨を抱けない人間へとなっていた。彼は、もう何年も自身を追い込むことのできる強さを持った剣士を追い求めていた。


    「あの頃の興奮を……少しでも、この無感動な、出来損ないの頭で感じられんのなら、それで構わねぇんだ」


    　ヘクトルはそう言ってとんとんと自身の頭を指の先で小突くと、力なく溜め息をついた。


    「伯爵サマのようなお方の傍そばにいりゃあ、そういう機会も尽きねぇと思ってたんだが……当てが外れたかぁ……」


    　ヘクトルの言い草を、オーボック伯爵は黙って聞いていた。だが、護衛騎士の二人の苛いら立だちは、着々と募っていた。


    「そんなに死にたいのなら、ここで殺してやろう！」


    　ついに片割れが剣を抜き、ヘクトルの背へと剣を放つ。ヘクトルの姿がふっと消え、剣先が机へと刺さった。オーボック伯爵が、不愉快そうに剣先を睨にらむ。


    「な……！　も、申し訳ございません、オーボック様！」


    　顔を真っ青にし、あたふたと周囲を見回す。ヘクトルに剣を向けたのだから、ヘクトルが報復に斬きってかかってくると思ったのである。だが、ヘクトルは、既に執務室の出口へと向かって歩き始めていた。


    　出口を前にし、唐突にヘクトルが足を止め、横に逸それた。勢いよく扉が開き、中からオーボック伯爵の私兵の一人、リーコフが飛び込んできた。


    「し、失礼いたします！　大変です！　館内に、侵入者が……！」


    「ノックもせずに、慌あわただしいな、リーコフ。それに、報告には、ひっ捕らえてから来るものであろう」


    　オーボック伯爵が、とんとんと小指で机を叩く。


    「そ、それが……それが……！」


    　リーコフは慌あわてふためき、必死に言葉を探しているようだったが、的確な言葉が見つからず、どもるばかりであった。


    「まるでガキのお使いですね、伯爵サマ。もうちっと、人員を減らした方がいいんじゃないですか？」


    　ヘクトルがつまらなそうに言い、オーボック伯爵へと小さく頭を下げてから、リーコフの横を抜けて外に出ようとした。


    「マッ、マルキド様が、マルキド隊長が、殺されました！」


    「あらら、死んじまったか。あのお坊ちゃん」


    　ヘクトルはリーコフの報告を聞いて足を止め、せせら笑う。オーボック伯爵は目の色を変え、リーコフを睨にらんだ。


    「ぞ……賊は、何人だ？　マルキドは、一人でうろついてたわけではあるまい！　どこの者だ！」


    　オーボック伯爵は、マルキドの保身がちな性格をよく理解していた。無む為いに危険を冒すはずがない。ともなれば、マルキドの部下の大半が斬きられたと考えるのが妥当である。


    　また、このオーボック伯爵邸へと攻め入ることのできる勢力など、存在するはずがないとも考えていた。この地方の貴族ならばオーボック伯爵の存在を恐れているし、オーボック伯爵は王都の要職の者たちの一部とも関係が強い。木こっ端ぱ貴族がオーボック伯爵に楯たて突けるはずがない。大貴族も損得を考えれば、無為にここへ攻撃できるわけがないのだ。また、王族がオーボック伯爵の悪事を聞きつけたとして、襲撃があるにしても、何の前情報も得られないというのはあり得ない。


    　オーボック伯爵は、あらゆる面から安全を約束されている立場にいたのだ。いったいどこの派閥が、何の目的でオーボック伯爵邸へと攻撃を仕掛けてきているというのか。


    「て……敵は、たったの二人です！　たったの二人で！　マルキド隊長を含む、三十の兵を、あっという間に斬り殺したのです！」


    　オーボック伯爵に衝しよう撃げきが走った。口をぽかんと開けたまま凍り付き、その後わなわなと身体からだを震えさせた。


    「ば……ばば、馬鹿な！　馬鹿なことを言うな！　あり得ん！　あり得んわ！　早くこの邸内にいる兵をかき集め、その者をひっ捕らえて来い！」


    　護衛騎士の二人も、リーコフの言葉が信じられず、呆ぼう然ぜんと突っ立っていた。


    「早くしろ！　リーコフ！　戻って他の者に伝えよ！」


    「ひいいっ！　い、嫌です！　戻りたくありません！　嫌です！」


    「馬鹿なことを言うなリーコフ！　おい、ヘクトル、何を笑っておる！」


    　ヘクトルは出口付近に突っ立ったまま、オーボック伯爵とリーコフの話を聞いていた。ヘクトルは自身の口元に手を触れ、初めて自分が笑っていたことに気が付いたようだった。
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    　オーボック伯爵邸の通路では、ランベールによる快進撃が続いていた。飛びかかってくるオーボック伯爵の私兵を、次々と斬きり伏せる。私兵たちが囲んで四方から飛びかかろうが、まともに剣を振るう隙すきもなく、ランベールの大剣の前で無残な死体へと姿を変えていった。怯おびえて立ちすくむ私兵たちの背後で、隊長格の、大柄の男が怒鳴る。


    「殺せ！　何をしている！　殺せ！　逃げた者は、後々この俺がじきじきに拷ごう問もんしてやる！」


    　大男は両側に古傷の刻まれた大きな四角頭であり、厳いかつい容貌をしていた。


    　大男の名はローグボトムという。通常は私兵の訓練の指導を担っており、魔物の殲せん滅めつやオーボック伯爵に逆らう勢力への攻撃の際には、私兵たちを仕切って動いていた。


    　サディストであり、いつも如い何かに下したっ端ぱの私兵を苛いじめ抜くかを考えながら笑みを漏らしているような、不気味な男であった。飴あめと鞭むちの使い分けがうまく、気分屋を装って部下の感情をコントロールすることが得意であった。


    　下っ端の私兵たちはローグボトムを恐れ、命令を遵じゆん守しゆするためには、仲間の命さえ平然と斬り捨てるほどである。だが今は、そんな普段の余裕やカリスマ性もなく、ただ赤児の様に怒鳴り散らすばかりであった。


    「ローグボトム隊長……！　無理です！　こいつ、人間じゃありません！」


    　新米の兵の一人が剣を投げ捨て、床に膝ひざをついて泣き崩れる。


    「なんだと？　俺とその大鎧よろい、どっちが怖い？」


    　新米の兵はびくりと肩を震わせる。その様子を見て、ローグボトムは恐怖と怒りに強こわ張ばった表情を、わずかに緩ませた。


    （まだ……まだ、いける……。もしもあの鎧にここを通させちまったら、次はもうオーボック様の執務室まで一直線だ。奴やつらを拷問する前に、この俺がオーボック様にぶっ殺されちまう。あんなデカい鎧なら、すぐに疲労して決定的な隙ができる。今動いてんのが不思議なくらいだ）


    　長い訓練の間に植え付けられてきた兵たちの、ローグボトムへの忠誠は厚い。暴力に、長時間に亘わたる緊張状態。疲れ切ったところへの、絶妙な誉め言葉や褒美。私兵たちの頭は、ローグボトムの様々な手段により、完全な洗脳状態にあった。


    （せいぜい肉の盾たてとなり、隙を稼ぐための駒に……隙を稼ぐための……）


    　新たにランベールに突撃した五人が、全員縦に真っ二つになった。剣筋などまったく見えない。ローグボトムには、ランベールが高位の魔法を使ったようにしか思えなかった。


    （隙……）


    　あんな大鎧で動き回っているのに、ランベールの動きにまったく乱れはない。ここにいる自分の部下たちだけでは大鎧を止めることができないことは、火を見るよりも明らかであった。


    「あっちの大鎧の方が怖いですぅうっ！」


    　ついに新米の私兵が、床を這はいながら逃げていった。その情けない姿を見て士気は総崩れとなり、私兵が次々に逃げ出していく。ぷっつりと、部下たち全員にあったローグボトムへの恐怖が途切れた瞬間であった。


    「敵はたった二人だぞおお！　あいつを斬きった奴やつは、この俺がオーボック様に、目をかけるよう進言してやる！　敵は、たった二人なんだぞ！」


    　ローグボトムは必死に部下たちに呼び掛ける。因ちなみに二人目の敵とは、ランベールの背後で両耳を押さえて目を固く瞑つぶり、床にしゃがみ込んで震えている、元隠おん密みつ部隊『闇夜の小刀』の紅一点、アルメルである。


    「止まれぇ！　止まらんと、ぶっ殺してやる！　止まれぇえぇっ！」


    　ローグボトムは、逃げる部下たちの背へと喉のどから血が出るほど叫んだ。しかし誰もローグボトムの声に反応する者はない。あっという間に通路には、ランベール、アルメル、ローグボトム、そして物言わぬ惨死体たちが残された。


    　通路の奥側に立っており、おまけに隊長格であることは明らかだったためランベールにマークされていたローグボトムは、逃げ出すことができなかったのである。


    「う……うぐっ……」


    　ローグボトムは剣を構え、ランベールへと先端を向ける。剣先がガチガチと震えている。部下を怒鳴り散らしていた鬼教官ローグボトムの片へん鱗りんは、部下という盾たてを失い微み塵じんも残されていなかった。


    　ランベールがゆっくりと剣を上げる。ランベールのアンデッドとしての瘴しよう気きが、強大なプレッシャーとしてローグボトムを覆い潰つぶしていく。ローグボトムはびくりと身体からだを震わせ、剣を取り落とした。


    「お、おお……」


    　慌あわてて拾おうとすると、そのまま足が竦すくんでその場に尻しり餅もちをついた。頭を庇かばうように素早く丸まり、息を激しく荒らげた。ローグボトムは、プレッシャーによる動どう悸きのため、心臓が破裂してしまいそうな思いであった。


    「情けない男だ」


    　ランベールが淡々と呟つぶやく。普段は自分への陰口を告げ口されれば、他の部下に相手をリンチさせてまともに動けない身体にするまでは絶対に気の済まないローグボトムであったが、このときばかりは恐怖以外の何の感情も抱かなかった。そっと首筋に、大剣が当てがわれる。


    「慈悲を！　お慈悲を！」


    　ローグボトムは涙を零こぼしながら、厳いかつい顔をクシャクシャにし、野太い声でランベールへ必死に懇願した。目前の悪魔のような冷酷な剣士が、それを受け入れてくれるはずもないとわかっていながら、それでも叫ぶことをやめられなかった。


    「いいだろう、俺も鬼ではない。一人の戦士だ」


    　ランベールが、ローグボトムの首筋から大剣を離す。


    「え……？」


    　ローグボトムは、涎よだれと涙塗まみれの顔を上げて、ランベールに恐る恐る目を向けた。ローグボトムの前に、彼の取り落とした剣が雑に投げられる。


    「自害するか、掛かってくるか、選べ。戦士として死なせてやる。今のまま死んでは、貴様の誇りが浮かばれんだろう」


    　それはローグボトムのあまりに無様な様子を憐あわれに思った、ランベールのせめてもの純粋な情けであった。ただ八国統一戦争時代から大きく騎士の在あり方も変わっており、ランベールの生きていた当時のような、主君のために死ぬのが誇りという価値観も、まったくないというわけではないのだが、薄れ、廃すたれつつあった。


    　無論、オーボック伯爵のような悪徳領主が上の者ならば、部下も相応の心構えであることは致し方ない。そのためランベールの言葉は、八国統一戦争時代当時ならば相手が泣いて喜ぶほどの情けであったのだが、哀しいかな価値観の相違により、無情にもローグボトムを上げて落とすという残酷な結果に終わった。


    「う……う……う……」


    　ローグボトムは震える腕を伸ばし、床を睨にらみながら剣を取った。それからゆっくりと自分の腹部へと向ける。


    「うあっ、うあああああああああっ！」


    　それからローグボトムは勢いよく立ち上がり、涙と涎を垂れ流しながらランベールへと襲いかかった。自害と見せかけての強襲。それはあまりにも勝機の薄い、お粗末な不意打ちであった。


    　ランベールは無言でローグボトムの胴体を斬きり飛ばした。勢い余った上半身が、窓を突き破って外へと落ちていった。


    「卑劣漢に身を落とそうが、主のため敵に一矢報いようという覚悟は見事だった。貴様の死に様を俺は否定せぬ。ローグボトム、貴様の名は覚えておいてやろう」


    　まったく見当違いの賞賛をローグボトムへと授けたランベールは、大剣をしまってアルメルへと振り返った。


    「終わったぞ。早く案内しろ」


    　アルメルは元仲間たちの亡なき骸がらを一いち瞥べつした後、死んだ目でこくこくと頷うなずいた。
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    　オーボック邸、二階の奥には、執務室がある。そこの扉を、ランベールの大剣が両断した。板切れのように破壊された分厚い扉が、部屋側へと倒れる。だが、既にそこに伯爵の姿はなかった。


    　ランベールの後を、そうっとアルメルが付いてくる。彼女は、今更ランベールから逃げられるとも思っていなかった。下へ手たな真ま似ねをすれば、この場で叩き斬きられるのはわかりきっている。


    「ここにいなかったら、地下室か……或いは、既に逃げてしまったか……」


    　ランベールは無言でつかつかと部屋の奥へと進んでいった。


    「それは間違いだな。他の兵の反応からして、二階に伯爵がいたことは間違いない」


    　それにランベールは、姿こそ早々に晒さらしたものの、そのぶん一直線に伯爵の元へと向かった。逃げる時間など、ほとんど与えたつもりはなかった。それでもオーボック伯爵が姿をくらましたのには、オーボック伯爵が万が一に考えて、逃げ支度を整えていたからだと考えられる。


    「どちらにせよ、取り逃がしたわね。確かに貴方あなたは化け物だけど……オーボック伯爵も、別の方面で化け物よ。いくら腕が立とうと、たった一人で仕留められるような相手じゃない。……私も貴方も、ここまでね」


    　警戒したオーボック伯爵は、今まで以上に守りを固めることだろう。ランベールやアルメル相手に、暗殺者を送り続けることも目に見えている。その被害は二人だけに留とどまらず、周囲を巻き込んでいくことになる。いくらランベールが優れた剣士であろうとも、二十四時間命を付け狙ねらわれ、周囲の命も危険に晒されていては、いずれは疲労し、命を落とすことになるだろうと、アルメルは考えていた。


    　ランベールがこの場でオーボック伯爵を追い詰めることができれば、勝ちの芽はあったのかもしれない。だが、長期的な小こ競ぜり合いになれば、オーボック伯爵の私財、権威、すべてを敵に回すことになる。とても一個人が太た刀ち打うちできるものではない。この場で、決着をつける必要があったのだ。


    「見つけたぞ」


    「えっ？」


    　ランベールの剣が、部屋の奥にある本棚を薙なぎ倒した。


    「な、なにを……」


    　アルメルは言葉を続けようとして、口を噤つぐんだ。本棚の破片が、床下の穴に落ちていく。執務室の奥に、隠し扉があったのだ。


    「いつの世も、権力者は同じことを考えるのだな」


    　ランベールが床下に開いた穴を睨にらみながら呟つぶやく。


    「いつの世……？」


    「アウンズ王国の王も、本棚を隠し扉にしていたものだ。追い詰めたはずの権力者が急に消えることは、たびたびあった。影武者を置き、兵の鎧よろいを纏まとって逃げる者もいたな。ひとたび剣を振るえば、そこらの将軍よりよっぽど腕の立つ者もいた。魔法を駆使して道を塞ふさいだり、牢ろうの魔物を放って混乱を生んで逃げようとした者もいた」


    　そう言い、ランベールは大剣を担かついだ。


    「だが、俺が取り逃がした相手は、ただの一人もいない」


    　アルメルは凄すさまじい悪お寒かんを感じ、その場に思わず膝ひざをついた。


    　オーボック伯爵もまた化け物なのだと、彼女は先ほどそう零こぼした。だが、間違いであったと気が付いた。アルメルには、ランベールの言っている言葉の意味はほとんどわからなかった。しかし、経験の差の、格が違う。そのことだけははっきりと理解していた。


    　オーボック伯爵がここまで追い込まれたのは、これが初めてのことであった。しかしランベールがここまでオーボック程度の人間を追い詰めたのは、決してこれが初めてではないのだ。


    「案内ご苦労だったな。どこへなりと逃げるがいい。一つ忠告しておいてやろう。貴様は、剣を握る道には向いていない」


    　ランベールは、横倒しになった本棚を踏みつけた。圧倒的な質量が本棚を押し潰つぶし、ランベールの姿が隠し通路の先へと消える。


    　しばしその場で呆ぼう然ぜんとしていたアルメルであったが、震える足で、ゆっくりと隠し通路へと近づいた。先ほどまでは一刻も早くこの場を離れたい一心であったアルメルであったが、事の顛てん末まつを見届けなければならないという、義務感のようなものに駆られていた。


    　狭い通路の内部は傾斜になっており、滑りながら降りられるようになっていた。幅が大型の鎧よろいにはいくらか狭かったため、周囲の石壁を削り飛ばし、火花を散らしながらランベールの身体からだを下へ下へと運んでいた。


    　途中、ランベールは、直角に曲がる手前で大剣を持ち替えて壁に押し当てて減速した。曲がり角の先で、突とつ如じよランベールの身体が投げ出される。先には通路が続いていたが、ランベールの着地地点には、上を向いた槍やりが何本も固定されていた。


    　追っ手を殺すための罠わなである。通路にある罠の上を塞ふさいでいた板を取り外すと、槍がせり上がるようになっていたのだ。オーボック伯爵が自身の通過後に作動させた仕掛けであった。


    「警戒していたが、躱かわすまでもないな」


    　ランベールは敢あえて軌道を変え、真っ向から罠の上へと落下した。槍の刃が魔金オルガンの鎧の前にへし折れ、砕け散る。そのまま罠の上で身体を丸め、罠を押し潰しながら受け身を取って素早く立ち上がった。


    　石壁に覆われた、大きな長い通路があった。ランベールはまだ新しい足跡を見つけ、通路の先を睨にらむ。


    「さて、思ったよりは手間取ったか」
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    　オーボック伯爵は、隠し通路を走っていた。日頃から鍛きたえるのが仕事の私兵たちには劣るが、オーボック伯爵とて、万が一に備えて多少の鍛たん錬れんは積んでいる。


    　オーボック伯爵は太ってはいたが、他の貴族に比べれば遥はるかに鍛きたえられている。汗水を垂らして苦し気に喘あえぎながらも、ペースを落とさずに前へ前へと進み続けていた。


    「オ、オーボック様……逃げなくとも、よかったのでは？　オーボック邸内には、訓練から戻した兵と……何よりも、教官のローグボトムがおります。たったの二人で、彼らを突破できるはずが……！」


    　側近の護衛騎士二人のうちの片割れが、オーボックへと声を掛ける。オーボック伯爵は赤くなった顔を護衛騎士へと向け、唾つばを飛ばしながら喚わめく。


    「馬鹿が！　そのできるはずがないことが、既に一度起きているのだ！」


    「し、しかし！　いくらなんでも、ありえません！」


    「敗者は気づかぬ。自分がどれだけババを引かされようとも、まだ大丈夫だ、まだ大丈夫だと、自分を慰める。そうして、手遅れになり、惨めな様を晒さらす……。吾わが輩はいは、そんな愚劣どもとは違う！　たとえ千分の一の危険だとしても、それが千度もあれば吾輩の首に届き得る値になるのだ！　吾輩の命は、そのように安いものではない！　たとえこれが不要な逃走であったとしても、吾輩の命を神の気まぐれに投じ、座して待つなどできるものか！」


    　オーボック伯爵と二人の護衛騎士に加え、長髪の無精髭ひげの男が同行していた。オーボック伯爵に拾われた剣士、ヘクトルである。普段は猫背のヘクトルがまっすぐに背筋を伸ばし、何かを確信しているかのように目をギラギラと光らせていた。


    　怒鳴って呼吸を乱したオーボック伯爵が、苦し気に呻うめく。


    「オ、オーボック様……そう大声を出しては、走る体力が……」


    　オーボック伯爵は、誰のせいだと言いたげに護衛騎士を睨にらむ。


    「いや、どうやら心配しなくてよさそうですぜ、伯爵サマよ」


    「ヘクトル！　それはどういう……」


    　オーボック伯爵が言い切るより先に、通路に大型の魔物が駆けるような派手な音が響く。一同はあまりのことに、足を止めて振り返った。


    　鎧よろいを纏まとった大男が、巨大な剣を構えてこちらへと駆けてくるところであった。金属塊を身に着けているというのに、その速さは一行よりも遥かに速い。まさしく化け物であった。


    　オーボック伯爵の後方を走っていた護衛騎士の二人は、思わず剣を抜いた。だが、迫りくる化け物を前に、自身の武器は酷ひどく頼りないものに思えた。どこを斬きればいいのか、それがまずさっぱりわからない。全身をくまなく覆いつくす鎧には、微み塵じんの隙すきも見当たらないのだ。


    　顔を正面から合わせ、おまけに多対一であるというのに、それでもなお、真っ当な戦いになるという気が全くしなかった。ただただ追ってきた大男に圧倒され、立ち竦すくんでいるだけだった。


    「振るってみよ」


    　ランベールがそう言ったとき、護衛騎士の二人はプレッシャーに耐えかねて、手から剣を床へと落とした。ランベールは駆けながら、武器のない彼らへと二度剣を振るう。護衛騎士の二人の身体からだが真っ二つに裂かれ、上半身がそれぞれ左右の壁へと打ち付けられた。オーボック伯爵の、顔の肉に圧迫された細目が大きく見開かれ、ランベールを見み据すえた。


    「貴様がオーボックだな」


    　ランベールは、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすオーボック伯爵に確認する。まだ両者に距離はあった。しかしオーボック伯爵にも、鎧よろいの大男がその気になれば、次の瞬間には己おのれの首へと無骨な大剣の刃が届き得るであろうことを理解していた。


    「う……ぐ、ぐ……」


    　オーボック伯爵は恐怖に身を震わせながら後あと退ずさり、身を翻ひるがえして逃げようとした。それを止めたのは、ヘクトルであった。ヘクトルはランベールをまっすぐに睨にらみながら、抜いた剣を後ろに伸ばし、オーボック伯爵の首へと掛けた。


    「な、何のつもりだヘクトル！」


    「考えてみろ、伯爵サマ。向こうさんの目的は、アンタだぜ。俺が足止めしてやってもいいが、アンタが姿をくらまそうとしたら、恐らく俺を無視して強行突破するだろう。そうなったら、まずアンタ、殺されっぞ」


    「だ、だが、ここにいようがそれは変わるまい！」


    　ヘクトルはオーボック伯爵を無視し、ランベールへ向かって叫ぶ。


    「おい、オメェ。俺と取引しねぇか？　伯爵サマを逃がさねぇ代わりに、俺との決着をつけるまで、伯爵サマには手を出すな。オメェだって、無む為いに走り回ったり、つまらねぇ隙すきを突かれたりすんのはゴメンだろ？」


    「ふむ、そこまでして決闘を申し込まれては、断る理由もあるまい。我が陛下に誓って、貴様を殺すまでは、伯爵には手出しをせぬ」


    　ヘクトルはランベールの返事を聞き、オーボック伯爵の肩を手で押すと同時に、太い首に掛けていた剣を器用に外し、ランベールへと向け、姿勢を低くする。オーボック伯爵はその場に尻しり餅もちをついた。


    「俺はヘクトル。ただの、ヘクトルだ。俺には名字もなくてな。オーボック伯爵に仕える騎士を名乗ろうかとも考えたが、やめだ。ただ一人の剣士として、立ち合わせてもらうぜ」


    　ヘクトルがオーボック伯爵を引き留めたのは、オーボック伯爵の身を案じてというよりも、ランベールと正面から正々堂々と斬きり合いたかった、という理由が一番であった。そのため、ヘクトルはただの一人の剣士として、ランベールと斬り合うことを望んだ。


    　ジェルマンと向かい合ったときには『雑ざ魚こに名乗る名はない』と一いつ蹴しゆうしたヘクトルであったが、ランベールが自身の望み続けてきた強者であることは、剣を交える前から確信していた。


    　それはオーボック邸をたった一人で制圧したからでも、護衛騎士の二人を両断したからでもない。八国統一戦争において勝利し続けてきたランベールからにじみ出る、圧倒的な強者のオーラ。それを感じ取り、敬意を示したのであった。


    「……あまり気は進まぬが、名乗られては、名乗り返す外ほかにないな」


    　ヘクトルは腰を落としたまま、じっと耳を澄ました。目前の男ほどの強者ならば、無名であるはずがない。貴族界に影響力を持つオーボック伯爵が知らず、自身もまた、このような剣士の存在は耳にしたことがなかった。またそのような剣士がいたとして、オーボック邸へと乗り込むだけの十分な動機があるはずもない。ヘクトルは、大男の正体が気になっていたのだ。


    「ランベール・ドラクロワ」


    　ランベールが名乗ると、ヘクトルの瞼まぶたがピクリと震える。


    「……ランベール、ドラクロワだぁ？」


    「レギオス王国、四魔将の一角、ランベール・ドラクロワだ。かつて主君を裏切り、ゆえに斬きられ、妄もう執しゆうのままに地獄の底から蘇よみがえった。国の平穏と義憤、そして受けた恩義を返すため、貴様を斬らせてもらう」


    　ランベールが、アンデッドの瘴しよう気きを垂れ流しながら答える。瘴気にあてられたオーボック伯爵は、極度の恐怖によって呼吸もままならなくなり、顔を真っ青にしてその場に座り込むばかりだった。


    　だが、ヘクトルは違った。しばしの沈黙の後、大声を上げて笑い出した。


    「こりゃいい！　傑作だな！　ハハハ！　戦争時代の大たい罪ざい人にんが、地の果てから蘇ったか！　俺ァよお、いつも思ってたんだ。生まれる時代を間違えたってな！」


    　ひとしきり笑ってから、先ほどの笑いが嘘うそであったかのように険けわしい顔をし、ランベールを睨にらんだ。


    「……なるほどな。俺程度に、名乗る名はないって言いてぇのか」


    「…………」


    　別にランベールにヘクトルを侮辱する意図はなかった。ランベールは戦場であれど、誇りの高い相手には、相応の敬意を以もつて接してきた。しかしヘクトルがランベールの名乗りを信じなかった以上、仕方のないことであった。適当な名を名乗って誤ご魔ま化かすことは、むしろそちらの方が侮辱であると、そう考えたのだ。
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    　先に動いたのはヘクトルであった。彼はランベールの巨大な大剣の間合いのすぐ外側まで移動し、相手の出方を窺うかがおうとした。だが移動しきるよりも一瞬早く、彼の幾多となく窮地を生き抜いてきた本能が、警鐘を鳴らした。


    　ヘクトルは重心をずらして早めに着地し、剣を前に構えて後ろへと跳んだ。彼が次の刹せつ那なに立っていたはずである座標を、ランベールの大剣が叩き潰つぶす。続けてランベールは、ほとんど目に追えない速度で構え直し、素早く突きを放ちながら前に出る。


    　ヘクトルは大剣の刃を防ぎ、足のつま先を地面に立てて勢いを利用して後ろに下がることで、衝しよう撃げきを殺して間合いを取った。だがその代償として、ヘクトルがガードに用いた剣の刃が、無残に砕け散った。


    　死んでいた。ヘクトルに今、少しでも自分の動きに至らないところがあれば、二度死んでいた。その余よ韻いんに浸る猶ゆう予よもなく、ランベールが更なる追撃を仕かけてくる。ヘクトルは鞘さやから二本の剣を引き抜き、同時に鞘を地へと落とした。


    「様子見なんて、かけてる場合じゃなかったか」


    　ヘクトルは元より、双剣使いである。だが、あまりにもまともに立ち合える者がいないため、久しく封印していたのだ。


    「これでどうだ！」


    　ランベールの神速に対し、ヘクトルは二本の剣と才格、感性だけで立ち向かう。ほとんど当てずっぽうのような方法でランベールの剣筋を読み、回避する。


    　元よりヘクトルは、自分より格上の者との戦いで常に自身を向上させ、最後には勝ち続けてきた男であった。ランベールの圧倒的な力量を前にし、ヘクトルの動きもその神域へと近づいていた。


    　ランベールの三連撃を、ヘクトルは回避しきった。ヘクトル自身も、今の動きを躱かわしきれるとは思っていなかった。自身の動きへの感動と興奮が脳内麻薬を生み出し、快感に浸っていた。今まで見えなかったはずのものが見え、自身の肉体を遥はるかに超えた動きができる。痛みや疲ひ弊へいも、興奮の渦に呑のまれ、今は何も感じない。


    　ランベールが大剣を振り回した直後、わずかな硬直があるはずだった。回避した直後の今なら、その隙すきを突き、鎧よろいの関節部の狭はざ間まへと刺し突とつを送ることができるはずだ。


    　だが、本能が告げる。相手の隙を突いた気になっても、攻撃に回れば、次の瞬間に自分の身体からだが真っ二つにされる、と。


    　跳び上がってランベールの大剣を回避し、身体を捻ひねって回転しながらランベールの次の攻撃へと備える。想定どおりの位置に叩き込まれた大剣の先端を蹴けとばし、再び距離を取る。


    　ヘクトルの立っていた床が、ランベールの一撃によって爆はぜる。ヘクトルはそこに攻撃が来ることを本能で察知したが、ランベールの今の振り自体は、まったく見えなかった。


    　なぜ避けることができたのか。ヘクトル自身、そこに明確な理由付けをすることはできない。次に同じものが来れば、再び避けることはまず不可能であろう。今までの斬きり合いの中で、一番速い一撃であった。


    　ランベールは振り下ろした剣を構え直した後、兜かぶとを傾かせ、ヘクトルへと視線をやる。ランベール自身、今の攻撃で決めるつもりだったのだ。


    「見事だ」


    　ランベールから短い賛辞が送られる。敵対している同士ではあるが、圧倒的強者から送られた賞賛を、ヘクトルも素直に心中で喜んでいた。


    　凄すさまじい密度の命のやり取りの中の一瞬の休息で、ヘクトルは心を休め、情報を整理する。今のヘクトルには、その一瞬が十秒にも一分にも感じられた。


    「クク……ククク……」


    　普段は幼少期に命の危険に晒さらされ続けた代償で無感情となっていたヘクトルであったが、ランベールを前にし、命の奪い合いの興奮に浸り、感情を露あらわにしていた。青白い肌はだは駆け巡る血によって赤に染まり、腕や顔には血管が浮かび上がっている。


    　過度な興奮と自身の限界を超えた動きの連続は、ヘクトルの身体からだに大きな負担となってのしかかっていたが、痛みや重みを感じない今のヘクトルには、関係のないことであった。この勝負が終わった後に自分がどうなっていようと。


    　ヘクトルの鼻からはダラダラと血が流れていた。だが、それを拭ぬぐう気にもならない。


    　ヘクトルは剣の構えを解き、だらりと腕を垂らしながら笑い声を上げる。ランベールもそれに合わせ、構えていた剣をわずかに下げた。


    「今のでわかった！　確かに、お前は、ランベール・ドラクロワだ！　そうでもなけりゃ、ここまで強ェことに説明がつかねぇよ！　まさか、本当に俺が、剣でここまで圧倒されることがあるなんて、思いもしなかった！　最高だ、オメェ、最高だよ！」


    　興奮を隠しもせず、ヘクトルは叫ぶ。


    「このまま永遠に斬きり合っていてぇ気分だが、長引けばボロが出るのは、俺の方だ。そんなことくらい、俺にもわかっている」


    　ヘクトルの言うとおり、彼はランベールの斬ざん撃げきを躱かわすのに精一杯であった。攻撃に出る余裕が、一切ない。ランベールを覆う魔金オルガンの鎧よろいもそうなのだが、それがなくとも、攻撃に出た瞬間に死ぬことが、ありありとわかっていたからだ。真っ当に戦えているとは、とてもいえない状態であった。


    「だから、一転攻勢に出させてもらうぞ！　ランベール・ドラクロワ！」


    　ランベールと打ち合っているうちに彼の神域へと近づいたヘクトルは、自身の剣技の更なる高みを見み出いだしていた。


    　ヘクトルは、剣聖が編み出してその子孫に伝えられていた絶技『四十九の剣雨』を習得していたが、ランベールに通用する技ではないと思っていた。そもそもが、こんな大型の鎧に守られている相手を想定した技ではないからだ。


    『四十九の剣雨』は、自分から斬りかかり続けることで相手の選択肢を減らし、その範囲の中で相手がまともな反撃のできない動きを選択し続けることで不可避の連撃を繰り出す技であり、剣術の完成系、剣術史上最も破は綻たんのない絶技と称された技である。


    　だが、鎧に覆われているランベールは無理に身体を守る必要がなく、おまけに鎧とそれを支える巨体があるため、重心を崩すことがほとんど不可能なのだ。ゆえに、ランベールを相手取るには、大きな改善が必要とされる。


    　戦いの中でそれを編み出すことなど、不可能だと思っていた。だが、ヘクトルの持ち前の才覚、極度の興奮状態、ランベールにより際限なく高められた剣の技術は、『四十九の剣雨』を作り直し、より洗練された、対ランベール用の連撃として、戦いの中で『真・四十九の剣雨』として完成させてしまったのだ。


    　ただ自分から斬きりかかる技であることを前提にした『四十九の剣雨』をモチーフにしているため、どうにかまずは一撃をランベールに防がせる必要があった。通常ならば、防がせるための一撃を放つ程度で済む。どれだけ力量差があろうとも、間合いの外側から牽けん制せい気味に打ち込めばそれで充分だ。


    　しかし、ランベールの剛腕で振るわれる大剣と下へ手たにかち合えば、剣がへし折られてしまう。動きに少しでも甘いところがあれば、そのままランベールの大剣が自身を両断することも、容易に想像がついた。


    　自身の命が懸かっているオーボック伯爵は、目前で繰り広げられるあまりに桁けた外れなレベルの戦いを前に、ただただ見入っていた。とはいえ、オーボック伯爵には、ランベールはおろか、ヘクトルの動きもまともに捉とらえることはできていなかった。それはランベールの後をつけてきて、遅れて観戦に入ったアルメルも同じことであった。


    　ヘクトルはランベールへ剣を向けたまま、右へ、左へ、重力を感じさせない軽やかな動きで、身体からだを揺らすように跳び回る。


    『揺り影』と呼ばれる、敵の隙すきを作るための歩行術である。基本的な技術ではあるが、剣の道を探究し続けたヘクトルの『揺り影』は、そう容易たやすく看破できるものではない。視界の端から端へと動くヘクトルの姿は、常人であれば、対たい峙じしていたはずのヘクトルを見失うほど素早く、人の意識の隙を突く。


    　無論、ヘクトルも、ランベール相手にそこまでの効果は期待していない。ただ一瞬でもいい。ランベールが万全ではない状態を作り出せれば、それでよかった。


    　一撃でランベールを倒したいわけではない。ただ一撃、自身の攻撃を大剣で受けさせれば、『真・四十九の剣雨』を繰り出すことができる。『真・四十九の剣雨』さえ繰り出せば、計算し尽くされた剣技は、初撃と共に勝負が伸びきる最大である四十九手目までの最善の動き方が、ヘクトルの脳裏に完全に刻まれる。


    　剣の達人同士の一騎打ちは破は綻たんの少ない剣技を用いた方が勝つという、剣術にとって真理であるこの一文に勝利を約束された絶技である。


    「行くぞ、ランベール！」


    　ヘクトルが地面を蹴ける。それと同時に剣先にマナを集め、宙に円を描いた。円を輪りん郭かくとした、魔方陣が浮かび上がる。


    「風よ、我を運べ！」


    　一陣の風が吹き荒れ、ヘクトルの身体からだを攫さらう。『揺り影』と風の魔術を用いた高速移動の合わせ技は、ランベールの視界から完全に逃れ、そればかりか背後を取るにまで至った。だがランベールは慌あわてもせず、淡々と剣を振り上げる。振り上げた剣は、後方斜め後ろから斬きり込んだヘクトルの剣を、あっさりと防いだ。


    「オメェ、背中に目があんのかよ！　足音だって立てねぇように宙から叩き込んだってのに、さすがにおかしいだろ！」


    　ランベールはヘクトルの言葉には応えず、足の置き場を素早く入れ替えて大剣を振るい、宙に浮いたままのヘクトルの身体を斬ろうとした。


    「だが、俺の勝ちだ！　ランベール・ドラクロワァッ！　確かに、格も実力も、オメェの方が遥はるかに上だ！　それでも、勝つのは俺だ！」


    　ランベールが大剣に勢いを乗せる前に、ヘクトルの剣が大剣を弾いた。素早く持ち直した大剣を、続けてヘクトルの剣が襲う。二手続けて、ランベールが後手に回った。首の関節を向けて放たれた刺し突とつ。それも、ランベールは守りに入ってヘクトルの剣を逸そらすことしかできなかった。


    　双剣のアドバンテージを理論上最高クラスにまで活いかしきったヘクトルの『真・四十九の剣雨』は、ランベールにさえも通用した。


    「…………ふむ」


    「どうだ！　ここまで圧おされたのは初めてだろう？　後あと四十六手、避けきれるもんなら避け切ってみやがれ！」


    　ヘクトルが吠ほえながら飛びかかってくる。剣を見切ってから捌さばいて対応するには、ランベールほどの使い手でも、あまりにも至近距離過ぎる。


    　が、ランベールは、ヘクトルの剣技の初動を見るより先に、振り上げた大剣を床へと振り下ろしていた。通路の床がランベールを中心に崩壊し、衝しよう撃げき波が生じる。


    「ぐっ！」


    　ヘクトルの跳躍の勢いが衝撃波に殺される。同時に、ヘクトルの本能が死を告げる。次の瞬間に自分の身体が斬られているイメージが、鮮明に脳裏を過よぎった。


    　本能の察知した死から逃れるため、地面を蹴けり、衝撃波の余波に身体を任せて後方へ跳ぶ。だが、避けるためには、攻めの姿勢に入りすぎていた。気が付いたときには、ランベールの大剣が目前に突き出されており、ヘクトルは自然と身体を庇かばうように、大きく身を引いていた。


    　ヘクトルは地面に着地し、剣を構える。ランベールは、間合いが開いた先に立っていた。


    　避けきれたのか、否か。その答えは、視界の端に映った鮮血を見て、知ることができた。ヘクトルの身体能力に大きく遅れた感覚が、腹部の痛みを訴える。だがそれも、興奮の嵐の中に麻ま痺ひしていく。


    　平常時なら、立っていられない重傷だっただろう。だが、ヘクトルの脳内麻薬は、致死級の傷の痛みさえも打ち消した。


    　今のヘクトルは、どこを怪け我がしようとも、剣が振れるのなら、関係ないとまで考えていた。一度目線を向けた後、興味なさげにランベールへと向き直り、それからは腹部から流れ出る血に関心を向けることはなかった。


    「ここまで圧おされたのは初めてだろう、か。そうでもない。一つ何かが違えば負けていた戦いなど、数えていればキリがない。そもそも俺がグリフに敗れたのは、周知のことであろうに」


    「……ハッ！　信じらんねぇな！　オメェみたいな奴やつが何人もいるなら、俺もこれまで退屈しなかっただろうよ」


    



    　ヘクトルは笑う。腹部に刺し突とつを受け、命に関わるほどの怪我を負っているというのに、さしてショックを受けている様子はない。或いは、最初から覚悟のもとであったのか。


    　ヘクトルは到底信じられなかったが、ランベールの言葉は真実である。ランベールはレギオス王国の四魔将の一人であったが、ランベールが加わる前の四魔将には、ランベールよりも更に強い剣士がいた。だが、戦争で死んだのだ。


    「まさか、ただの力ずくで、『真・四十九の剣雨』が破られるなんてな。ククッ、オメェを測ることが、そもそも間違いだったらしい」


    「……いい動きではあったが、つまらぬ剣であった」


    　ランベールは呟つぶやくように言い、大剣を構え直す。ヘクトルはその言葉を聞いて目を見開き、それから笑い出す。


    「あぁ！　俺もそう思っていたところだ！」


    　元よりヘクトルは『四十九の剣雨』を習得して実戦に用いたときには、決めたとおりの動きだけの、子供の稽けい古このようなつまらない剣だと考えていた。ランベールとの間に実力差を感じて繰り出したものの、元々ヘクトル好みの戦い方ではなかったのだ。


    　ヘクトルは剣を構え、吠ほえながらランベールへと突進する。ヘクトルが先ほど腹部に受けた傷は深い。既にもう長くないことは、ヘクトルにもわかっていた。


    　だが、だからこそ、余計なものを背負わず、考えず、ただ至高の剣技を繰り出すことに一心になれた。紛まがうことなく、ヘクトルの今日最速──いや、人生最速の剣であった。


    　ヘクトルとランベールの身体からだが交差する。互いに背を向けた状態で立つ。ヘクトルの右腕が、地面へと落ちた。地に落ちてなお、剣を強く握りしめたままであった。


    「それほどの傷で、まだ立つのか」


    「……知ってるぜ。オメェ、この技に敗れたんだってな！」


    　ヘクトルは振り返ると同時に、地を蹴けって高く跳び上がった。隻せき腕わんに掴つかんだ剣に全体重をかけ、ランベール目がけて振り下ろす。


    　──『月げつ羽う』、英雄グリフの得意技である。高く跳躍し、剣の勢いに重力を乗せ、相手の防御や反撃ごと押し潰つぶす技である。


    　そう容易たやすく再現できる技ではないが、ヘクトルの剣の才覚があれば、不可能というわけではなかった。


    　ランベールはこの技に敗れたわけではないが、それでも肩を負傷させられたことは事実である。あれが敗北に繋つながっていた可能性もなかったわけではないし、史実ではきっとそうなっていたのだろう。それに対し、何か口を挟むつもりはない。だが、一つ言っておかねばならぬことがあった。


    「我が友グリフは、魔金オルガンの鎧よろいを纏まとい、貴様より高く跳んだ」


    　縦に振られたランベールの大剣が、ヘクトルの身体からだを深く袈け裟さ斬ぎりにした。血を舞わせながらヘクトルの身体が跳び、通路の壁に背を打ち付ける。


    　ヘクトルは笑みを浮かべたまま、左手で剣を掴つかんで腰を浮かせたが、すぐにがくんと足が曲がり、再び背を壁にぶつける。ヘクトルの指が弱々しく開き、剣が転がり落ちる。ヘクトルはそれを、信じられないというふうに呆ぼう然ぜんと眺めていた。


    　だが、戦いを見ていたオーボック伯爵とアルメルからすれば、まだ生きているヘクトルの方が不思議なほどであった。腹部には深々と刺された跡があり、右肩から先はなく、右のこめかみから逆の太ももまで深々と斬られているヘクトルは、戦場の死体そのもののようだ。先ほどまで斬り合いを行えていたというのが、信じられないほどである。


    「──ああ、もう終わっちまったのか」


    　ヘクトルはそう呟つぶやくとぐらりと身体を揺らし、その場に上体を倒した。


    　ランベールは大剣を構えながら、倒れたヘクトルへと近づき、剣を構える。ヘクトルの眼球が僅わずかに動き、ランベールを見上げる。


    「……言い残すことがあるのなら、聞いてやろう」


    　ヘクトルは力なく笑った後、天井へと目を向ける。


    「最高だ。長らく死体みてぇに生きてきた俺だが……これで俺は、生きていたという実感を持って死ねる」


    　ランベールはそれがヘクトルの選んだ最さい期ごの言葉かと思って剣を降ろそうとしたが、ヘクトルの唇くちびるが再び動くのを見て、剣を止めた。


    「……なぁ、将軍サマよ、カッコつけたところでダサいんだけどよ、無粋なこと聞いていいか？　俺がずぅっと思ってたことがあるんだ。俺は、もしも八国統一戦争の時代に生まれてりゃよ……歴史に、名を刻めたと思うか？　俺は、英雄になれたか？」


    　一瞬の沈黙の後に、ランベールが言葉を発した。


    「貴様は、強かった。蘇よみがえってから人間相手に数手続けて守りに入ったのは、貴様が初めてだ」


    　ランベールの言葉を聞き、ヘクトルが自じ嘲ちよう気味に笑った。


    「そうか、だよなぁ、そうだよなぁ‥…」


    　本当は、ランベールに訊きくまでもなく、わかりきっていたことであった。


    　ランベールとの戦いは、時間にして僅わずか一分ほどのものであった。序盤、ヘクトルは斬きろうとして退き、斬ろうとして退きを繰り返していただけである。近づくだけで、精一杯であった。斬りかかれば、すぐさま斬り殺されるのがわかりきっていたからである。


    　自身でさえも退屈と称していた技に頼ろうが、数手続けて自身から斬り込むのが限度であった。それさえもあっさりと破られ、重い一撃を腹部に受ける有様である。


    　ヘクトルからしてみればまさに死闘であった。しかしランベールからしてみれば、なんてことのない戦いの一つであっただろうということは、ヘクトルも理解していた。


    　死力を尽くし、限界を超えて自分の中で理想の、最高の剣撃を放った。得られた評価は、ただの数手だけ守りに入ることになったという、それだけである。力量の差が、あまりにも開きすぎていた。


    　ランベールの重い鎧よろいは、敵の攻撃を受けても身体からだが傷つかないためのものである。だがヘクトルは、その鎧に一撃を浴びせることさえ敵かなわなかったのだ。それが善戦したなどと、言えるはずもない。


    　ヘクトルの隻せき腕わんが、地面に転がった剣へと伸びる。だが途中で糸が切れたように、床へと墜落した。それから痙けい攣れんのような震えを見せていたが、それも数秒のうちに止まり、動かなくなった。

  


  [image: ]


  
    「ああ、弱ェ……俺は、弱ェ……。チクショウ、もっと強く、なりたかった。どうして俺は、あんなもんで驕おごって、腐っちまってたんだかな……ハハハ、笑えるよなぁ。敵を探して無む為いに彷徨さまよってる暇があるなら、そのぶん剣を振ってればよかったんだ。そうしてたら今日、もうちっとサマになった戦いができてただろうに」


    　隻せき腕わんを大きく投げだすように広げた体勢で、ヘクトルはそう呟つぶやいた。目からは、涙が流れていた。ランベールが下げていた剣を振り上げるのに対し、ヘクトルが小さく頷うなずく。ランベールの剣が、ヘクトルの首を刎はねた。
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    　オーボック伯爵は、あまりに密度の濃い斬きり合いを前に、呼吸さえも忘れてただただ見入っていたが、ヘクトルの首が斬られたのを見て、ようやく自分の状況を思い出した。次にあの巨大な剣の刃が向くのは、自分であるのだ。


    「ひっ……ひぃっ！　ひいいっ！」


    　オーボック伯爵は立ち上がろうとするが、足が竦すくんですぐその場に転び、身体からだを打ち付けた。それでも手を床に這はわせ、なんとかこの場から逃げようとする。


    　そんなお粗末な逃走を許容するわけもなく、ヘクトルの首を斬り離したランベールの大剣が持ち上げられ、オーボック伯爵へと向けられた。オーボック伯爵は顔を青あお褪ざめさせていたが、もう助かりようがないと覚悟を決めて、腹を括くくった。引き攣つった顔で、無理に不敵な表情を作る。


    「フ、フフフ……吾わが輩はいは、オーボックであるぞ。レギオス王国に長く仕えてきた、由緒正しき伯爵家、オルドノーク家の当主、オーボック・オルドノークである。さぁ、亡霊を名乗る狂人よ、吾輩を殺すがいい。だが、貴様はこの国全土から、命を狙ねらわれ続けることになろう。貴様だけではない。貴様の親族、知人、皆大悪党となる。その覚悟は……貴様には、あるのだろうな。周囲を犠牲にし、吾輩を殺せばよい。復ふく讐しゆうか？　恨まれる覚えは、腐るほどある」


    　そこまで言って、オーボック伯爵は、更に表情を醜悪に歪ゆがめて笑った。


    「吾輩を殺そうが、我がオルドノーク家は、永遠に栄える。吾輩の命なんぞよりも、よっぽど大切なことだ。フフフ、それに引き換え、貴様のなんと哀れなことか！　復讐の鬼よ、大たい罪ざい人にんを名乗る亡霊よ！」


    　オーボック伯爵は震える足で立ち上がり、ランベールを正面から睨にらんだ。ランベールは大剣を降ろし、数歩退いた。


    　オーボック伯爵は今更こんな脅しでランベールが引くはずもないと考えていたため、意外なランベールの行動に困惑した。まさかランベールは、自身を生かそうと考えているのではないかと思い、そこに活路を見み出いだした。


    「……そう、そうか。貴様、この吾輩と取引がしたいのか。賢い選択だ。吾輩としても、貴様のような男を敵にしていたくはない。貴様が吾輩の命を狙ねらっているわけでないのなら、敢あえてこちらから殺そうという気も起きぬ。欲しいものがあるのならば、何でも言うがいい。吾輩の権力を以もつて、何としてでも用意させようではないか」


    　通路のオーボック邸の方から、声が響く。


    「安心しろ、オーボック。お前の家柄も、権力も、名実共にここで終わる」


    　現れたのは、オーボック邸に囚とらわれていた、『精霊の黄昏たそがれ』のギルドマスター、ジェルマンであった。ジェルマンはランベール騒動で警備が手薄になった隙すきを突いて地下室を脱出し、状況はわからないが今がオーボック伯爵を討つ好機であると判断して邸内を移動していたのだ。


    「私が必死に集めた、お前の悪逆の証拠となる資料は処分されてしまったようだが……この館からは、探せばいくらでも見つかりそうだな。お前の仲のいい大貴族たちも、ここまで揃そろっていれば庇かばってはくれんだろう」


    　ジェルマンが手にしていた複数の書類を、オーボック伯爵へと突きつける。国の定めた規定を超えた税を徴収するための命令書や計算書、自分に歯向かった者や村の知識人・邪魔な商人などの名前が列挙された、暗殺対象者の名簿。厳重にしまわれていた書類も、邸内がもぬけの殻からでは守りようがない。


    　果てにレギオス王国が危険視している禁魔術組織『笛吹き悪魔』に出資・交渉した記録書類さえあった。多額の出資の代わりに邪魔な村を壊滅させるのに利用しており、更には『笛吹き悪魔』が王国転覆を成じよう就じゆさせた際には、高い地位に取り立ててもらえるよう契約したものであった。この書類だけで、オーボック伯爵の首が十回は刎はねられても足りないほどである。伯爵家の取り潰つぶしは、まず免まぬがれない。


    「な、な、な……」


    　オーボック伯爵が書類を見て、三歩退いた。それから目の色を変えて、ジェルマンへと飛びかかる。ジェルマンはオーボック邸内で調達した剣を振るい、オーボック伯爵の頬ほおを柄で殴った。オーボック伯爵がその場に倒れ込む。その首筋に、ジェルマンは剣の柄を押し当てて床へと押さえつける。


    「き、貴様！　貴様の家を潰した、意趣返しのつもりか！　図に乗るな、吾わが輩はいが吹けば飛ぶ、貧乏木こっ端ぱ貴族如ごときがァ！」


    　オーボック伯爵は押さえつけられたまま、首だけジェルマンへと向けて叫ぶ。


    「……礼を言う、ランベール。お前のおかげで、私の悲願を果たすことができた。到底届くまいと思っていたオーボックの首が、すぐそこにあるとは」


    「礼には及ばん。借りを返したに過ぎんからな」


    　ランベールとて、ジェルマンが『精霊の黄昏』からランベールを叩き出していれば、オーボック伯爵に関する調査は大きく遅れていただろう。この都市をまっとうに歩くことさえできず、諦あきらめて去ることになっていたかもしれない。


    「オーボック。お前はただの、極悪人だ。領民をいたぶり、歯向かう者を殺し、ついには王国転覆まで企くわだてた。すべては、すぐに白はく日じつの下になる」


    　ジェルマンが、オーボック伯爵へと剣を突き付けながら言い放つ。オーボック伯爵は頭を両手で押さえ、獣けもののような咆ほう哮こうを上げた。その様子を見ながら、ランベールは既に、これからどうするかを淡々と考えていた。


    （自みずからの一族の繁栄を口にした貴族が、反国家組織に出資していた……か）


    　オーボック伯爵は、王都の要人とも深い関わりがあったという話だ。そんな人物が、たかがテロリストに肩入れしていたというのは、どうにも腑ふに落ちない話である。
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    　オーボック伯爵邸襲撃事件の後、オーボック伯爵の罪を訴えるため、ジェルマンは王都へと向かった。


    　都市アインザスの領主、オーボック伯爵の悪事は、国中へと知れ渡ることとなった。オーボック伯爵は生きたまま捕らえられたが、後に王都にて死刑が執行された。王国法違反の繰り返しや虐殺も重罪であったが、何よりも、反国家組織『笛吹き悪魔』への肩入れが重大視されたためである。


    　王国の要人である立場のオーボック伯爵が反国家組織に出資していたという事実の衝しよう撃げきは大きかった。


    　王国の『笛吹き悪魔』への警戒心も高まったが、『笛吹き悪魔』は規模が大きく、なかには箔はくをつけるために自称しているだけの犯罪者も多い。また組織内において高い地位にいるはずの者も、自分の管理している範囲のことしか知らされていないこともあり、実態はほとんど掴つかめていなかった。


    　調査や対策を進めたところで、規模も、目的も、完全に不透明なことに変わりはない。唯一わかったことといえば、今までの『ただ国から禁止されている魔術の開発を行っている集団』というわけではなさそうだということ、それだけである。


    　オーボック伯爵の死刑、伯爵家の取り潰つぶしに伴い、オーボック伯爵との繋つながりが強かった他の貴族たちにも疑いの目が向けられ、王都の騎士団が調査のために送られたが、大物が多く、捜査は難航しているのが現状であった。


    　ふた月ほどが経たち、都市アインザスを筆頭とした旧オーボック伯爵領にも新領主が現れ、国内もようやく落ち着きを取り戻し始めていた。


    　ジェルマンが都市アインザスへと立ち寄ったのも、その時期である。ジェルマンは、ギルド『精霊の黄昏たそがれ』の主要メンバーであったフィオナ、ロイド、リリーの三人組と、酒場で顔を合わせていた。


    「お久しぶりです、ギルドマスター」


    　フィオナが頭を下げると、ジェルマンが苦笑する。


    「……私としては、そっちの方が性に合ってたんだがな。生あい憎にくだが、取り潰つぶされた家の爵位を引き継ぐことになってしまった。身勝手で悪いがな」


    　ジェルマンは元々ジュース男爵家の生まれであったのだが、ジュース男爵家はオーボック伯爵に目を付けられ、冤えん罪ざいを着せられて一族すべてが刑に処された。家を出て冒険者になっていたジェルマンだけが、元の名前を捨ててどうにか逃れられていたのだ。


    　今更爵位を返されても、というのがジェルマンの心境であったが、自分が捨てれば、今度こそ本当に家柄はなくなってしまう。元々、性に合わないと、親と喧けん嘩かをして飛び出した家だった。それでもジェルマンは、男爵家の再興を選ぶことにしたのである。


    「え……ジェ、ジェルマンさん、き、貴族だったのか？」


    　一連の騒動をあまり把握できていなかったロイドは、ぽかんと口を開けてジェルマンに尋ねた。その言い直したジェルマンという名前自体、オーボック伯爵から身を隠すための偽名でしかなかったのが、ジェルマンは敢あえて訂正しなかった。


    「この地に新領主が来ると聞きましたけど、まさか……」


    「いや、それは違う。ここアインザスは、腐っても国の主要都市だからな。私のような者には任せられんよ。オーボックのような者が私物化しないためにも、王族の親戚筋から選ばれたという話だ」


    　フィオナの問いに、ジェルマンは首を横に振って答える。


    「マジかよ……ギルドマスターが帰ってきたらまた仕事ができると思って、必死に食いつないでたのによ……」


    　ロイドがテーブルの上に頬ほおを乗せ、深い溜め息をつく。


    　ロイドを含め、『精霊の黄昏たそがれ』のメンバーはそこまで腕が立つわけではない。元々、ジェルマンがオーボック伯爵の情報を集めるため、都市アインザスのギルドマスターという肩書が欲しかっただけなのだ。ギルドとしての体裁を取り繕つくろうために手の空いていた冒険者を掻かき集めただけであり、メンバーの実力はせいぜい、ジェルマン以外は中の下といったところである。他ギルドへの再登録も、しがらみがありなかなかできるものではない。それに、はっきりとした取り柄のない彼らを欲しがるギルドはあまり多くはなかった。


    「ロイド、こんなときにわざわざそんな話……」


    　リリーが呆あきれたように言い、フィオナが苦笑いする。


    「お前たちさえよければ、私の家の騎士として、雇い入れたいと思っているのだが、どうだ？　人手が必要でな。私としても、顔見知りがいるととても助かる」


    　それを聞いたロイドが、感嘆の声を上げながら席を立つ。


    「ほ、ほほ、本当なのか？　ジェルマンさん……いや、ジェルマン様！」


    　弱小ギルドの冒険者と騎士では、面メン子ツも待遇も大違いである。当然その分、責任のある仕事も増えるが、大出世であることには違いない。


    「リ、リリーもフィオナも、もちろん行くよな？　な？　そうだろ？」


    　リリーは無言ながらも、こくりと頷うなずいた。フィオナは少し考える様子を見せた後、首を横に振った。


    「お誘いはありがたいのですが……もう少し、冒険者を続けてみようと思います。今度はまた、別のところで。申し訳ございません」


    「そうか。残念だが……まぁ、フィオナなら、そう言うだろうとは思っていたがな」


    　そこまで言って、ジェルマンはやや眉まゆ尻じりを下げ、酒場内を見回す。


    「あの男は……もう、アインザスにはいないのか？」


    「……あ、ああ、ランベールのおっさんなら、あの日から、まったく姿を見ねぇよ。ふらっと……それこそ、幽霊みたいに消えちまった」


    「そうか。複雑な身の上のようだったから、いついなくなってもおかしくないとは思っていたが……もう一度、会いたかったものだな」


    「なんだ、ランベールのおっさんが欲しくて、俺たちはおまけかよ」


    　ロイドがやや拗すねたように言う。


    「そういうわけではないのだが、恩人だからな。それに、あの男は、私の下につくような男ではないだろう」


    「縁があれば、また会えますよ。きっと」


    　オーボック邸での襲撃事件の後、ジェルマンは彼らにオーボック邸で起こったことを話し、それから王都へと向かっていた。ランベールがオーボック邸に乗り込み、ほとんど一人で大暴れして邸内の私兵を壊滅させた後、地下通路での激戦の末にヘクトルを斬きり殺したのだ、と。


    　通常ならば到底信じられる話ではなかったが、ランベールの規格外れ具合を知っている彼らはしばし驚いた後、きっと事実なのだろうと、どこか冷静に考えていた。


    　だが、その日をきっかけに、ランベールは都市アインザスから姿を消した。まるで最初から存在しなかった、それこそ本人が自称していた亡霊だったかのように。本人の非現実的な強さと合わさって、実際目にし、その恩恵を受けたジェルマンですら、ただの夢だったのではないかと、時折考えてしまうほどである。


    　ジェルマンの脳裏に、跳び上がったヘクトルを、大きく振り下ろした大剣で斬りつけたランベールの姿が浮かんだ。まるで史実の一端に立ち会ったかのような感動と、静かな興奮があった。


    「……もしかしたら、本物だったのかもしれんな」


    　ジェルマンが、窓から外を見る。人通りの中に鎧よろいの男を見つけて思わず目を見張るが、まったくの別人であったと気が付いて、自分の間違いに自じ嘲ちよう気味に口元を綻ほころばせた。

  


  
    猫子


    Nekoko


    



    どうも猫子です。最近周囲が次々にインフルエンザを発症し、「さぁ次は私の番か、来るがよい」と身構えて、いつの間にやらもう一週間が経ちます。思えば周りが倒れだす前にちょっと体調が悪かった気がしないこともないので、実は気が付いていないだけで感染源だったのではと頭を悩ませています。
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